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第盈競　調査経緯

第　節　謂査に至る経過

常磐自動車道の建設が昭和姐年に計画されたことに伴い　ルート内の埋蔵文化財の分布調査が

茨城県教育委員会によって実施された。これに基づき昭和崇年　茨城県教育委員会は文化財保護

の立場から9　常磐自動車道のルート内に所在する埋蔵文化財の取　扱いについて日本道路公団と

協議を重ねた結果撃　現状保存が困難な遺跡について記録保存の措置を講ずることになった。

茨城県教育財団はタ　昭和53年4月且目付けで日本道路公団と埋蔵文化財発掘調査の委託契約を
やわら　ひがしならと

締結し9同年筑波郡谷和原村東櫓戸古墳の発掘調査を開始し撃逐次ルートに沿って北上しながら

発掘調査を実施してきた。高萩市上手綱小場遺跡については9　畑や水田の耕作画から縄文時代の

遣物が出土し遺跡の存在が確認されていたが9道路建設のため盛り土工事が実施されることになっ

た。従って9　小場遺跡は9　現状保存が困難なため9　茨城県教育委員会の紹介により撃　茨城県教育

財団が日本道路公団と委託契約を結び9　昭和59年4月から同9翻こかけて発掘調査を実施するこ

とになった。

昭和53年以降59年度までに撃　当財団が常磐自動車道関係で調査した遺跡は撃　下記のとおりであ

る。

衷盈＋常磐内勤車道関連用地内遺跡車魔廣

Pも 遺　 跡　 名 種　 類 時　　　 代 発掘年度 王も 遺　 跡　 名 種　 類 時　　　 代 発掘年度

1 東　 櫓　 戸　 古　 墳 古　 墳 古　　　　　　 墳 昭和53年 15 鹿 の 子 A 遺 跡 集落跡 奈　 良 ・ 平　 安 昭和54年 。

2 下　 広　 岡　遺　 跡 集落跡 縄　 文 ・ 古　 墳 昭和53 ・5 4年 16 鹿 の 子 C 遺 跡 集落跡 奈　 良 ・ 平　 安 昭和54・55・56年

3 上稲 吉西 原古墳 古　 墳 古　　　　　　 墳 昭和53年 17 塚原古墳群 （2基） 古　 墳 古　　　　　　 墳 昭和54年

4 上稲吉西原A 遺跡 集落跡

も

弥　 生 ・ 古　 墳 昭和53年 18 湿　 気　 遺　 跡 集落跡 古　 墳 ・ 近　 世 昭和54年

5 上稲吉西原B 遺跡 集落跡 弥　 生 ・ 古　 墳 昭和53年 19 大 塚 新 地 遺 跡 集落跡 弥生 ・古墳 ・平安 昭和54 ・5 5年

6
l上稲吉西原C 遺跡

包蔵地 歴　　　　　　 史 昭和53年 20 松　 原　 遺　 跡 集落跡 弥生 †古墳 ・歴史 昭和54年

7 中佐谷 十百遺 跡 包蔵地 歴　　　　　　 史 昭和53年 2 1 南原古墳群 （2 基） 塚0集落跡 奈良・平安・中世以降 昭和54年

8 中佐谷 殿 内遺 跡 包蔵地 歴　　　　　　 史 昭和55年 22 砂　 川　 遺　 跡 集落跡 縄文 。奈良 ・平安 昭和55年

9 中 佐 谷 A 遺 跡 集落跡 古　　　　　　 墳 昭和53年 23 木　 葉　 下　 遺　 跡 窯　 跡 奈　 良 ・ 平　 安 昭和56 ・58年

10 中 佐 谷 B 遺 跡 集落跡 古　　　　　　 墳 昭和53年 24 石神 外宿 A 遺跡 集落跡 古墳 ・奈良 ・平安 昭和57年

11 大塚古墳群（15基） 古　 墳 古　　　　　　 墳 昭和53 ・54年 25 石神 外宿 B 遺跡 集落跡 弥　 生 ・ 古　 墳 昭和57年

12 松延古墳群（2 基） 古　 墳 古　　　　　　 墳 昭和54年 26 二　 本　 松　 古　 墳 古　 墳 古　　　　　　 墳 昭和56年

13 志　 筑　 遺　 跡 集落跡 縄文 ・弥生 ・古墳 昭和53 ◎54年 27 小　 場　 遺　 跡 集落跡
祭祀跡

縄　　　　　　 文 昭和59年

14 宮　 部　 遺　 跡 集落跡 縄　 文 ・ 中　 世 昭和54年 28 細　 原　 遺　 跡 （集落跡 先 土 器 ・縄 文 昭和59年
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第＝図　常磐自動車道関連用地内遺跡分布図
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第　節　調査経過

小場遺跡の調査対象面積は6，m感摘地区3，583鴫　迅地区2，用感）で学研掴年4月から調

査を開始し温2月末日をもって全調査を終了した0以下発掘調査の経過についてタその概要を半月

単位に記述する。

4月前半　9日の調査区域の確認を手始めに9現場事務所設置場所を選定しラ調査計画を作成し

た。その結鼠　まず小場遺跡の遺構確認調査を実施し撃終了後柵原遺跡の遺構確認調査

を実施することにした。

4月後半　現場事務軌プレハブ倉庫の設置や発掘器材の搬入などの発掘準備の作業を進めた。

また撃23◎25日の2日にわたって地元の地区委員◎教育委員会に対し作業員雇用の説明

会を実施し撃作業腰募集と発掘調査に対して協力を依頼した。

5月前半　摘酎こ小場遺跡　細原遺跡の合同の鍬入れ式を小場遺跡において実施した。また　調

査杭打ち作業後診小場遺跡B地区（南側）の遺構確認作業を4分の且のトレンチ発掘に

よって開始した。その結鼠遺構砂遺物を検出することができなかったので学　B地区の

調査はこれをもって終了した。続いて撃Å地区（北側）の調査区域内に撃東西◎南北に

jL jl．ZPヰ111太一一寸ゴー「′T＼し1，．＼ノこしナ、1↓1〉つr更史伝11　　地三Tl三拝Il，k・一日Eトム／、－　し＿h

L qL Lペレ⊥／十、ブ　ノ）ノl一　打／　ノ’こノ＼4L Lブヒγ持し′I　甘臣訂ふ甜司壬王　rIヲ刊ダ日し／こ。

摘後半　確認調査の結果撃黒色土の層が劉～踊cmと厚らその中に縄文土器片が多量に包含さ

れていることが判明した。また9トレンチから土偶の顔部や台付異形土器がほぼ完形の

状態で出土した。その後　水田砂畑の耕作土の表土邦～渕cmを重機によって除去した。

またタ小場遺跡の確認調査と並行して撃細原遺跡の上物除去とグリッド設定を実施した。

6月前半　小場遺跡の調査を一時中断して撃柵原遺跡の遺構◎遺物の確認作業を実施した。

6月後半　小場遺跡の遺構確認作業を開始した。その結鼠全域にわたって9配石遺構が検出さ

れ撃縄文時代後◎晩期の土器片をはじめ撃土偶◎石剣等が多量に出土した。しかしタ黒

色土の層が3～劉cmほど残っており撃遺構の確認は困難をきわめ撃住居跡且軋土坑数

基しか確認できなかった。鋼酎こ小場遺軌柵原遺跡の今後の調査方法について検討を

行った。その結乳小場遺跡は9黒色土を2～3層に分けて掘り下げていく方法で調査

を進めることにした。

7月前半　2酎こ小場遺跡の柵原遺跡の発掘調査の期間延長について撃　日本道路公団◎茨城県教

育委員会◎茨城県教育財団の三者による現地協議会を行った。小場遺跡Å地区東側部（下

段部）の遺構調査を実施した。その結乳配石遺構及び縄文時代後期の住居跡2軋土

坑49鼠溝鼠条を検出した。またタ士風注目土器をはじめ多量の縄文土器片が出土し

た。

一一一一一一　3　－－



7月後半　摘目に　国学院大学助教授小林達雄戌を招き　小場遺跡の性格撃　調査士の留意点等に

ついて指導を受けた。温8日に日本道路公団と茨城県教育財団との協議の結果撃　小場砂細

原遺跡の調査期間を温2月末日までに延長することになった。今月末日をもって撃　小場遺

跡下段部の調査を終了した。

8月前半　小場遺跡の調査を一時中止し撃　五目から細原遺跡の調査を再開した。

8月後半　28日に撃　先に調査の終了した小場遺跡東側部（下段部）の航空写真を撮影した。

9月前半　3日から小場遺跡の調査を再開し撃　中央部仲段部）に9配石群3ヶ所を確認して調

査を進めた。温2日に小場遺跡発掘調査の中間報告を新聞紙上に発表した。

9月後半　中央部西側寄りにあった黒色土部分の性格が明確でなかったので9　全体を6区に分け

て調査を進めた。調査の結果学　中心部に炉跡を検出し大型の住居跡であることが判明し

た。

摘月前半　中央部碑段部）の3ヶ所の配石群の下に　住居跡摘軒　土坑膵基　溝　条を確認し

調査を進めた。

摘月後半　大型の住居跡の西側部分に農道がかかっており調査不可能のため9　農道の取りはずし

について撃　委託者である日本道路公団に依頼した。その結果撃　重機で農道部分を取り除

くことにな恥　部目に除去作業を実施した。

Ⅲ月前半　中央部の調査をほぼ終了し撃　西側部は段部）の調査を始めた。それと並行して撃　農

道部分の下の調査を実施した。その結果撃東西濫0滴m言南北鼠温。6mの規模を有する縄文時

代後期の大型の住居跡であることが判明した。

Ⅲ月後半　西側部の調査の結果9　2ヶ所の配石群とその下に住居跡9軒学士坑且は基　溝　条を検

出した。遺跡の性格等を明確にするために学　士坑内覆土のリン◎カルシウム分析を実施

することになり土壌のサンプル採算を行った。

鼠2月前半　調査も終わりに近づいたので撃　5日から調査体制を縮小し撃　洗浄作業に作業員を増員

した。且5日に現地説明会を実施し撃　補足調査を残して現場での調査をほぼ終了した。

且2月後半　補足調査と並行して図面の点検作業撃　写真の整理作業を進めた。さらに撃　それと並行

して遺物◎発掘器材等の搬出を行った。摘酎こは　航空写真の撮影を行い撃　錮目に作業

員の解雇をした。続いて錮昏筋目に現場事務所を撤去し現場での全調査を終了した。9

か月間にわたって調査に参加した作業員の数は　延凱鼠温名を数えた。

なお9　4月から温2月までの調査期間を通じて9　高萩市長撃市内小中学校の児童学　生徒

をはじめ一般市民が多数遺跡を訪れ9　見学者は乱撃228名にも達した。

一一　4・一一



辛∴主　二三l三三三

第盈節　地増的環境

おば　　　　　　　　　　かみてづな

小場遺跡は撃　茨城県高萩市上手綱字小場温787番地ほか温2筆に所在する。

当遺跡の所在する高萩市は撃茨城県の北東部に位置し9　東部は太平洋に画し普西部は阿武隈高

地が連なり撃その分水嶺をもって久慈郡里美村に接し争北端は福島県東白河郡塙町に接している。

東部の低地◎台地は撃　これらの山地の東緑にひらけ撃　北部は北茨城市撃　南部は多賀郡十王町に接

している。市域総面積は撃　温93。79肘で9東西温㌃銚恥∴南北20録である。人口は撃　34，393人（昭和

60年1月現在）を有している。

市域の東端を海岸線に沿って南北に国鉄常磐線と国道6号線が走っており暫　それらは関東地方

と東北地方を結ぶ9　経済活動の動脈として重要な位置を占めている。

高萩市の地形は争　山地◎海岸台地㊧沖積低地の3地形区に分けることができる。

山地は撃市街地の北西部にひろがり市域の75％を占めタ海抜30の～490mのなだらかな地形をなし
はなぬき

ている。市域の山地は花貫川9　太北川撃　関根川の各水系により大きく浸食されている。
だいたかはぎ　　こま　ぎはら　　わ　の

ヽ．′」一　し1」　　′、Ill．1ヽ　　　　　′ヽ′ヽ　　　　　一　′、′ヽ　　　　．．，＿、　ヽJ」一　L⊥＿lこ1－T一　ト．▲・．一　　一＿　　ヽ　　　ヽ＿　　　　　　′、・・・－・▲・．・一一ト十一　　　11チL＿　l、rrr一　　　　＿r－r▼1「′　ヽ　　　、＿、　＿　　　　　、．＿▲＿　　＿　　　′　　．．l　、＿　　　－　．．l l．′＿＿1

海溝精細鋸も言鋼へ張狩mの海抜高度をもち9台商秋9期木原学制野などの一連の省地は山地東線

の市域中央部をほぼ東南東の方向に走っており9また北側の海抜45m前後の赤浜の台地争上宿撃南

側の上台などの台地を形成し9　主要な畑作地帯となっている。

沖積低地は9おおむね海抜邦m以下で撃現在の市街地をはじめ海岸の主要部を占めており撃台地

とは所により急崖をもって接し撃　明瞭な地形区分を示し管　主に水田に利用されている。現在の市
いしはま　　たかど

街地は低地でも砂丘の上に立地しており撃　この砂丘は撃　近接する伊師浜から高戸に至る海岸線撃
あかばま　　　　　　　　　なかごう

高戸◎赤浜の海食崖をすぎて9　中郷◎磯原にかけて南北の方向に長く続いている。これらの砂丘

は9　多く松林となっており9　砂丘の移動や潮風の防止の役割を果たしている。

当遺跡は撃常磐線高萩駅から西方へ約4。5姐の距離にある。多賀山地から東へ舌状に張り出した

標高40～粥mほどの緩やかに傾斜した台地上に位置し9北に関根川学南に関根前川が流れている。

台地上はなだらかに傾斜して沖積低地へと続いており診　水田◎畑に利用されタ　集落が発達してい

る。当遺跡の低地と高地との比高差は約2mありタ水田◎畑◎宅地として利用され9耕作土からは9

土器片や石鉢が出土しており古くから遺跡の存在が確認されていた。

今回の調査区域は9常磐自動車道建設用地にかかる台地の先端部分で言調査対象面積は6，023mア

（Å地区3，583m㌔　迅地区2，440感）であり9　現況は争　水田◎畑巨宅地である。
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第2節　應数的環境

原始◎古代における高萩市は撃生活環境としての地形に恵まれ9　阿武隈高地を開析して東流す

る関根川の関根前川の花貰川などの両岸に張り出した台地上には9多くの遺跡が点在している。

高萩市の原始◎古代の遺跡は撃『茨城県遺跡地図』によるとタ　先土器時代4遺跡9縄文時代27遺
①

跡夕　弥生時代且8遺跡9　古墳時代別遺跡撃　奈良◎平安時代温遺跡が確認されている。
かみきみだ

まず撃先土器時代の遺跡としては撃上君田遺跡がみられる。同遺跡は撃標高65～舗mのなだら
そうき

かな山腹に位置し9握槌形石器◎ナイフ形石器◎掻器形石器が発見されている。また誹召和魂年に発掘
ぁかばま　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②

調査が行われた赤浜遺跡組5）からは撃ナイフ形石器や掻器形石器が出土している。
しまな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　③

縄文時代になると学海進によって島名や上手綱付近まで海水が進入し普海に突出した島名の河
おおたかだい　　　　　　たて

岸段丘◎台高萩◎大高台◎赤浜台地◎館の坊◎波打際にあたる上手綱の山嵐　そして上君田の山
おおくぼ　　　まえ　うち　　　　　みやのわき

地に縄文時代人の生活が営まれたのである。上君田遺跡⑳大久保遺跡⑳前の内遺跡（4）◎宮脇遺
わかさまえ

跡（29）からは撃縄文時代早期の土器が出土しており撃　また撃館の坊遺跡（蜂巨若狭前遺跡（23）

などからは前期の土器が出土している。中期◎後期になると撃　比較的大規模な遺跡がみられるよ
しんでんまえ　　　うしろだ　　　ほり　うち　　　じんしろうう．ち

うになる。新田前（25）◎後田（27）◎堀の内（26）◎甚四郎内（28）などの島名遺跡群からは撃　中
あたまだい

期の初めごろにあたる阿玉台式土器や加曽利E‡式土器が出土している。これらの遺跡のほかに
きじのお　　　　　　うわじゆく

も撃太高台遺跡（且3）◎雉之尾遺跡（且0）◎上宿遺跡（且2）◎小場遺跡（温）から後期の堀之内Ⅱ

式土器や加曽利B式土器が出土している。
しやかどう

小場遺跡の周辺の遺跡としては争半径5輌m以内に釈迦堂遺跡（5）◎前の内遺跡があり9半径且
はたなか　　　　　かわばた

肋以内には畑中遺跡（9）◎川側遺跡（6）が存在する。これらの遺跡はいずれも阿武隈高地から

東へ張り出した上手綱の台地上にある。
うわじゆくじり　　　　　　　　　あらかわ

弥生時代になるとラ下手綱上宿尻◎坂の上◎館の坊◎安良川丘◎赤浜向原◎南原◎大久保など

の台地で生活を営んでいたが9　これらの遺跡は9　いずれも谷や沖積地の降り口にあたる台地の端

部に位置している。これは9稲作の普及によって水田にもっとも近い位置に集落を営んでいたこ

とを示している。

古墳時代になると9　階級社会が確立し撃豪族は支配者として大きな権力を持ち9各地に高塚や

墳墓を築造するようになった。高萩市においては撃　向原古墳群◎赤浜古墳◎高戸横穴◎大久保横
ぎよう

穴（鼠6）◎下手綱リュウガイ横穴（温8）◎高萩山王横穴等が知られている。中でも向原古墳群の行
にんづか

入塚古墳（19）からは撃　珍らしい人物埴輪が出土している。この人物埴輪は撃　明治30年9月28日9
④

八木渠三郎氏によって撃東京人類学会雑誌第鼠38号に「常陸多賀郡松原町発見の埴輪土偶」として

報告されている。その軋高萩駅前の古墳から大耳の男の埴輪が発見され9明治34年5乱松村

瞭氏によって撃東京人類学会雑誌且82号に「常陸国松原町発見太耳の埴輪土偶」として報告された。
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．砿 遺 跡 名 種 別 時　 代 ．砿 遺 跡 名 種 別 時　 代 誰 遺 跡 名 種 別 時　 代

1 小 場 遺 跡 l集落跡
祭祀跡 縄　　 文 11 松　岡　城 跡 彿館跡 鎌倉，室町 21 高浜古墳群 古　墳 古　　 墳

2 鐘撞堂遺跡 包蔵地 縄　　 文 12 上　宿 遺 跡 集落跡 縄　　 文 22 安良川城跡 城館跡 鎌倉，室町

3 滝の脇遺跡 包蔵地 弥　　　 生 13 大高台遺跡 包蔵地 縄文，古墳 23 若狭前遺跡 包蔵地 縄　　 文

4 前の内遺跡 包蔵地 縄　　 文 14 北久保遺跡 包蔵地 縄　　 文 24 駒木原遺跡 包蔵地 縄　　 文

5 釈迦堂遺跡 包蔵地 縄　　 文 15 赤　浜 遺 跡 集落跡
古墳群

先土器・古墳 25 新田前遺跡 包蔵地 縄　　 文

6 川　側 遺 跡 包蔵地 縄　　 文 16 大久保横穴群 横穴群 古　　 墳 26 堀之内遺跡 包蔵地 縄　　 文

7 堀之内遺跡 包蔵地 弥　　　 生 17 館ノ坊遺跡 包蔵地 弥　　 生 27 後　田　遺 跡 包蔵地 縄　　 文

8 西館（西ダレ屋敷）跡 城館跡 鎌倉，室町 18 リュウガイ横穴群 横穴群 古　　 墳 28 甚四郎内遺跡 包蔵地 縄　　 文

9 畑　中　遺 跡 包蔵地 縄　　 文 19 行人塚古墳 古　墳 古　　 墳 29 宮ノ脇遺跡 包蔵地 縄　　 文

10 雑之尾遺跡 包蔵地 縄　　 文 20 肥前山古墳群 古墳群 古　　 墳

ー7－



その他　松岡城跡柏の◎館の坊古館柏の⑳酋館　酋ダレ屋敷）摘　翁安及川城跡ほお　などの

中性の城館跡も存在する。高萩市には撃　このように多くの遺跡が点在し撃原始◎苗代から各時代

にわたって生活が営まれてきたことがうかがえる。

参考文献

①　『茨城県遺跡地図』　茨城県教育委員会1977

②④『高萩市史　（上）』　高萩市史編さん委員会1969

③　「赤浜遺跡発掘調査報告」　高萩市教育委員会1972
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享l三圭　享三三三三

第温節　地区設定

中場遺跡は9市道を挟んで北側にA地区9南側にB地区が位置しており9　調査対象面積は，Å

地区3，583鴫　B地区2，舶0感である。Å地区の現況は，東側が低く西側が高い階段状で撃東側が

宅地診　中央部が畑9　西側が水田である。B地区は平坦な水田である。

遺跡の位置を明確にし9正確な調査を期すため9　日本平面直角座標第Ⅸ系Ⅹ座標（南北）＋

82，080m，Y座標（東西）＋75，弱Omを基準点としっその基準点を中心に座標北で4cm方眼を設定し大

調査区とした。（基準点は，標高（TP）47，9且6mタ磁北偏差6度40分である）。さらに争大調査区

を4m四方の小調査区に分割した。すなわち940mの大調査区内に4m四方の小調査区を且00個設

定したわけである。

大調査区は9基準点から北方へ40m9西方へ160mの点を起点とし9南へ「Å」～「E」とし9東

へ大文字で「1」～「6」とし撃Å且区のB2区等と表記した。小調査区は9南へ「a」訂b」′、「i」◎

1　　　　　芝　　　　　志　　　　　亘i　　　　　5　　　　　缶

ll
Il】Ii

二c
d I l l l

同車． l ！
8 l
l l I

A

I

馳 墜

r

B 地 区

0　　　　　　　　　　　 4 0 m
‡　　　　 l　　　　 】

■　　　　　　　　　　　 1

第3図　小場遺跡大調査区・小調査区名称図
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「j」とし　東へ小文字で「航～「狛◎「勘　と表した。各調査区の名称は撃　太調査区と小調査

区を合わせて「Alal」e「B2b2」のように表記した。この小調査区をグリッドと呼称した。なお，

基準点の測量杭打ちは，社団法人茨城県建設コンサルタントに委託した。

第2節　基本層序の検討

当遺跡A地区西側のA4i5グリッドにテストピットを掘り，土層を詳しく観察したものが，第4

図である。1層は，黒色を呈する表土層で，20cmほどの厚さを有し，水田の耕作部となっている。

2層は，砂粒を含む黒色土で上部は硬いが，下部は上部より軟らかく粘性がある。3層は，ロー

ム粒子を多量に含む暗褐色土である。2・3層は，約50cmの厚さを有し，遺物の包含層であり，

当遺跡の遺物はほとんどこの層から出土している。4層は，明褐色をした砂質ロームであり，当

遺跡の土坑等は，この層を掘り込んで構築されていたものが多い。5層は，橙色をした粗い砂質

で，40～50cmの厚さを有している。6層は，浅黄橙をした細かい砂質で，土坑の深いものは，こ

の層まで掘り込んでいる。

第　園　庭射5区立腰柱状図

上層解説

．　十二〇・日二千三　フ′′　申　白　衣上層（耕作0

2　H繊e7。5Ⅵ迫　鼠渇接黒　色　砂粒を含む異色土

で遺物包含層であ

る。

∴し、＋・ユ、！．三：i′J　暗褐色　tトム粒子を多量

に含む暗褐色土で

遺物包含層であ

る。

′′　士で′！㌧V曇・：′′6　明褐色　紗質Hl－1ム層

：う　∴悪／言雄　一／′一6　掩　魚　揮い砂質層

6　Hue7。5￥配　8／3　浅黄橙　細かい砂質層

色
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トレンチによる東西の土層を見ると撃　東側の一番低い部分は宅地で削平されていたがタ　黒色土

は約且Ocmあり撃　その下に暗褐色土が20cmほど堆積している。暗褐色土の下は明褐色の砂質ローム

であり撃標高は鯨8mほどである。西側の一番高い部分は水田となっており9テストピットとほぼ

同一であるが争ローム面の標高は47滴mほどである。従って普西側の高い部分と東側の低い部分の

比高差は2mあり，土層も西側から東側へ緩やかに傾斜している。

第3節　遺構確認

当遺跡の遺構確認は争　次のような方法で実施した。A地区はラ　耕作面から多量の土器片が採集

できたので望　まず9東西◎南北にそれぞれ2m幅のトレンチを掘って9黒色土の層の厚さと言遺物

の包含されている土層の状態を観察することにした。その結果撃　鋼cmほどの耕作部の下の黒色土

の層は9　東側の浅いところで渕cm　西側の深いところでは醐cmほどあ勘　その中に　土器片が多

量に包含されていることが確認された。従って撃　住居跡などの遺構も黒色土中に存在するものと

判断して撃まず9耕作土の抽淵ほどを重機で表土除去した。その後9　2m四方の小グリッドを設定

し9　息5～20cmずつ掘り下げていく方法をとった。その結果撃　黒色土中に配石遺構群と石組炉を持

つ住居跡を確認し撃　調査終了後学　さらに撃　その下の黒色土を除去し遺構の確認調査を実施し撃　遺

構調査を進めた。さらに9　その下層（第3層）の遺構の確認を行った。従ってラ　同一地点におい

て遺構は少なくて2層にタ　大部分は3層に分かれて確認されたわけである。

B地区は9調査区の25％の割合で東西に2m幅のトレンチを9本掘り込んで言遺構◎遺物の確認

調査を行う方法をとった。その結果，B地区からは，遺構・遺物とも確認することができなかっ

たので，B地区の調査を終了した。

第4節　遺構調査

住居跡の調査は撃　主軸方向とそれに直交する方向に土層観察用ベルトを設け91～4区に分割

して掘り込む四分割法を基本として実施した。土坑の調査は警長径で二分する二分割法を用いた。

溝の調査は撃　約5m間隔に土層観察用ベルトを設けて掘り込みを実施した。

土層については9　色相9　各種粒子の含有状態9　粘性9　硬度ラ　締まり具合9　吸水性等を観察して

分類の基準とした。遺物の取り上げについてはタ　住居跡学　士坑9　溝の各区名と9　遺物番号9　出土

位置9　レベル等を記録し収納した。

平面実測については9　小調査区設定の基準線をもとにした水系方眼地張測量で行った。また学

士層断面9遺構断面の実測は，標高を用いて水系を水平にセットし9水系を基準として実測した。
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炉跡についても住居跡学　士坑の方法に準じた。記録の過程は9　土層断面写真撮影→土層断面図作

成→遺物出土状況写真撮影→遺物出土状況図作成→遺構平面写真撮影→遺構断面図作成→遺構平

面図作成を基本とした。

配石遺構の調査は，配石遺構群の中の個別の配石について撃　平面実測を行い9　その後9　配石の

断面の状態を観察するため撃長軸で二分する二分割法を用いた。平面実測9断面実測については9

住居跡9　土坑の方法に準じた。記録の過程は普　平面写真撮影→平面図遺物出土状況図作成→断面

写真撮影→断面図作成を基本とした。

図面や写真等に記録できない事項に関しては9　遺構カードや調査日誌に記録した。
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第　園　小磯遺跡遺構全体麿
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第　節　遺跡の概要と遺構◎遺物の記載方法

温◎　遺跡の概要

小場遺跡は9阿武隈高地から東に細長く張り出した標高媚mほどの台地上に所在する縄文時代

後期◎晩期の遺構を中心とした祭祀跡◎集落跡である。

調査の結鼠縄文時代の配石遺構撃竪穴住居臥土坑9藩学埋寮を検出した。

配石遺構は撃且8且基検出され診A～Mの鼠3群に分けられる。その中からは撃縄文土器撃土偶撃石

蝕石楓石鉄管骨角器撃獣骨などが出土している。Å～監⑳評～M配石群からは　縄文時代後

期の遺物が多く出土しタ　り◎E配石群からは撃縄文時代晩期の遺物が多く出土している。

住居跡は撃縄文時代中期のもの且軋後期のもの2軋晩期の　の　軋計鍋軒が検出された。

中期◎後期の住居跡は撃平面形が円形または楕円形で撃石組みや石囲いの炉をもつものが多い。と

くに9遺跡中央部に検出された第翫号住居跡は　縄文時代後期の竪穴住居跡であり9平面形は南

北鼠のm　東西軋mのほぼ円形で　地床炉を　つ大型の住居跡である。晩期の住居跡は撃平面

形が隅丸方形撃　又は隅丸長方形をしており撃　炉は検出されなかった。

土坑は撃縄文時代中期から後期◎晩期までのものが3舶基検出された。平面形は円形のものを中

心に撃楕円軌方形のものがみられる。遺跡西側部の土坑は撃袋状土坑が多ら土坑底部から石

を出土するものが多い。また撃覆土中からミニチュア土器が出土するものもある。

溝は診調査区の北側に4条と中央部に鼠条検出された。いずれも緩やかな傾斜地に構築されて

おり撃藩の上部には9配石遺構や後期の住居跡が検出されているので9縄文時代の溝と考えられる。

遺物は9人工遺物と石が中心であり撃遺物収納コンテナ（40×銚×2のcm　に鈍箱ほど出土して

いる。遺物の主なものは学士乳土製鼠石乳石製晶等であり9時に土器片の量が圧倒的に多

い。土器はタ縄文時代中期後葉の加曽刹藍式乳後期の称名寺式期◎堀之内式期◎加曽利B式期撃

晩期の安行式乳東北系の太洞式期に比定されるものがその大部分を占めている。土製品は9土

偶且飢点撃土器片錘3且8息土錘29息土製門板345点が出土している。主な石器としては9石鋲583嵐

石斧229息石皿79息凹石28温点9磨石◎敲石8且9鳥石錘且73点などがあげられる。石製品としては9

ヒスイ製垂飾り温風石剣◎石棒飢点が出土している。自然遺物は9　シかイノシシの骨が中心

であるが9　イルカやウミガメの骨も出土している。また9クルミやドングリなどの炭化物も少量出

土している。遺物の中では9土器片錘や各種石器の出土量が多いが9生活用具としての遺物ばか

りでなく争土偶や台付異形土乳　ミニチュア土器9手燭形土乳香炉形土器など祭祀的な性格を

もったものも多く出土していることが特筆されよう。
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2　遺構の遺物の記載方法

小場遺跡における遺構⑳遺物の記載方法は9　下記のとおりである。

（1）使用記号

名　 称 極 号 i 名　 称 ！記号 名　　 称 記号 名　　 称 記号
住 居 跡 「錮 l 配　 石 i s H 覆　　 土 Ⅹ 土 製 晶 D P
士　 坑 i s x 土器捨場 棒 Ⅹ ！床　　 面 Y 拓本記録土器 T P

溝 I s D 巨 ッ ト 恒 l 土　　 器 P 石器・石製晶 Q

（2）遺構に伴う施設等の表示

●　　●　　●　　〇　　〇

〇　　〇　　●　　○　　●　　0

0　　0　　0　　●　　○

○　　●　　○　　●　　●　　●

●　　●　　e　　●　　●

e e e　　●　　e e

＝　炉跡

（3）土層の分類

当遺跡の調査における土層観察は9『新版標準土色帖』（小山正忠◎竹原秀雄編著◎日本色研事

業株式会社発行）を使用し普　その後撃整理の段階で土層を次のように分類記号化し9　図中にその

記号をもって記載した。

番号 土　 色　 名 色 相　　　　 明度／彩度 含　　 有　　 物

温 暗　 褐　 色 H u e　7 ．5Y R　 3／2・3／3・3／4 i a 砂粒を含む

i b 大粒の砂 を含む

i c 山砂ブロックを含む

日 当 盟　 ローム土 を含む

e　 ローム粒子 を含む

f　 砂質ローム

2 黒　 褐　 色 H u e　7 ．5Y R　 3／1・3／2・2／2

3 褐　　　 色 H u e　7 ．5Y R　 4／3・4／4・4／6

4 黒　　　 色 H u e　7 ．5 Y R　 2／1・1．7／1・3／2

5 にぷい褐色 H u e　7 ．5 Y R　 5／3・5／4

6 極 暗 褐 色 H u e　7 ．5 Y R　 2／3

7 灰　 褐　 色 H u e　7 ．5 Y R　 6／2 e4／2 g　 黒色土

8 明　 褐　 色 H u e　7 ．5 Y R　 3／3 ・5／6・5／8 i h 焼土粒子を含む

正　 焼士

i j 焼砂

k　 粘土粒子を含む

1　 粘土

m　 炭化粒子を含む

n　 炭化物 を含む

9 橙　　　 色 H u e　7 ．5Y R　 7／6 e6／6

10 にぷい橙色 H u e　7 ．‘5V R　 7／4

且鼠 浅　 黄　 橙 H u e　7 ．5Y R　 8／3 ・8／4

12 褐　 灰　 色 H u e　7 ．5Y R　 4／1

13 明 褐 灰 色 H u e　7 ．5Y R　 7／1

14 暗 赤 褐 色 H u e　5　 Y R　 3／2・3／3・3／4・3／6
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※含有物の量については撃　少量（鼠の％以下）検出されたものを基準とし撃やや多くみられるも

の（拍～25％）については「タ」を撃　さらに多く認められるもの（26％以上）は「”」を付加

して表示した（例…鵜　α”）。なお撃含有物を集約して記号化したため撃調査過程における

観察所見を詳細に表現することは困難であった。記号表示することによって上層と下層に同

一の記号を用いることも生じたが9調査の過程で作成した土層断面図を最大限活用すること

にした。詳しくは9住居跡の土層の解説の中で述べることにした。

摘　遺構実測図の作成方法と掲載方法

固　　　［亘二二車］
壁の上端
壁の下端
柱穴
－ポイントー

炉跡 、二
壁の上端
壁の下端

ll lI

l＿

lll＿l、．－ll一

［牽］　［牽：二萄 推定プラン

♂h l職．　t静

叫ヽl

藤「〆／ニ

①　配石は普縮尺且／20の原図をトレースして版組みし9　それをさらに且／3に縮少して掲載した。

②　住居跡撃土坑夕溝は9縮尺温／20の原図をトレースして版組みし9　それをさらに且／3◎且／嬬

締少して掲載した。

③　炉◎埋寮はタ縮尺机のの原図をトレースして版組みしタ　それをさらに且／3に縮小して掲載し

た。

④　遺構実測図の掲載については争　できるだけ遺構番号順とした。

⑤　レベルはm単位で記載した。

⑥　土坑については9一般的なものは「土坑」とし9墓壕についてのみ「壌」の字を用いた。
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纏　遺物実測図の作成方法と掲載方法

各部位の名称と法皇表現のための名称

田舶［牽画睦増田篠＿磯口緑部

＿：二二一：I－

三‾三Ill

長
さ

豊 I‾二

転幅鐸瀾

ノエゴ卓：

∴
ト幅瑚

②　土器の実測方法は4分割法を用い9　中心線を挟んで左側に外面ラ　右側に内面及び断面を実

測した。

②　土器の文様帯の隆帯は≒撃沈線は＝⊃　縄文は膠で表した。

③　土器拓影図は撃　断面図を右側に掲載した。

④　土器の色調は9　土層と同じ土色帖を用いて判別した。

⑤　土偶の実測図はタ表面→側面→裏面の順に実測することを基準にしたが，側面の状態によっ

て表面→裏面→側面の順にしたものもある。
えぐ

／＝＼　　　　l　「＝111　＜・1二　′†＼十・十一サヽ上11rI‘：‘丁‘コ11　　　　⊥」＿　l′ヽ　JL l　・・rr－　t．＿＿　1　　＿＿サー⊥R」ヒlユl　　∴L

L9ノ　工布斤蓮墜星ノ天工則凶は，寸犬リせ」二I、ケ」L Lf匂電℃しノこ○

②　石器◎石製品の実測図は9　三角図法を基本としラ　正面の左側面を軸に反転したものを断面

として右側に学　士側面を軸に反転したものを平面として下側に実測した。また9　遺物によっ

ては撃　反転軸と各図の置き方を逆転させて実測したものもある。

⑧　石器の敲きの範囲は礪駐車「…言「で表しタ磨りの範囲は9　車重0→　「一一）で表し9　凹み
′－叫ヽ

の範囲はLjで表した0

⑨　縮尺の表示は次のようにした。

㊦土器の実測図については9　且／3◎温／6を基本とした。

①土器片学　士製品夕　石器9　石製品の実測図は且／3を基本としたが9　石鉢などは且／且とした。

㊦縮尺の異なる実測図については9　各々に別表示した。

㊤縮尺率は撃
S＝1／6

S＝1／3

0　　　　　　　　　　20cm

0　　　　　　　　　　　10cm
で表した。
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（6）一覧表の見方について

ア　配石一覧表

①　配石番号は9　発掘現場で付した番号を使用した。

②　位置は撃　遺構が占める面積の割合が最も大きい小調査区名をもって表示した。

③　長径方向は9座標北と長径のなす角度で示し9平面形が円形を呈するものは空欄とした。

④　平面形は撃　配石の平面形状を表した。

⑤　規模は9　配石の最長部を長径とし昏　それに直交する最大幅を短径としてmで表した。

⑥　配石数は9　配石に使用された石の数である。

⑦　形態はタ　集石遺構撃　立石遺構撃組石遺構争　環状配石遺構に分類した。

⑧　配石群は撃　調査時に使用したÅ～Mで表示した。

⑨　出土遺物は9　出土した縄文土器片と石器の点数を記した。

⑱　備考は9　配石に伴う土坑番号と撃　多く出土している土器片の時期を記した。

⑪　図版番号は撃　実測図の番号である。

ノ　隻舎監一一二三三

①　住居跡番号は争　発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用しラ　途中で住居跡と認められ

ず調査を中止したものは欠番とした。

②　平面形は9　掘り込み上面の形状を表した。

③　平面形が円形9楕円形のものは9　長径撃　短径で表し9　隅丸方形撃　隅丸長方形のものは撃　長

軸，短軸で表した。

④　規模の長径×短径は撃　上端の計測値（m）撃壁高は残存壁高の計測値（cm）を表した。

⑤　床面は学　士坑一覧表の「底面」の項に準じて撃一「平坦」撃「凹凸」タ　に分類表記した。

⑥　ビット数は9　その住居跡に伴うと考えられるビット数を記した。

⑦　炉は争　炉の位置と種類を記し撃炉の検出されない住居跡については空欄とした。

⑧　覆土は9　堆積の状態が自然堆積の場合は「自然」タ人為堆積の場合は「人為」タ　不明の場合

は「不明」と記した。

⑨　時期は撃　出土している土器形式をもとにして撃　亙期～Ⅴ期に分類した。

※　上記以外の項目については，配石一覧表の記載に準じた。
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ウ　土坑一覧表

①　土坑番号は9　発掘調査の過程で付した番号をそのまま使用した。また撃　整理の過程で土坑

でないと判断したものは欠番とした。

②　規模の欄の深さは，開口部から底面の最深部までの計測値（cm）である。

③　壁画は9　底面からの立ち上がりの状態を下記の基準を設けて撃　次のとおり表した。

◎∪ぉよそ錮0～粥0の傾き－垂直　◎℃およそ650～800の傾き－外傾

◎L′およそ650以内の傾き‾緩斜　◎こS開口部のくびれ－袋状

④　底面は撃　底面の状態により次のように分類した。

、」＿「、世上＼＿＿．／√皿状9 凹凸，＼－ノ／＼　ノ／ゆるい起伏

⑤　形態分類については，第5章第1節3の項を参照されたい。

※　上記以外の項目については，配石。住居跡一覧表の記載に準じた。

エ　埋褒一覧表

①　傾斜角は9　埋設されていた土器の傾きを示し9　水平からの角度で表した。

②　掘り方規模は争　埋婆施設の掘り込みの規模を記した。

③　出土遺物は9　土器の形式を分類可能な範囲で記し9　不明の場合は空欄とした。

※　上記以外の項目については，配石，住居跡，土坑一覧表の記載に準じた。

者　出土土器観察泰

義可　 蕃　 確 A ⑳B のC k m）　　 音形 の腎 慨及 ひ又篠　　 P 責工甥 胱 ゆ色調 1衛　　 考

！ i　　　　　　　　　 ！
①　図版番号は9　実測図中の番号である。

②　器種は撃　深鉢形土器というように表示した。

③　法量は普　A∵守雄も：掛一器高9　C…底径を表し撃　単位はcmである。なお普　A◎Cの日は推

定値であり，Bの日は残存高である。

④　器形の特徴及び文様は，器形→文様の順で述べた。

⑤　胎土◎焼成◎色調の欄は9　胎土→焼成→色調の順で述べ9　色調は「新版標準土色帖」（小山

正忠◎竹原秀雄編著　日本色研事業株式会社）を使用した。

⑥　備考は曾　土器の残存率や土器の固有台帳番号（㌘番号）等を表示した。
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力　土偶観察表

①　出土地点は9　土偶が出土した遺構名9　小調査区　げリッド）名で表示した。

②　残存部位は撃　遺存部位（現存）の欄に「O」印を付した。左◎右が不明の場合は撃　推定さ

れる部位を（）書きし，不明の欄に「O」印を付した。

③　大きさと重量の欄の（）内数値は欠損部位の残存値である。

④　備考は9　土偶の特徴等を主に記した。

※　上記以外の項目については，出土土器観察表の記載に準じた。

キ　土錘・土器片錘・土製円板・土製晶。石器・石製晶観察表

○土錘・土器片錘・土製円板

○その他の土製晶。石製晶

（彰　図版番号は，実測図中の番号である。

②　台帳番号は撃　遺物の個別の番号である。

③　長さ9　幅9　厚さは撃　それぞれ最大長9　最大幅争　最大厚の計測値である。また9　大きさ9　重

量の欄の（）内数値は，欠損石器の残存値である。

④　石質の欄は9　その石器を作る母岩の岩石名を表示した。

⑤　備考の欄は，遺物の形態や特徴等を記した。
●　●　　　　　　　　　　●　●　　　　　　　　　　　　　○　●

完形は完形品一欠は一部欠損鼠先欠は先端部欠損品を表わし9分胴9短乳バチ昏　ミ
eO

ニ9楕円9　円盤は9　それぞれの形状を表わしている。分不は分類不能を表わす。

⑥　石器の観察表は9　器種によって撃　別項目を設けたものもある。

※　上記以外の項目については撃　出土土器◎土偶観察表の記載に準じた。
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第2節　配着遺構

小場遺跡からは9　竪穴住居跡や土坑の上部に堆積している黒色土層から配石遺構群が検出され

た。配石遺構群は撃　購～醐cmの黒色土層に三段に重なって確認されたので普　上層◎中層◎下層に

分けて撃それぞれ撃第一次調査商学第二次調査薗撃第三次調査画の配石遺構として調査を進めた。

個別の配石遺構については　本節では次のような名称を使用した。

薬石遺構－石を狭い範囲に集めて配したものと9　石が散在して配してあるもの。

立石遺構－配石遺構の中に立石を持つものや鴇単独に立てられたもの。

組石遺構－石を立体的に組み合わせたと思われる遺構。

環状配石遺構…石を環状に巡らせているもので撃　一部に集石遺構が含まれるものもある。

さらに　個別の配石については　調査をした順に第　号から第膵号まで番号を付し撃「第〇号

配石」と呼び撃　それらがブロック状にまとまっている　のを「配石群」と呼ぶことにした。

第鍬一次調査面の調査では撃黒色土恩を2m四方の小グリッドに分割して誹～錮cm掘　下げた

画に撃　7か所の配石群を確認することができた。調査区の東側と西側の配石群の範囲は9比較的

とらえやすかったが　中央部の配石群については　個別の配石としてのまとまりが把握しにくい

こともあり撃　土器片の時期等を手がかりにしてとらえた。第一次調査面の調査終了後配石を取り

除き撃　その下の黒色土層を蟻～加cm掘　下げたところ　中央部に　か所と西側部に2か所の配石

群を確認した。この配石群を第二次調査面の配石群としてとらえた。この面の配石群の中の個別

の配石は撃　第一次調査画の配石に比較してとらえやすい配石であった。配石群の検出された地域

は讐　配石の下に黒色土が堆積しており撃配石が検出されなかった地域は9　部分的に砂質ロームが

露出し撃住居跡や土坑が確認された。第二次調査面の調査終了後配石を取り除き撃　その下の黒色

士層をさらに蟻～錮cm掘り下げたところ苧　中央部の第25号住居跡内と撃　そこから摘m南東方向に

配石群を確認した。それらの配石群を第三次調査画の配石群として調査を実施した。この面の配

石群は撃　個別の配石としてまとまっておりとらえやすい配石であった。

当遺跡の個別の配石は撃　単独の配石と撃　配石の下に土坑を伴っているものとが存在するが9　第

一次調査面の個別の配石については普配石の下の異色土層が厚いため撃　配石に伴う土坑の存在を

確認することは困難であった。第二患三次調査画の配石に伴う土坑の存在の確認は撃比較的容易

であった。

出土遺物については　個別の配石に伴う遺物であるか否かの判断はタ　非常に困難であるが撃　配

石の間から出土した遺物については撃　個別の配石の遺物として調査を進めた。

今回の調査では撃　配石としてつ上つのまとまりをとらえることのできる遺構を9個別の配石とし

てとらえたが撃　これらの個別の配石は撃　今後も類例を参考にして配石として適当なものかどうか
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検討して行きたい。

1第一次調査面の配石群（第260図）

第一次調査面には，西側にA・B配石群，中央部にC・D・E配石群，東側にF・G配石群，

合わせて7か所の配石群が検出された。A・B配石群は，平面的には，南北36m，東西20mほど

の範囲に広がっているが，南北の中間付近で北側にゆるく傾斜をしているので，A・B配石群に

分けて調査をした。A・B配石群からは，主に縄文時代後期の土器片が出土している。C・D．

E配石群は，中央部の平坦部に検出され，南北40m，東西20mほどの範囲に広がっている。その

北側部からは縄文時代後期の土器片が出土しており，その範囲をC配石群とした。それより南側

の配石群からは縄文時代晩期の土器片が出土しており，その中で，第25号住居跡の上層部をD配

石群・それ以外の区域をE配石群とした。E配石群の南側には，8mほど離れて2基の個別の配

石が存在するが，この2基については，E配石群の一部としてとらえることにした。F・G配石

群は，北東側の平坦部に検出され，南北24m，東西16mほどの範囲に広がっており，中央部の配

石のない区域から，北側をF配石群，南側をG配石群に区分して調査を進めた。

第一次調査面から検出した個別の配石は，A配石群11基，B配石群24基，C配石群13基，D配

石群16基，E配石群40基，F配石群7基，G配石群17基で合計128基である。

第1号配石（第7図）

本配石は，一次調査面のA5j8区に確認され，調

査区北東部にあるF配石群に属している。本配石

の北側には，第4・24号配石が隣接している。

平面形は，長径2．4m・短径2．0mの楕円形を呈

しており，大小28個の石で構築されている。長径

方向はN－66。－Wを指している。石は，長径32cm・

短径24cmほどの大きな石が9個と，卵大ほどの小

さい石19個が，ほぼ環状に配石されており，中央

部に配石のない空間部がみられる。北側部には，

上面が扁平で，ほぼ方形の石が2個配石されてい

、、〕
0
∠づ

◎　00 （逓の◇

Q∂。

－O。磁謡－
－46．2m

0　　　　　1m
！　－ニ　！

第7図　第1号配石実測図

る。石はほとんど河原石である。石は全体的にほぼ同一のレベルで平面的に配石されている。本

配石の検出されたF配石群は，配石の下に全体的に黒色土が40～50cm堆積しており，土坑は確認

されなかった。
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遺物は，配石全体に散乱した状態で，土器の□緑部3片，胴部38片，底部2片を出土した0

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構と思われる。

第9号配石（第8図）

本配石は，一次調査面のB5b。区に確認され，調査区東

部にあるG配石群に属している。本配石の南側には，第

11・15号配石が接している。

平面形は，長径1．7m・短径1．0mの楕円形を呈し，長

径方向はN－54。－Wを指している。卵大ほどの石が13個，

比較的大きな石が11個配石されている。配石の状態は，

長径50cm・短径34cmの楕円形状の扁平な石を北側に配し，

その南側に小さい石を，ほぼ同一レベルで不規則に配石

している。さらに，南側に30cmほど離れて7個の石を配

石しているが，一部重なりあっている。石は全て河原石
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第8園　第9号配石実測図

である。本配石の下には，第9号土坑が検出された。第9号土坑は，長径2・02m・短径1・76mの

袋状土坑で，深さは84cmほどである。土坑の底部からは，よく磨かれた人頭大の石が1個出土し

ている。配石の下に土坑が掘られているものは，墓域といわれ，また，底部の石は鎮魂の意味を

もつといわれていることから，墓域と考えられる。従って，本跡は，墓域を伴う配石遺構と考え

られる。

遺物は，配石の北側部に重なり合うようにして土器の口緑部4片，胴部64片，底部3片を出土

した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構と思われる。

第17号配石（第9図）

本配石は，一次調査面のB5C9区に確認され，調査区東

部にあるG配石群に属している。本配石の南側には，第

23号配石，北側に第16号配石，東側に第18号配石が接し

ている。

平面形は，長径1．5m・短径0．8mの長方形を呈し，長

径方向はN－21。－Eを指している。配石の状態は，卵大

の小さな石が，南北に2列に並んで7個ずつ配石してあ
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第9図　第17号配石実測図

り，長径35cm・短形20cmほどの石1個は列の西側に，あと1個は・東側の列の小さい石の上に重
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なって配石されている。石は全て河原石でi2列の配石はほぼ同一レベル上である。本配石の下

部には，土坑は確認できなかったが，第3号住居跡が検出されていることから，本配石は，第3

号住居跡が廃絶された後に構築されたものである。

遺物は，土器の口緑部1片，胴部23片，底部1片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第21号配石（第10図）

本配石は，一次調査面のB5e8区に確認され，調査区東

部にあるG配石群に属している。本配石の東側には第20

号配石，北側には第22号配石が接している。

平面形は，長径1．5m・短径1．0mの楕円形を呈し，長

径方向はN－320－Wを指している。卵大からこぶし大の

石が12個，環状に配石されている。環状の内側は，配石

がなく空間部となっている。石は全て河原石で，全体的

に同一レベル上に平面的に配石されている。本配石の下

には，第21号土坑が検出された。第21号土坑は，長径
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1．56m・短形1・33mの袋状土坑で，深さは92cmほどである。　第10図　第21号配石実測図

調査中に底面から水が湧き出し，底面の観察がよくできなかったが，底部より人頭大の河原石が

2個出土した。第21号土坑は，本配石に伴う墓場であると考えられる。

遺物は，配石全体に散乱した状態で土器の口緑部13片，胴部121片，底部7片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第25号配石（第11図）

本配石は，一次調査面のB4b。区に確認され，調査区西

部にあるB配石群に属している。本配石の西側には，約

1m離れて第130・131号配石が検出されている。

平面形は，長径1．9m・短径1．1mの不整楕円形を呈し，

長径方向はN－450－Wを指している。石棒状の立石を伴

う立石遺構である。立石は，径10C叫長さ30cmほどの細

長い石を北西側に立て，卵大から人頭大の河原石を楕円

形状に配石して構築している。立石は，火を受けてもろ

くなっており，火を使用した配石であることがわかる。
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第11園　第25号配石実測図



立石は，北西側にやや傾斜して立っているが，その東側には，径30cm近い円形状の石があり，立

石の下部が石の下に一部入っていることから，後で傾斜したものではなく，傾斜して立てたもの

と思われる。本配石の下には，土坑は確認できなかった。

遺物は，立石の東側に散在した状態で土器の口緑部4片，胴部48片，底部2片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第30号配石（第12図）

本配石は，一次調査面のB4f。区に確認され，調査区中

央部にあるE配石群に属している。本配石の南東側には，

第29号配石が隣接している。

平面形は，長径2．0m・短径1．5mの楕円形を呈し，長

径方向はN－640－Wを指している。北側に長径25cmほど

の長方形状をした大きな板状の石を配し，その南側に，

板状の石と同程度の大きさの石を三角形状に配し，その
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まわりに卵大の小石や磨石を配している。石は全て河原

石であるが，中には凹石を再利用して配石しているもの　第12図　第30号配石実測図

もある。南東側の大きい石は，崩れやすい石であり，火を受けた石が風化してもろくなったもの

と思われる。本配石に伴うと考えられる土坑は確認できなかった。

遺物は，配石全体に散在した状態で土器の口緑部9片，胴部38片，底部1片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代晩期の遺構であると思われる。

第35号配石（第13図）

本配石は，一次調査面のB4e，区に確認され，調

査区中央部にあるE配石群に属している。本配石

の南側には，第34号配石が隣接している。

平面形は，長径2．4m・短径1．2mの長楕円形を

呈し，長径方向はN－750－Wを指している。大小

80個ほどの河原石で構築されている。大きな石は，

長径25cm・短径15cmほどの石が4個あり，それぞ

れが40cmから1mほど離れて配石されている。そ

のうちの1個は，幅20cmほどの板状の石で，本配
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第13図　第35号配石実測図

石の北側に，平らな面を南側に向けて立ててある。残りの小石は，卵大からこぶし大の河原石で
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あり，大きな石のまわりに不規則に配石されている。本配石に伴うと考えられる土坑は確認でき

なかった。

遺物は，立石の真南1mに折れた石剣が1点と，土器の口緑部12片，胴部118片，底部2片が出

土した。

本配石は，石剣の出土を伴う立石遺構であり，当遺跡の配石遺構の中では特異な遺構と考えら

れる。また，出土遺物からみて，縄文時代晩期の遺構と思われる。

第44号配石（第14図）

本配石は，一次調査面のB4d。区に確認され，調査区中

央部にあるD配石群に属している。また，第25号住居跡

の覆土上に所在し，東側には第42号配石，南側には第39・

43号配石，北側に第46号配石が隣接している。

平面形は，長径1．2m・短径1．0mの不整円形を呈し，

大小30個の河原石を配石してある。東側に径20cmほどの

大きな石2個を約50cm離して配石し，その西側にこぶし
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大の石を配石してあるが，規則性はみられず，散在して　　第14図　第44号配石実測図

いる。本配石の石は約3分の1が，火を受けた後に風化してもろく崩れやすくなったものである。

従って、本配石は，何か目的をもって火を使用したものと考えられる。本配石に伴うと考えられ

る土坑は確認できなかった。

遺物は，配石全体に散在して土器の口緑部24片，胴部96片，底部4片と注口土器の注口部が1

点出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代晩期の遺構と思われる。

第50号酉己石（第15図）

本配石は，一次調査面のB4C9区に確認され，調査区中

央部にあるD配石群に属している。また，第25号住居跡

の覆土上に所在し，南側に第47号配石，西側に第49号配

石が隣接している。

平面形は，長径1．6m・短径1．2mの楕円形を呈し，長

径方向はN－33。－Wを指している。大小28個の河原石が

配石されている。中央部と西側部に径20～30cmの大きい

石を配石し，そのまわりにこぶし大の小石を配石してあ　　第15図　第50号配石実測図

－29－



る。特に規則性はみられない。本配石の石は，約3分の1が，火を受けた後に風化してもろく崩

れやすくなったものであり，第44号配石と同様に，何か目的をもって火を使用したものと考えら

れる。本配石に伴うと考えられる土坑は確認できなかった。

遺物は，南側部から粗製の石棒と，土器の口緑部22片，胴部99片，底部7片と注□土器が1点

出土した。また，配石の間から，シカ・イノシシの骨片が少量出土した。

本配石は，石棒や骨片等が出土しており，当遺跡の配石遺構の中では特異な遺構と考えられる。

また，出土遺物からみて，縄文時代晩期の遺構と思われる。

第57号配石（第16図）

本配石は，一次調査面のB4e。区に確認され，調査区中

央部にあるE配石群に属している。本配石の北側には第

58号配石が隣接している。

平面形は，長径1．5m・短径0．8mの楕円形を呈し，長

径方向はN－58。－Wを指している。大小24個の河原石が

配してある。楕円形の長径の両端に，径30cmほどの円形

状をした扁平な石を2個配石し，その間に卵大からこぶ

し大の石を22個配石してあるが，規則性はみられない。

東側の大きな石の下から，小石が2個出土しているが，
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第16図　第57号配石実測図

大きな石を支えるために置いたものか，

偶然に置かれたものかは不明である。本配石にともなうと考えられる土坑は確認できなかった。

遺物は，配石全体に散在して土器のロ緑部6片，胴部40片，底部3片と注口土器の注口部分1

点，石鉄1点が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代晩期の遺構と思われる。

第67号配石（第17図）

本配石は，一次調査面のB4C。区に確認され，調査区中央部に

あるC配石群に属している。本配石の南東側には第72号配石が

隣接している。

平面形は，径1mほどの円形を呈し，大小13個の河原石が配

してある。配石の中央部に径30cmほどの円形状をした大きな石

を立てるように配し，その南側にその石を支えるような状態で

配石してある。

本配石の下には，第75号土坑が検出されており，土坑の覆土
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第17図　第67号配石実測図



中に石が沈みこんだものとも考えられる。中心から西寄りには，上面に3か所のくぼみをもつ，

径20cmほどの円形状をした凹石を配しているが，凹石と配石遺構との関係は不明である。しかし，

当遺跡から多くの凹石が出土していることから考えると，凹石を二次利用したものと思われる。

小石は卵大からこぶし大の河原石であるが，規則性はみられない。第75号土坑は，長径1・35m・短

径1．25m，深さ50cmほどの円筒状に近い土坑であるが，本配石との関係は不明である。

遺物は，配石全体に散在して土器の口緑部20片，胴部194片，底部4片と石鉄1点が出土した。

また，配石の間から獣骨片が少量出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構と思われる。

第72号配石（第18図）

本配石は，一次調査面のB5C．区に確認され，調査区中

央部にあるC配石群に属している。本配石の西側には第

67号配石，東側には第68号配石が隣接している。

平面形は，長径1．2m・短径0．6mの楕円形を呈し，長

径方向はN－20。－Wを指している。大小13個の河原石が

配石してある。北側に配石している長径40cm・短径20cm

の大きな石は，平面的に傾斜して配し，その下に径20cm

ほどの円形状の石を配して上の石を支えている。その下

に土器片が入り込んでいる。本配石の下には，第113号土
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第18図　第72号配石実測図

坑が検出された。第113号土坑は，径1．45×1．35mの円筒状に近い土坑で，深さは50cmである。底

面からこぶし大の石が出土していることから墓域と考えられる。第113号土坑は，本配石に伴う土

坑であると考えられる。

遺物は，配石全体に重なりあうようにして土器の口緑部68片，胴部480片，底部9片と注口土器

の注口部分2点が出土した。また，シカ・イノシシの骨片が少量配石の間から出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構と思われる。

第73－B号配石（第19図）

本配石は，一次調査面のB5bl区に確認され，調査区中央部にあるC配石群に属している。本配

石の東側には第76号配石，北側には第75号配石，西側には第68号配石が隣接している。

平面形は，長径1．2m・短径0．7mの楕円形を呈し，長径方向はN－140－Eを指している。大小

15個の河原石が配してある。本配石の南側には，径50cmほどの，ほぼ円形状をした上面が扁平の

石を配してある。その石は，当調査区最大級の配石である。その北側には，小さな石が配してある
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が，規則性はみられない。大きな扁平の石を南側に配し，

北側に小石を配してあるのは，何か意味があると思われ

るが，それが何であるかは不明である。本配石に伴うと

思われる土坑は確認できなかった。

遺物は，配石全体に散在して土器の口緑部8片，胴部

28片，底部5片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構で

あると思われる。
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算用図　第73－B号配石実測図

第79号配石（第20図）

本配石は，一次調査面のB5b2区に確認され，調査区中央部に

あるC配石群に属している。本配石の西側には第76号配石，北

側には第81－A号配石が隣接している。

平面形は，長径0．7m・短径0．4mの楕円形を呈し，長径方向

はN－180－Wを指している。大小7個の河原石が配してある。

北側に3個，南側に4個が，それぞれまとまって配石してある。

4個のうちの1個は，上面に9個の凹を持つ径25cmほどの凹石

であり，そのまわりにこぶし大の小石を配してある。凹石は，
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第20図　第79号配石実測図

他の配石遺構と同様に，配石と直

接関係あるものとは考えられない。したがって，二次利用されたものと思われる。本配石に伴う

と思われる土坑は確認できなかった。

遺物は，配石全体に散在して土器のロ緑部1片，胴部21片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第81－A号配石（第21図）

本配石は，一次調査面のB5b2区に確認され，調査区中央部にあるC配石群に属している。本配

石の東側には第80号配石，西側には第75号配石が所在している。

平面形は，長径2．0m・短径1．9mのほぼ円形を呈し，大きい石が数個と小さい石が40個ほど配

石されている。大きい石は東側に60～80cmの間隔で本配石の東側半分を囲むように配石してあり，

中心部には5個の石を50cmほどの範囲に楕円形状に配石している。石囲い炉のようにも思えるが，

焼土粒子，炭化粒子は検出されないので，火を使用したとは考えられない。そのまわりに卵大か

らこぶし大の石が配石されているが，特に規則性はみられない。本配石に伴うと思われる土坑は

確認できなかった。
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遺物は，配石全体に重なり合うようにして土器

の口綾部73片，胴部301片，底部22片と注口土器の

注口部分1点が出土し，配石の間から骨角器（も

り先）の1部や，獣骨片も少量出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の

遺構であると思われる。

第87号配石（第22図）

本配石は，一次調査面のB5C2区に確認され，調

査区中央部にあるC配石群に属している。本配

合
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第21回　第8トA号配石実測図

石の南側には，第78号配石が所在している。また，本配

石の1mほど東側は，約1mの比高を持つ緩やかな傾

斜地となっている。

平面形は，長径1．34m・短径1．0mの不整楕円形を呈し，

長径方向はN－360－Eを指している。径25cmと径50cmの

大きな石が2個と，卵大からこぶし大の石が4個配石さ

れている。径50cmの大きい石を北側に配し，その南西側

－475m

・‥－〕
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第22図　第87号配石実測図

に小さい石を3個，30cmほどの間隔で並べて配してある。径25cmの石は，東側に配してあり，中

心部分には配石がなく，空間となっている。本配石に伴うと思われる土坑は確認できなかった。

遺物は，配石の内側に散在して，土器のロ緑部4片，胴部90片，底部1片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構で

あると思われる。

第131号配石（第23図）

本配石は，一次調査面のB4b2区に確認され，調査区の

西端にあるB配石群に属している。

平面形は，長径2．9m・短径1．5mの長楕円形を呈し，

長径方向はN－830－Eを指している。大小47個の石が配

されている。配石の状態は，約1mほどの間隔で，東西

に2列の帯状を呈している。それぞれは，とくに規則的

に配石されているようすはない。全て河原石であるが，

∫：・勤
♂
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壬l÷さ・

機
C，
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第23図　第131号配石実測図

4個の凹石を利用しており，凹石はそれぞれ1mほどの間隔で菱形状に配されている。配石の下
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は黒色土が堆積しており，第22号住居跡の覆土となっている。従って，住居跡の廃絶後，覆土上

に配石されたものである。本配石に伴うと考えられる土坑は確認できなかった。

遺物は配石全体に散在して土器のロ緑部26片，胴部112片，底部8片と注口土器の注口部分1点

が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第139号配石（第24図）

本配石は，一次調査面のB4b6区に確認され，調査区西

側にあるB配石群に属している。本配石の西側2mには

第138号配石が所在している。

平面形は，長径2．4m・短径1．3mの楕円形を呈し，長

径方向はN－670－Wを指している。大きい石3個，小さ

い石5個が配されている。3個の大きい石は北側に配さ

れ，中央に円形状をした径45cmほどの最大の石を配し，

さらに，東と西の端に径20cmほどの円形状の石を配して

いる。小さい石は，中央の大きい石の南側に2個，そこ

、　　一、、

し＿＿＿＿」＿」n

第24図　第139号配石実測図
から0．5m南に2個ずつ配石されている。西側に1個だけ

離れて配石されているのは，本配石と関係ない石とも考えられる。東側の幅20cm，高さ30cmの石

は，立石配石で，平坦な面を南に向けて立ててある。本配石に伴うと考えられる土坑は確認でき

なかった。

遺物は，立石の西側部を中心に土器の口緑部3片，胴部17片，底部2片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第149号配石（第25図）

本配石は，一次調査面のA4h7区に確認され，調査区北西側に

あるA配石群に属している。本配石の西側2mには，第148号配

石が所在している。

平面形は，長径0．8m・短径0．4mの不整楕円形を呈し，長径

方向はN－50。－Wを指している。西側部分は石が欠けているが，

もともとは存在したものと思われる。本配石は，径20～25cmは

－一言二†・
－479m

0　　　　　　1m
」　＿＿＿コ　　！

どの楕円形状の石を，内側を高く，外側が低く，やや傾斜させ　第25図　第14時配石実測図

てあり，ていねいに配石したことがうかがえる。本配石の下には，第256号土坑が確認された。土
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坑の規模は，径約1．1m，深さ58cmで円筒状の土坑である。底部に石が出土しており，墓堰と考え

られ，本配石に伴う土坑と思われる。

遺物は，配石全体に散在して土器の口緑部8片，胴部101片，底部1片を出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第152号配石（第26図）

本配石は，一次調査面のA4a7区に確認され，調査区北西側に

あるA配石群に属している。本配石は，A配石群の南端に位置

し，第144号配石の南西側3mほどに所在している。

平面形は，長径0．6m・短径0．5mのほぼ円形を呈している。

径30～40cmの楕円形状をした大きい石3個と，こぶし大の小さ

い石3個で構築されている。北側に配石された大きい石は，平

坦な面を東の方向に向けて立ててあり，その前に5個の石を配

した小さなまとまりのある立石遺構である。本配石の下に黒色
0　　　　　1m
L＿＿＿＿＿＿＿⊥＿＿＿＿＿＿」

土の落ち込みがあり，第222号土坑が確認された。土坑の規模は　第26図　第152号配石実測図

長径1．70m・短径1．50m，深さ90cmで，袋状土坑である。底部からこぶし大の石10個が出土してお

り，墓壕と考えられる。従って，本配石に伴う土坑と思われる。

遺物は，配石の南側を中心に土器の口縁部13片，胴部35片，底部2片と注口土器の注口部分1

点が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。
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温
禁 色勘長径方向 平面形彊 ×短芸 配石数形態配緒 出土遺物　 備 考

図版
番号

勲聖」」塗重臣垂荘重麺正道垂軍司後期後薬巨漣攣車瀾瀾極料形圧瞞×ゆ錮日中集石　鎚圧縮料議遠義後期後業巨7
漣曳聖曇車重藍杢杢王重逐鼓弓車重「「 巨7
汀攣幸一墟e瀾不整楕円形　さ勤×ゆ錮恒中集石野圧縮霊点　i 巨7
止轡棒警吏撃空也聖聖正喜至重三重車重「「 巨7

」Ⅱ聖恒か…W方　形圧減×e郡恒温　集石打嘉遠点　極期後薬巨7
」漣車一掛監長方形恒×6報い回転極暑垂「丁 巨7
中堅車重車重重臣尋亙巨ヨ憂邑壬車重＝「 巨7
疫虫垂車重慈重義互選重義毎年「怒欝 恒
摘B昆oi　 序料縞の綿や無い中東石恒 土断蒸　 i 巨7
温且的9i　 不整円形　の釧Xe鍋恒　 薬石転義義盛　 ！ 巨7
中海恒0酬車輌円形恒ゆ舶Xや粥日中薬石iGT遠茹点　 i 巨7

虫吏禦軽重荘重荘重転匡麺率「頂遠 巨7
再来紺一慈垂重臣車重巨ヨ蜃重道垂蒸「「 巨8
中飯恒欄不整楕円形巨も邦×e粥日中集石iG匡断鵬　 i 恒8
中飯9i　序整円形圧舶×ゆ諏巨項薬石鎧圧縮鵬　 i 恒8
捷或聖聖蛭＝頭重尋重臣ヨ車遠道車重「「 恒車C恒の可言う㌃形恒×の期日中薬石G 土器鋸頗　 i 巨8
車汝恒の瀾不整三角形蛙聖塗工王事重重臣車重「「 巨8
中晦匪酬再読形捷聖慈吏迩巨遊垂戸「 巨8
車e8恒欄楕円形圧劉Xの細い中環状iG圧縮融 isK…釣を伴う巨の
中凰恒醐車　 形極の×の誹巨3　集石iG圧縮錆点　　 晩期前葉 巨8
可眼中……車料扁形圧劉Xe錮恒　薬石G圧縮料－ 晩期前葉 巨8
車翫恒0…車重那形圧粥Xを舶恒中東石　野　土断鮮ノ蕪　　 晩期前葉 巨9
可麟車櫛W不整楕円形圧粥Xp摘巨5序石再圧縮鵬瀾点極期後葉 巨鼠
軒攣恒酬車読形恒や…ヰ軒㌃集石再圧縮鵬藩凱可 巨9
可鋤車一割の…車角形恒も粥×さ郁日中薬石恒巨断眠欄貞i 巨9
中鴫恒0…E楕円形圧縮Xも糾い中集石再圧縮鴫石器可 巨9
可塑匪錮再議形』聖重工亘事尋重臣車重「「 巨9
可鋤車甘藍楕円形巨鍼XO甜恒招集石iE巨器機欄は晩期前葉 巨2
車e8i　 棒　形巨や諏×・糾い中薬石再圧縮は挽石器可 巨9
中晦恒酬再読形圧甜×ゆ親日中東可屁匡器机鴫石器はi 巨9
塾頭二二捷＝華道尋杢巨ヨ車巨蓬車重「「 巨9
中egiN欄0＿攣＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　形L＿＿＿み鋼×め別　温　＿集石恒　土断眠石凱蕪 巨9
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2

配石

番号
位置 長径 方向 平面形

規　　　 模 i配石数

形態 配石群 出　 土　 遺　 物 備　　 考
図版

番 号長径 ×短 径柄

35 B 4 e9 N －75。－W 楕　 円　 形 2．40 ×1 ．20 73 立石 E 土器片132点，石器4点 13

3 6 B 4 e9 N －29 0－W 楕　 円　 形 1．20 ×1．00 14 集石 D 土器片69点 29

3 7 B 4 e8 N －0 0－ 楕　 円　 形 1．30 ×1．00 2 1 集石 D 土器片48点 29

38 B 4e 8 N l1 80－W 楕　 円　 形 1 ．70 ×1．10 2 4 環状 D 土器片46点 晩 期前葉 29

39 B 4d 8 N －130－E 楕　 円　 形 3．40×2 ．20 132 集石 D 土器片839点，石器8点 晩期前葉 30

40 B 4 d 8 円　　　 形 0．80 ×0 ．70 19 集石 D 土器片69点 ，石器5点 晩期前葉 29

41 B 4 d 9 N －71 0－W 婿　 が円　 形 1．90 ×1．20 54 集石 D 土器片184点，石器1点 晩期中葉 30

4 2 B 4 d 8 N －9 e－E 楕　 円　 形 2 ．20 ×1．40 75 集石 D 土器片261点，石器2点 晩期中葉 30

4 3 B 4d 8 N －850－W 三　 角　 形 0 ．74 ×0．50 7 集石 D 土器片101点，石器1点 晩期前葉 30

4 4 B 4d 8 不 整 円 形 1 ．20×1．00 3 0 集石 D 土器片125点，石器1点 14

45 B 4d 9 N －61。－E 楕　 円　 形 1．80 ×0 ．90 2 7 集石 D 土器片152点，石器2点 30

46 B 4C 8 不 整 円 形 1．30 ×1．20 44 集石 D 土器片237点，石器3点 晩期 中葉 30

47 B 4 C9 N －40 0－E 楕　 円　 形 3．60 ×2．20 15 4 集石 D 土器片913点，石器11点 晩期中葉 30

4 8 B 4d 9 N －530－W 楕　 円　 形 1．80 ×1．10 28 集石 D 土器片246点，石器1点 30

4 9 B 4C 8 N －870－W 楕　 円　 形 1 ．70 ×1．40 3 9 集 石 D 土器 片282点，石器5点 314 9 B 4C 8
1

N －870－W
i

楕　 円　 形
！

1 ．70 ×1．40
l

3 9
l

集 石
！

D
l

！土器 片282鳥 石器5点
！

1 3 1

50 B 4C 9 N －330－W 楕　 円　 形 1．60 ×1．20 2 8 集石 D 土器片129点，石器2点 晩期前葉 15

5 1 B 4C 9 N －35 0－W 楕　 円　 形 1．70 ×0 ．80 1 3 集石 E 土器 片118点 31

52 B 4 C9 N －39 8－E 三　 角　 形 1．40 ×0．80 8 集石 E 土器片94点，石器1点 31

5 3 B 4 C。 N －47 0－E 不 整 方 形 2 ．14 ×0．94 20 集石 E 土器片18点 31

5 4 B 4d o N －5 0－W 長　 方　 形 2 ．80 ×2 ．10 4 7 集石 E 土器片77点，石 器5点 31

55 B 4e。 N －700－W 不整楕 円形 1 ．40×0 ．86 13 集石 E 土器片54点，石器 2点 晩期 前葉 31

56 B 4e o N －220－E 楕　 円　 形 1．20 ×0 ．70 2 0 集石 E 土器 片82点 31

57 B 4e。 N －58 0－W 楕　 円　 形

l
1．50 ×0 ．80 24 集石 E 8 土器片50点 ，石器2点 16

58 B 4 e。 N －56 0－W 不整楕円形 1．74 ×1．34 29 集石 E 土器片156点，石器3点 晩期前葉 31

5 9 B 4d。 不 整 円 形 1．13 ×0．90 2 6 集石 E 土器片93点，石器2点 31

6 0 B 4d l N －370－W 不整楕 円形 2 ．50×2．00 10 7 集石 E 土器片309点，石器7点 晩 期中葉 31

6 1 B 5c l N －630－E 楕　 円　 形 2．60×1．60 4 7 集石 E 土 器片221点 32

62 B 5d l N －69 0－W 不整楕 円形 1．62 ×1 ．30 46 立石 E 土器 片94点，石器 1点 32

63 B 5 d I N －40 0－W 楕　 円　 形 1．30 ×0．90 30 集石 E 土器片90点，石器 1点 晩期前葉 32

6 4 B 5d l N 1 350－E 方　　　 形 0 ．70 ×0．60 9 集石 E 土器片25点 32

6 5 B 5d l N －260－E 不整楕 円形 1．20 ×1．00 2 5 集石 E 土器片121点，石器6点 晩期前葉 32

66 B 5c l N －46㌧W 不整楕 円形 3．20×2 ．20 133 集石 E 土器 片565点，石器4点 32

67 B 4C。 円　　　 形 1．00 ×0 ．90 13 立石 E 土器片218点，石器5点 S K －75 を伴 う 17

68 ′B 5 c l 円　　　 形 0．90 ×0．80 1 1 集石 E 土器片64点 32
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（3）

配 石

番 号
位 置 長 径 方 向 平 面 形

規　　　 模 i 配 石 数

形 態 配 石 群 出　 土　 遺　 物 備　　 考
図 版

番 号長 径 × 短 径 柚

6 9 B 4 b o N －4 8 ㌦ W 楕　 円　 形 1 ．0 0 × 0 ．3 0 3 集 石 E 土 器 片 5 7 点 3 2

7 0 B 4 b o N －2 4 ナー E 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 」 0 9 集 石 E 土 器 片 1 4 3 点 ，石 器 3 点 晩 期 前 葉 3 2

7 1 B 5 b l N －1 9 ㌦ E 不 整 楕 円 形 2 ．9 0 × 2 ．2 0 1 0 0 集 石 C 土 器 片 9 2 6 点 ，石 器 1 0 点 晩 期 中 葉 3 2

7 2 B 5 c I N －2 0 0－W 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．6 0 1 3 集 石 E 土 器 片 5 5 9 点 ，石 器 3 点 S H －1 1 3 を 伴 う
晩 期 前 葉 1 8

7 3 A B 5 b I N －8 2 01 E 楕　 円　 形 1 ．0 0 × 0 ．6 0 9 立 石 E 土 器 片 5 0 点 3 2

7 3 B B 5 b I N －1 4 ㌦ E 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．7 0 1 5 集 石 E 土 器 片 4 1 点 1 9

7 4 B 5 b l N －5 5 。－W 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．5 0 3 9 集 石 C 土 器 片 1 5 0 点 ，石 器 1 点 晩 期 中 葉 ‘ L 3 3

7 5 B 5 b l 不 整 円 形 2 ．8 0 × 2 ．7 0 8 3 集 石 C 土 器 片 5 8 3 点 ，石 器 5 点 晩 期 中 葉 3 3

7 6 B 5 b l N －4 5 0－ E 楕　 円　 形 2 ．1 0 × 0 ．9 0 3 2 集 石 C 土 器 片 2 1 0 点 ，石 器 3 点 晩 期 前 葉 ル 3 3

7 7 B 5 C 2 N －2 5 0－W 不 整 楕 円 形 2 ．4 0 × 1 ．7 0 3 4 集 石 E 土 器 片 2 1 2 点 晩 期 中 葉 3 3

7 8 B 5 C 2 N －4 2 ㌧ E 楕　 円　 形 2 ．2 0 × 1 ．6 0 5 9 集 石 E 土 器 片 2 4 0 点 晩 期 中 葉 3 3

7 9 B 5 b 2 N －1 8 3－W 楕　 円　 形 0 ．7 0 × 0 ．4 0 7 集 石 C 土 器 片 2 2 点 ，石 器 1 点 2 0

8 0 B 5 b 3 N －1 3 3－E 方　　　 形 1 ．6 0 × 1 ．6 0 3 3 集 石 C 土 器 片 2 8 7 点 ，石 器 8 点 3 3

8 1 A B 5 b 2 円　　　 形 2 ．0 0 × 1 ．9 0 4 5 集 石 C 土 器 片 3 9 7 点 ，石 器 9 点 2 1

8 1 B B 5 b 2 N －4 9 ㌧ E 楕　 円　 形 1 ．9 0 × 1 ．4 0
l

3 2 環 状 C 土 器 片 2 9 9 点 3 3

8 2 B 5 b 3 N －3 0 0－W 不 整 楕 円 形 1 ．5 0 × 1 ．1 0 2 7 集 石 C 土 器 片 9 0 点 ，石 器 5 点 3 3

8 3 B 5 a 2 N －7 7 。－E 三　 角　 形 1 ．6 0 × 1 ．4 0 2 1 集 石 C 土 器 片 4 0 点 ，石 器 2 点 3 3

8 4 B 5 a 3 N －3 9 0－E 不 整 楕 円 形 2 ．9 0 × 2 ．0 0 1 9 環 状 C 土 器 片 2 1 2 点 ，石 器 3 点 3 4

8 5 B 5 a 3 N －3 5 0 －E 不 整 楕 円 形 1 ．0 0 × 0 ．9 0 5 集 石 C 土 器 片 12 7 点 ，石 器 2 点 3 3

8 6 B 5 j 3 N －5 4 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．6 6 × 1 ．0 4 1 5 集 石 C 土 器 片 1 2 4 点 3 3

8 7 B 5 C 2 N －3 6 ㌧ E 不 整 楕 円 形 1 ．3 4 × 1 ．0 0 6 集 石 E 土 器 片 9 5 点 ，石 器 2 点 晩 期 前 葉 2 2

8 8
l

B 5 d 2 N －1 8 ㌧ E 不 整 楕 円 形 2 ．1 0 × 1 ．1 0 2 2 集 石 E 土 器 片 1 7 6 点 ，石 器 10 点
l

晩 期 前 葉 3 4

9 5 B 5 C 2 N －4 6 ニーW 不 整 楕 円 形 1 ．3 0 × 0 ．9 0 2 1 集 石 E 土 器 片 1 4 2 点 3 4

9 7 B 4 d 8 N －6 0 －W 不 整 楕 円 形 0 ．9 0 × 0 ．4 8 8 薬 石 D 土 器 片 1 6 7 点 ，石 器 1 点 晩 期 前 葉 3 4

1 2 0 B 5 e l 円　　　 形 0 ．6 0 × 0 ．6 0 6 組 石 E 土 器 片 8 点 S K －1 2 7 を 伴 う 3 4

1 2 1 B 4 h o N －1 0 0－E 楕　 円　 形 0 ．6 0 × 0 ．4 0 4 組 石 E 土 器 片 1 1 点
！

！

i

i

後 期 後 菓 i

3 3

1 2 6 B 4 e 5 N －2 2 0－W 楕　 円　 形 0 ．8 0 × 0 ．7 0 1 2 集 石 B 土 器 片 2 6 点 ，石 器 2 点 3 4

1 2 7 B 4 d S N －4 2 ㌦ W 三　 角　 形 2 ．1 0 × 1 ．3 0 1 0 集 石 B 土 器 片 1 3 点 ，石 器 1 点 3 5

1 2 8 B 5 d 4 N －7 0 0－ E 楕　 円　 形 0 ．7 0 × 0 ．3 0 2 立 石 B 土 器 片 3 6 点 ，石 器 2 点 3 4

1 2 9 B 4 C 3 N － 0 0－ 三　 角　 形 2 ．3 0 × 1 ．9 0 1 5 環 状 B 土 器 片 6 7 点 3 4

1 3 0 B 4 C 3 N －5 7 0－ E 楕　 円　 形 2 ．3 0 × 1 ．6 0 1 5 環 状 B 土 器 片 1 3 0 点 ，石 器 5 点
晩 期 前 葉　 l

l

後 期 後 葉　 i

l

3 4

1 3 1 B 4 b 2 N －8 3 ㌧ E 長　 方　 形 2 ．9 0 × 1 ．5 0 4 7 集 石 B 土 器 1 4 7 点 ，石 器 5 点 2 3

1 3 2 B 4 b 2 N －2 0 0－W 楕　 円　 形 1 ．7 0 × 1 ．1 0 2 1 集 石 B 土 器 片 1 6 4 点 ，石 器 1 点 3 5

1 3 3 B 4 b 3 N －1 2 0－E 楕　 円　 形 0 ．6 0 × 0 ．3 5 4 集 石 B 土 器 片 6 点 ， 石 器 1 点 3 4

…38…



（4）

禁 位置 長径方向　 平面形 彊 ×短 ノ‾‾‾‾‾‾‾‾‾志 数 回 珊 恒 遺 物 備　 考　 慧警

強 豪 辣 湖 溌 序 鯛 柵 序 腑 項　 6 　い痢 B 恒 彿 彿 彿 後期複葉　　　　　35
頑 地 車 潤 一可 三 角 形 圧 縮× ぁ開 恒　 薬石　 迅　土器射 紙 用 点 35
強 豪 中 湖 欄 序 鯛 柵 攣 空 中　 蟻 上船 恒 巨漸 融 路 彿 後期中葉　　　　　35
幣 恒 中 淵 瀾 極 円 形 攣 響 可 ” 「舶 恒 巨料 孟 高 志 監 禁賢 伴う　 35
強 豪 頼 棚 欄 極 円 形 攣 空 中 凱 上船 恒 上潮 磯 摘 振 後期複葉　　　　　35
頑 晦 恒 閥 庚 湘 形 聖 聖 上 中 華 恒 極 腑 桐 彿 恒 4
輔 抽 車 欄 一軒 聯 剛 聖 禦 十 彗 廃 車 小 壷 表 晩期前葉　 恒 6
叫 鋤 車 一郡 恒 … 憫 30鼠の× 潤 い 招 集石 恒　 土断 鵬 石鵬 後期後幸　 い 6
叫 唇 中 摘 欄 棒 円 形 聖 攣 十 隼 恒 車 中 彿 彿 36
輔 車 中 淵 瀾 極 円 形 聖 聖 半 可 攣 恒 極 醜 郎 彿 後期中葉　　　　　36
輔 車 頼 … 瀾 極 円 形 攣 畑 中　 鐙斗 舶 恒 斗 漸 漸 摘 餌 再 転
輔 や 項 淵 読 極 円 形 聖 攣 半 可 縮 恒 極 腑 料 彿 後錮 幸　 い 感
叫 麟 序 酢 中 潮 憫 攣 船 中 摘 「綿 棒 斗 漸 高 相 彿 後射 幸　 恒 6
叫 鍼 車 一酬 車 凋 欄 摘 鵬 可　 臓 「綿 棒 斗 漸 敬 服 餌 後錮 業　 再 転
強 豪 頼 潤 溌 極 円 形 聖 響 半 可 鮪 恒 極 し　 石舶 後期復業　　　　　36
1 4 9 I A 4 h 7 　N －5 0ナ～W 　 三　 角　 形 0 ．釦 X O ．粛　　　 5 　　 篤 石　 A 　 土 器 片 l I O点 S K j 5 6 を 伴 う　　　 2 5

恒 61 5 0 　 A 4 g 6 　　　　　　 円　　　 彬 0 ，9 0 X O ．9 0 　　 1 2 　　 薬 石　 A 　 土 器 片 4 8 0点 ，石 器 ヰ点

輔 鍼 車 潤 一中 潮 翻 璧 聖 可　 蟻 巨鯨 恒 斗 邪 魔 摘 餌 後期後柔　 い 7
蟻車 項　　 円　 形 攣 聖 項 守 斗 攣 恒 子 漸 融 路 錮 聖 輝 可 辱
頑 晦 1 ． 棒　 形 攣 欒 中 期 「締 恒 主潮 壷 議 彿 恒 6

き拍車 項　　 円　 形 繍 職 中　 温　桓 車 中 … 再 転
15 5 　8 4C 6 　N －6 3で一W 　 楕　 円　 形 上 8 0 × 1 ．10 　　 1 9 　　 集石　 B 　 土器 片132 点，石 器 4点 後 期 後 某　 日 7

強 豪 頼 淵 欄 棒 円 形 ぁ鋼 × 潤 い 項 薬 石　 B 　 土 鮒 鳩 欄 点 巨 7

可 晦 序 酢 頼 朝 憫 摘 舶 可　 摘 上船 恒 上 潮 馳 摘 彿 後 期 後 幸　 い 7

蟻 S A 触 i 　 円　 形 匝 聖 禦 項 ∵ ㌧ 漣 射 チ 幸 矧 繍 高 遠 可

序 腑 本 日　 主軸 ＿豊 ＿＿座 攣 生 」

後 期 後 某　 日 7

モア頼 蝕 5 i 　 序 整 円 形 覇 ．＿＿＿．．FF．．．▼＿＿▼P＿＿▼＿▼＿一

…39
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泰3　第響次調査薗出藍蓋器観察豪
餌

図版番 号 器　　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・焼成 ・色調 備　　 考

第38図

1

深鉢 形土器 B （18 ．2）

C （13 ．8）

底部か ら胴部 にかけての破 片で，胴部は外傾 して立 ち

上が り，上半分 を欠損 している。外面は無文で，へ ラ磨

きの痕がみ られ るが， 内面 は， ナデ整形で作 りが粗 く輪

砂粒 ・雲母・長石

普通

橙色

20％

SH －35

積 み痕 がみ られ る。底部 は無文 の平底 である。 P－118

2

壷形土器 A　 4 ．6 頸 部か ら口緑部 にか けて外反 して立 ち上 がっている。 砂粒 ・長石・石英 10％

B （4 ．2） 口緑 は，緩 やかな 4 つの波状 を呈 している。頸 部以下は 雲母 S H －46

欠損 しているが，小型壷 になる もの と思 われる。 無文で 良好

P －170

ナデ整形 が施 されてい るが，輪積 み痕が みられ，粗 い作 橙色

りで ある。

3

深鉢形土器 A （10．5） 胴下部 に稜 を有 し，その直上で大 き く括れ， 口緑部 は 砂粒・長石 ・石英 70％

B （8．1） やや外反 して立 ち上 が る。胴部の膨 らみの部分 に貼付 に 雲母 SH －47

P －140

C　 6．4 よる癖が18個巡 らされてい る。胴上半部 には縄文地文上 普通

に，ヘ ラ磨 きによる綾 杉状沈線文が左右交互 に施 され て 灰褐 色

い る。胴下半部 には，縦位 にハ ケ目が施 されて いる。底

部外面 は平底で木葉痕 がみ られ る。

4

鉢形土器 A （12 ．0） 胴 部 は底部か ら直線 的に外傾 して白綾部 に至 る。 口緑 砂粒 e長石 15％

B　 4 ．8 は平緑で， 口緑部 には 5 条 の沈線 を巡 らしてい る。胴部 普通 SH －48

P －224

C （6 ．6） は無 文であ る。底部外面 は平底 で網代痕 が認め られ る。

内面 には，ヘ ラ削 りの痕が認 め られる。

橙色

5

深鉢形土 器 A 17 ．1 胴部 は内攣 して立 ち上が り，頸 部で緩 く括 れ，口緑部 砂粒 30％

B （22 ．1） がや や外 反 してい る。 ロ緑 は小波状 を呈 し，口唇 部に押 普通 S H －42

P －106

圧 を加 えてい る。頸部 には 4 条，胴部 には 3 条の沈線が 褐灰色

途切れ途切 れに巡 ってい る。胴部下半部 にはパケ臼状 の

沈線が縦位 に施文 されてい る。胴部全体 にススが付 着 し

てい る。

注 口土器 B （7．8） 口緑部 と注 口部 を欠損 してい る。胴部 は丸味 を もって 砂粒・雲母 50％

′‘「，＋－」ら・r崇ざし　ナし堪 立 ち上が り頸部 で内攣 してい る。注 口は頸部 の下端 に斜 良好 S H －50

6

‡ l　′‘「，＋－」ら・r崇ざし　ナし堪 ー立 ち上が り頸部 で内攣 してい る。注 口は頸部 の下端 に斜 l 良好 ls H －50

P －189

め上向 きの状態 で貼付 されてい る。注 日下 には，小 さな

突起 を有 している。 注口部の両側 に三叉文 を描 いている

が，他は無文で横位 のナデ整形が施 されてい る。底部 は

やや丸底 を呈 している。

褐 灰色

7

浅鉢形 土器 A 17 ．0 胴 部か ら口緑部 にかけて内鸞 して立ち上が ってい る。 砂粒 ・雲母 70％

B　 6 ．0 口緑 部内面 には後か ら穿 った と思われる孔がみ られ る。 良好 SH －70

P －103

C　 8 ．0 胴部 外面は無文でへ ラナデ整形 が施 されてい る。底部 は

平底 である。

黒褐色

8

深鉢形土器 A （34．6） 日経部 は頸部か ら外反 して立 ち上 が り9　胴 部は大 きく 砂粒 ・雲母・長石 20％

B （27．4） 張 り，胴下 半部を欠損 している。 目線 は緩 やかな波状 を 石英 S H －66

P －136

呈 している。太 い沈線が 口緑近 くに 1 条 と，頸 部に 2 条 良好

巡っ てお り， その間は，無文帯 となる。縄文地文上 に，

蛇行沈線 と4 条 の沈線 を垂下 させ ている。

暗赤褐色

9

浅鉢形土器 A （32．3） 胴部 は外傾 して立 ち上が り， ロ綾部 で内鸞 している。 砂粒・石英 ・長石 70％

B （9 ．3） 口唇外面 には等 間隔に突起 を配 し， 口緑部文様帯が上下 雲母 S H －46

P －177

2 条ずつの沈線 で区画され，区画内 に曲線的入組文9　磨 普通

消縄文が施 されている。沈線 より下 には LR 縄 文が施文 さ

れてい る。

にぷい赤褐色

第39図

深鉢形 土器 A （18 ．3） 目線部は，約 2 cm幅 の貼 り付 けに よる平坦な複合 目線 砂粒 25％

B （28 ．5） である。隆帯 には，長 さ 2 cm， 幅 3 mmの沈線が，途切れ 良好 SH －72

P －97

10 途切 れに 2 条ずつ平行 に施 されている。胴部全面に は，

網 目状撚 糸文が施 され ている。 半精製 土器であ る。

にぷ い橙色

11

深鉢形土器 A （24．0） 口綾部 は開いて立 ち上が り，緩 やかな波状 を呈 してい 砂粒 40％

B （28．5） る。 目線部 内画は 1 条の沈線 を巡 らしている。 外面には 普通 SH －70

P－124

C　 8．2 4 条の沈線 を巡 らし，その直下 よ り胴部上半分 に R L 縄文

が施文 され， それ より下部 は無文 となっている。

にぷ い橙色

12

壷形土器 B （8 ．0） 胴部 は球状 に内攣 して立 ち上が っている。胴部 の最大 砂粒・長 石・石英 40％

C　 3 ．4

！

径の部分 に 2 条 の沈線 を巡 らして いる。 目線部文様帯 に 普通 S H －75

P －125

は，沈線 による曲線 的磨消縄文が施 されている。底部は，

無文で あげ底 を呈 している。

橙色

…5且一



（2）

図 版 番 号 器　　 種 法 壷 （c m ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎 土 ・焼 成 ・色 調 備　　 考

1 3

深 鉢 形 土 器 A （1 9 ．の 目 線 は 波 状 を 呈 し ， 口 唇 部 は ヘ ラ 磨 き が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・ 長 石 5 0 ％

B 1 9 ．0 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 目 線 部 で 内 傾 し て い る 。 胴 良 好 S H －7 5

P －8 8

C （6 ．の 部 上 半 部 に は 縄 文 地 文 上 に 沈 線 に よ る 長 楕 円 区 画 が 描 か 灰 褐 色

れ ， 区 画 外 に は 磨 り 消 し が 施 さ れ て い る 。 胴 下 半 部 は 無

文 帯 と な っ て い る 。 内 面 は ヘ ラ 磨 き 整 形 が 施 き れ て い る

が ， 一 部 に ス ス が 付 着 し て い る 。 底 部 は 平 底 で 網 代 痕 が

み ら れ る 。

1 ヰ

深 鉢 形 土 器 B （1 3 ．の 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， 上 半 分 を 欠 損 し て い る 。 砂 粒 ・雲 母 ・長 石 2 0 ％

C 　 8 ．0 胴 部 外 面 は ， ヘ ラ 削 り が 施 さ れ て い る 。 内 面 は ナ デ 整 形 普 通 S H －8 1

P － 1 0 5

が 施 さ れ て い る が ， 粗 い 作 り で あ る 。 底 部 は 無 文 の 平 底

で あ る 。

に ぷ い 黄 橙 色

1 5

壷 形 土 器 A 　 5 ．0 胴 部 は 球 状 に 膨 ら み ， 内 傾 し て 立 ち 上 が り ， 目 線 部 は 砂 粒 3 0 ％

B l O ．0 頸 部 か ら 外 反 し て ， 「 く 」 の 字 状 を 呈 し て い る 。 胴 部 上 半 普 通 S H －9 7

P － 1 2 9

分 に は ， 沈 線 に よ る 三 角 区 画 が ， 逆 位 と 正 位 に 交 互 に 施 に ぷ い 橙 色

さ れ て い る 。 頸 部 に は ， 輪 積 み 痕 を と ど め て い る 。 粗 雑

な 作 り で あ る 。

1 6

壷 形 土 器 A 　 9 ．2 胴 部 は 球 状 に 膨 ら み な が ら 立 ち 上 が り ， □ 緑 部 は ， 頸 砂 粒 ・雲 母 4 0 ％

B 　 8 ．5 部 か ら 外 反 し て 「 く 」 の 字 状 を 呈 し て い る 。 口 緑 は 小 波 普 通 S H －1 2 9

P － 1 3 0

C 　 4 ．0 状 を 呈 し ， 口 緑 部 は 縄 文 地 文 上 に 2 条 の 沈 線 を 平 行 に 巡 黒 褐 色

ら し て い る 。 胴 部 文 様 帯 は ， 縄 文 地 文 上 に 沈 線 に よ る 入

組 文 。 三 叉 文 が 施 さ れ て い る 。 底 部 は 脚 付 き 底 で あ る 。

第 4 0 図

1 7

深 鉢 形 土 器 A （2 1 ．3 ） 口 緑 部 は 波 状 を 呈 し ， 波 頂 部 に 2 条 の キ ザ ミ 目 を 入 れ 砂 粒 ・雲 母 1 0 ％

B （1 0 ．5 ） た 低 い 突 起 と ， 高 い 双 頭 突 起 が 交 互 に 配 さ れ て い る 。 低 普 通 S H － 1 4 1

P － 1 3 5

い 突 起 の 直 下 に は 玉 抱 き 三 叉 文 が 施 さ れ て い る 。 目 線 部

文 様 帯 は 縄 文 地 文 上 に 沈 線 に よ る 入 組 文 と 刺 突 文 を 施 し

て い る 。 内 面 は ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。

灰 褐 色

温8

ミ ニ チ ュ ア A （6 ．6 ） 胴 部 か ら 口 緑 部 に か け て 外 傾 し て 立 ち 上 が っ て い る 。 砂 粒 5 0 ％

土 器 B 　 5 ．8 目 線 部 に 刺 突 文 が 巡 っ て い る が ， 一 部 磨 滅 し て 見 え な い 良 好 S H － 1 4 1

P －9 9

C 　 4 ．0 部 分 が あ る 。 輪 積 み 痕 が み ら れ ， 粗 い 作 り で あ る 。 底 部 浅 黄 橙 色

は 無 文 の 平 底 で あ る 。

1 9

ミ ニ チ ュ ア B 　 （1 ，5 ） 無 文 の 台 付 土 器 の 台 部 片 で あ る 。 胴 部 と 台 部 の 接 合 面 砂 粒 5 0 ％

土 器 C 　 4 ．8 か ら そ っ く り は が れ て い る 。 粗 い 作 り の 土 器 で あ る 。 普 通

明 褐 色

S H － 1 4 1

P －1 9

2 0

深 鉢 形 土 器 A （2 6 ．6 ） 胴 部 は 外 傾 し て 立 ち 上 が り ， □ 緑 部 近 く で 外 反 し て い 砂 粒 ・雲 母 1 0 ％

B （1 9 ．0 ）

i

る 。 口 緑 は ， 大 小 の 双 頭 突 起 を 交 互 に 配 し た 波 状 を 呈 し 良 好 S H － 1 3 7

P －1 7 5

て い る 。 大 き い 双 頭 突 起 の 下 に は ， 三 角 形 状 に 磨 消 縄 文

が 施 さ れ ， そ の 中 に は 三 角 形 沈 刻 文 が 施 さ れ て い る 。 小

さ い 双 頭 突 起 の 下 に は 争 弧 状 の 磨 消 縄 文 が 施 さ れ て い る 。

胴 部 文 様 帯 に は ， 彫 刻 的 な 玉 抱 き 三 叉 文 と ， 変 形 楕 円 区

画 が 単 位 文 様 的 に 描 か れ て い る 。

に ぷ い 褐 色

2 1

浅 鉢 形 土 器 A （1 9 ．3 ） 胴 部 は 底 部 か ら 内 鸞 し な が ら 立 ち 上 が る 。 目 線 部 に 6 砂 粒 4 0 ％

B 　 9 ．6 条 の 沈 線 が 平 行 し て 巡 り ， 蛇 行 沈 線 で 区 切 ら れ て い る 。 良 好 S H － 1 4 3

P －1 0 9

C 　 7 ．2 他 は 無 文 帯 で あ る 。 内 面 は 丁 寧 に ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い

る 。 底 部 は あ げ 底 ぎ み で ， 網 代 痕 が み ら れ る 。

浅 黄 橙 色

2 2 ！

2 3

深 鉢 形 土 器 A （1 8 ．4 ） 無 文 の 底 部 片 で ， 胴 部 に か け て 大 き く 外 傾 し て い る 。 砂 粒 ・雲 母 2 0 ％

B （8 ．2 ） 底 面 は 中 央 部 が わ ず か に く ぼ ん で い る 。 外 面 は 粗 く へ ラ 良 好 S H － 1 4 5

P －1 2 1

9 0 ％

C 　 7 ．0 ナ デ 整 形 さ れ て い る 。 底 部 に は 網 代 痕 が み ら れ る 。 に ぷ い 黄 橙 色

注 口 土 器 A 　 6 ．7 口 緑 部 の 一 部 を 欠 損 し て い る 。 ロ 緑 部 は や や 内 攣 し て 砂 粒

B l O ．2 立 ち 上 が り ， 一 条 の 隆 帯 を 巡 ら し て い る 。 口 緑 に 4 単 位 良 好 S H － 4 6

P －2 5

C 　 3 ．1 の 突 起 を 配 し て い る 。 胴 部 上 半 部 に は ， 削 り 出 し に よ る 黒 褐 色

曲 線 的 モ チ ー フ が 描 か れ ， 下 半 部 は 無 文 で あ る 。 注 目 は

上 向 き に そ り を も っ て 付 け ら れ ， そ の 基 部 に は ， 沈 線 を

巡 ら せ て い る 。 底 部 は 高 台 状 を 呈 し ， 2 条 の 沈 線 が 巡 っ

て い る 。 全 体 に へ ラ 磨 き 整 形 が 施 さ れ て お り ， 丁 寧 な 作

り で あ る 。

ー52一



（3）

図版番号 器　　 種　 法壱 五m） 器　 彬　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様　　　　　 胎土 e焼成 。色調 備　　 考

第姐 図

24

注口土器　　 B （針が 胴 部は丸 く酢 うみ，楕 円軸 木を呈 してい る。胴部中位　 砂粒 e長石。雲母 40％
C　丸底 こは嗜 状突起 を付 している。胴部 ∴二は沈線 にキザ ミ目を　 良好 S H －15 1

入れ， 弧状 のモチー フを描 いている予 注目部融 同部の中　 にぷ い褐色

P －19 0

位 に， やや上 向 きここ付 され てお ら　 注 目部下端 に突起を

有 している。 底部は無文の丸底 である。

浅鉢形土器　 A 18．6 胴部 は底部 か ÷内増 しなが ら立 ち工が 畑　 目線 は，緩　 砂粒 15％

25
B　 6．9

C （12．0）

やか な波状 を呈 している誹鵬 に全 面に L R 縄文が施文 きれ　 良好

てい る。内 面は丁寧 なナデに よる整形が施 され ている。　 にぷい黄橙色

S H －14 7

P －127

深鉢形土器　 Å（28 ．の 胸 部か ら外傾 して立 ち上 が り，目線部 で内幾 している。 砂粒 e石英 10％

B （13 ．0） 目線 は 3 単位の波状 目線 で，波頂 部には把手 を貼付 して　 良好 S H －155

26 いる。 日縁部 には，沈線 による長楕円区画が描かれ，区　 にぷ い褐色

画内には縄文が施文 され ているが，器画が磨 滅 して文様

など見 えない部分が 多い。胴部下 平部は無文 である。 P －13 7

深鉢形土 器　 B （6．2） 無文 の底 部片で，胴部の下位 は底部 か ら外反 して立 ち　 砂粒e長石 さ0％

27
e　 9．5 土が っている。 器串は粗 工 へ ラナデ整形 が施 されてい　 良好 S H －147

P －123

る。底部 は平 底で網代痕がみ ろれ る。　　　　　　　　 にぷい黄色

深鉢形土器　 Å　23．1 胴部 は底部 か ら直立気味に立 ち土が ㌦　 中位か らほ大　 砂粒 。長石 。石英 30％

B （25 ．8） きく外傾 して立ち上 がる。口綾部でわずか に内密 してい　 雲母 SH －15 5

28
C （工 7） る。目線は波状 を呈 し，目線 部近　 言は，沈線に よる長　 普通

楕円区画が 3 段 に施 され，区画内には，縄文が施文 きれ　 褐色

ている。胴 部以下 は無 文帯 とな1 ている。 底部外面は平

坦 で，網代 痕がみ られ る予 P －13 2
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第38図　第一次調査面配石出土土器実測図（1）
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第39図　第一次調査面配石出土土器実測図（2）



第40回　第一次調査面配石出土土器実測図（3）
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第41図’第一次調査面配石出土土器実測図（4）
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を無文帯とし，無文帯下には，地文上に2条の沈線により帯状の区画を施し，区画内を磨り消し

ている。43は，胴部片で，櫛歯状工具により縦位の沈線を施し，その上に，へラ状工具による横

位の沈線を施している。44は，平緑の口緑部片で，目線直下を無文帯とし，口緑部に1条の沈線

を巡らしている。沈線下には縄文地文上に沈線による曲線的モチーフを描き，区画内に磨り消し

を施している。45は，胴部片で，縦位の撚糸文が施文されている。46は，口唇部に癌状突起を有

する波状口緑部片である。ロ緑部には，2条の太い沈線を施し，沈線間には癌状突起を貼付してい

．・⊥′　こ　、Vノニ′、ノー　、t～′　ノーイ　　・吉了、r′　ノ告　′、う了′、ら主零、′ノ早．二く∴∵

・一．′′、　∴′　‾、、　′∴′　∴′′∵′、∴　．’　ハ上メ　‾ノノー　ノこ．．、、：〕小，′∴転∵ノ　て一言／：＼・工

．′　・・、′1．．′、．　りご′ろこ言、、二　′く　　1－、ノ　ごく　　　′ブ∴ノ昌′∴、．一二了十年．く　一　　一リ卑　）．、叉一

が描かれている。50は，浅鉢形土器の口緑部片である。内面には，隆帯を巡らし，隆帯上には竹管

による刺突を施している。隆帯下には5条の沈線を巡らしている。外面は無文である。

第43図51～68は，第一次調査面の配石から出土した縄文土器片の拓影図である。51は，口唇部

に突起を有する口緑部片である。口緑には縄文を施し，その下には，横位と縦位の太い沈線を施

している。突起下部には，補修孔が穿たれている。52は，隆帯を巡らし，癌状突起を貼付してい

る胴部片である。隆帯直下には帯状縄文を施文している。53は，口唇部を欠損している口緑部片

である。口緑に2条の沈線を巡らし突起を貼付している。突起の下には，沈線により同心円文を

描いている。54は，胴部片で，沈線により，縄文地文上に楕円区画をし，さらに区画内に磨消帯

′　　、′‘「　′ノ　、；　ノ　二、　　　二、　′－′・　′　弓、　′∴　　　　　叉．こ′三　‾　　′、・／）′、、′二′六　ソ

条の沈線を巡らしたロ緑部片で9　沈線の上位e下位には，刺突によるキザミ目を巡らしている。

誠は　波状冒綾部片で　打線直下に縄文を施文し　打線部には幅の広い凹帯を巡らし　半裁竹管

による刺突を施している。57は，頸部から「く」の字状に外反して立ち上がる口緑部から胴部に

かけての破片である。頸部に1条の沈線を巡らし，沈線下には，縄文地文上に沈線による曲線的

ノ　　・　′　′、．　　　　′．′、ノ、′ノ　：、；　　‥′　．い、、二′、、ノノン∴霊こノを′蜃′丁・、つ′蜜．

ている。59は9　深鉢形土器の波状口緑部片である。波頂部には橋状把手を有する突起を貼付して

いる。口緑部文様帯には縄文が施文されている。60は，内面に隆帯による渦巻文を貼付した波状口

緑部片である。外面は無文である。61は，波状目線部片で，口緑には縄文を施文し，1条の沈線を

巡らしている。胴部には2条の平行沈線を3段に巡らし，沈線問には刺突による列点文を施して

′ノ　∴主　　㌃′て　′∴、・‥′．　∴′′　バー′チ、・　　′、ニー．‾く　′ノ．∴　ノ／、′′ノ昌子lムJノ主三㌢二、・よ′舘

文地文上に横位の沈線を施し，帯状縄文を施している。63は，深鉢形土器の口緑部片で，口緑に1

条の沈線を巡らし，沈線下は幅の広い無文帯としている。胴部文様帯には，縄文地文上に，沈線

により帯状の区画を施し，区画内を磨り消している。64は，平緑の口緑部片で，口唇部と内面にそ

れぞれ沈線を巡らしている。外面には，縄文地文上に，5～6条の沈線を斜位に施し，逆三角形を

58　…
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第42図　第一次調査面配石出土土器柘影図（1）
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の口緑部片で，ロ緑に幅広い隆帯を貼付し，指圧による押圧が加えられている。以下には，大粒

の縄文が施文されている。93は，浅鉢形土器の口緑部片で，内面には幅の広い沈線が施され，外

面には，横位の沈線が曲線的に描かれている。94は，数条の沈線を巡らし，、沈線間にキザミ目が

施されている頸部片である。

2　第二次調査面の配石群（第261図）

第二次調査面には，西側のA・B配石群の下層にH・I配石群が確認された。H配石群は，南

北20m，東西16mほどの範囲に広がり，I配石群は，南北15m，東西8mほどの範囲に広がってい

る。中央部のD配石群の下層にはJ配石群，E配石群の下層にはK配石群が確認された。J配石

群は，南北8m，東西8mほどの範囲に広がり，第25号住居跡内にすっぽり入った状態で検出され

た。K配石群は，南北18m，東西12mほどの範囲に広がっている。中央部北側と，東側の第二次調

査面には，配石は確認されなかった。

第二次調査面から検出した個別の配石は，H配石群11基，I配石群6基，J配石群10基，K配

石群15基で合計42基である。

第89号配石（第45図）

本配石は，二次調査面のB4eo区に確認され，調査区中央部に

あるK配石群に属している。本配石の東側2mほどに第90号配石

が所在している。一次調査面の配石とのレベル差は，15cmほど

である。

平面形は，長径1．06m・短径0．9mの楕円形を呈し，長径方向

はN－2。－Wを指している。大きな石3個と，小さな石24個が

配石されている。大きい石は南側に配され，そのうち1個は，

㍉了⑤
二十　一

ー475

一一1雲戸く礼す‾‾‾‾‾‘‾‾

0　　　　　　1m
L＿＿＿＿＿＿－＿」

傾斜した状態で大部分が土中に埋っており，あと1個は大きい　第45図　第8時配石実測図

石を支えるような状態で下に入っている。石の形からみて，立

石が自然に傾斜したものとは考えられず，もともとこの状態で配石されたものと思われる。小さい

石は，その北側に不規則に配されている。本配石に伴うと思われる土坑は確認できなかった。

遺物は，配石全体に散在して土器の口綾部13片，胴部208片，底部9片と石鉄2点が出土した。

本配石は，出土遺物から見て，縄文時代後期の遺構であると思われる。

ー63－



第96号配石（第46図）

本配石は，二次調査面のB4co区に確認され，調査区中央部に

あるK配石群に属しているが，配石群の中では，本配石だけが，

群から北側に5mほど離れた位置に所在している。

平面形は，長径0．54m・短径0．4mの楕円形を呈し，長径方向

はN－14。－Eを指している。径25cmほどの円形状や楕円形状を

した大きな石が二重に重ねてある。多くの配石は平面的に配石

一　線　－　②
0

－4乙5m

一一1ミ百一一

0　　　　　1m

】　　　　」

されているが，本配石は石を重ねてあり，他とは異なった配石　　第46図　第96号配石実測図

であるので，組石遺構として調査した。大きな石の南側に卵大

の石が1個離れているが，本配石とは関係のない石と考えられる。本配石に伴うと思われる土坑

は確認できなかった。

遺物は，重ねた配石の周囲に土器のロ緑部43片，胴部333片，底部8片と配石のまわりから獣骨

片少量が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第98号配石（第47図）

本配石は，二次調査面のB5

d2区に確認され，調査区中央

部にあるK配石群に属し，中

央部北側から東側の斜面にか

けて検出された。本配石の東

側は，傾斜地となっており，

そこに第100号配石から第104

号配石が列状に並んで配石さ

れている。

平面形は，幅0．5～0．6m・長

さ6mほどの帯状を呈し，半環

状に列をなして並んでいる。

半環状の帯は，A～Dの4か

所の小ブロックに分けること

ができる。Aブロックは，大

きい石2個，小さい石4個が

・血　　．由

D診

句

¢

C

0

∵辛

第47図　第98号配石実測図
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ほぼ円形状に配されているo Bブロックは，大きい石4個，小さい石13個が幅0．5m・長さ2mほ

どに不規則に配されているo Cブロックは，大きい石3個，小さい石3個が幅0．5m・長さ1．5mほ

どに配されているoCブロックの大きい石は，本配石の中では最大の石を使用している。Dブロッ

クは・大きい石1個・小さい石1個を寄せて配してある0西側半分にも環状に配石されていたも

のと考えられるが，この部分には，第7号住居跡が重複していることから，住居跡が構築される

際にこわされたものと考えられるoA～Dの小ブロックがそれぞれ個々の配石とも考えられるが，

半環状に検出されたので，半環状の配石として調査したものである。半環状の配石は，調査区で

は本配石だけである。本配石に伴うと考えられる土坑は確認できなかった。

遺物は，環状にまわる配石の両側部を中心に土器の口綾部22片，胴部59片，底部7片と石鋲3

点が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第100号配石（第48図）

本配石は，二次調査面に確認され，調査区中央部にあ

るK配石群に属している。本配石の北東側には第101号配

石が所在している。

平面形は，長軸1．90m・短軸1．0mの長方形を呈し，長

径方向はN－350－Eを指している。南北方向に二列に並

んで配石されている。東側の配列は，北側に径20cmほど

の石を3個置き，そこから約30cmずつ南側に1個ずつ3

か所に配石されている。西側の配列は，北側に径15cmほ

どの石を2個置き，そこから約80cmほど南側に1個ずつ

、‾　　∴’

－　◎　の◎　◎紆　一

－4701れ

一一皿＿且－＿過／喝感と＿

0

亡＝＝十二＝＝＝㌢

第48図　第100号配石実測図

2か所に配石されている0東側の配列と西側の配列の間には，配石は確認されなかった。本配石

に伴うと思われる土坑は確認できなかった。

遺物は，配石全体に散在して土器の口緑部1片，胴部21片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第105号配石（第49図）

本配石は，二次調査面のB5ち区に確認され，調査区中央部にあるK配石群に属している。本配

石の北側には，2m離れて第99号配石が所在している。

平面形は，長軸2・7m・短軸1・5mの長方形を呈し，長径方向はN－60。－Eを指している。東西

方向に長く，大小66個の石が配されている0本配石の北側には，径20～30cmの円形・楕円形をし
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た比較的大きい石を12個ほど東西に丁寧に一直

線に並べて配石している。東側は西側より低く，

高低差は約10cmほどある。南側には，比較的小さ

い石を20個，大きい石を数個列状に並べて配石し

ている。北側と南側の配石の間は1mほどあり，そ

こに大小20個ほどの石が不規則に配石されている。

北東側の径50cmほどの円形をした石は上部が平坦

であり，本配石の中では最大である。本配石に伴

うと思われる土坑は確認できなかった。

遺物は，北側と南側の列状の配石の中間地点を

中心に土器の口緑部16片，胴部109片，底部5片が

出土した。

⑤

0　　　　　　1m
し　　こ　　　上

第49図　第105号配石実測図

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構である。

第109号配石（第50図）

本配石は，二次調査面のB4d8区に確認され，調査区中

央部にある第25号住居跡の覆土中に検出され，J配石群

に属している。

平面形は，長径1．4m・短径1．3mのほぼ円形を呈してお

り，円形内に，こぶし大の河原石が主に配石されている。

配石状態には特に規則性はみられない。火を受けたうえ

に風化して，もろく崩れやすい石が多い。本配石は，第

25号住居跡の覆土上層に検出されたものであり，住居の

廃絶後，配石されたものと考えられる。従って，本配石

は第25号住居跡より新しいものと考えられる。本配石に

磯都
工、亀．・．、

－474m

＿錘、雪軋＿＿

0　　　　　　1m

し＿　ニ　　　r

第50図　第109号配石実測図

伴うと思われる土坑は確認できなかった。

遺物は，東側部分の配石の間からほぼ完形の打製石斧が出土した0また，土器の口緑部5片，

胴部18片，底部1片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第110号配石（第51図）

本配石は，二次調査面のB4d8区に確認され，調査区中央部にある第25号住居跡の覆土中に検出
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され，J配石群に属している。

平面形は，長径2．54m・短径1．70mの楕円形を呈し，

長径方向はN－77。－Eを指している。大小46個の

石が配石されている。本配石の東側には，ほぼ円

形をした径40cmほどの平坦な石が，土器の上部に

ふたをかぶせた状態で配石され，その下には深鉢

形の土器が増設されていた。土器は石の重みでロ

緑部がつぶれた状態であった。また，本配石の下

からは，埋設土器を伴って埋設土器の掘り込みが

検出されているが，覆土は，人為的に埋めもどさ

れた状態を示している。埋設土器は，配石を構築

・・一宮　・予

O

L一＿一㌢

第51図　第110号配石実測図

する際に埋設されたものと思われる。埋設土器の

掘り方の規模は，長径1．40m・短径1．15m，深さ40cmほどであり，埋設土器は，埋葬に関するもの

と考えられる。従って，本配石は埋葬施設を伴う配石遺構と考えられる。

遺物は，配石全体に重なりあうようにして，土器の口緑部19片，胴部129片，底部4片とシカ・

イノシシの骨片を少量出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第167号配石（第52図）

本配石は，二次調査面のB4

b5区に確認され，調査区西側

にあるI配石群に属し，南側

2mには第165号配石が所在し

ている。

平面形は，長径3．60m・短径

1．60mの不整楕円形を呈し，

長径方向はN－780－Wを指し

ている。大小21個の河原石が

配されている。中央から西寄

りに，長径30cm，厚さ10cmほ

どの平坦な長方形状の石が倒

0　　　　　1m
！＿＿＿　」　」

第52図　第167号配石実測図

れた状態を呈しているが，もともとは立ててあったものと思われる。また，東端には，径25cmは
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どの凹を持つ石が配石されている。大きな2つの石の中間2mほどには，こぶし大の石が配石され

ているが，とくに規則性は見られない。本配石は長径3．60mの広がりをもつ立石配石であると推定

され，本配石に伴うと思われる土坑は確認できなかった。

遺物は，配石全体に散在して土器の胴部6片，底部1片を出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第170号配石（第53図）

本配石は，二次調査面のA4i8区に確認され，調査区北

西側のH配石群に属している。本配石の南側には，2mほ

ど離れて第168・169号配石が所在している。

平面形は，東西方向に長さ約1m，幅20cmの帯状を呈し，

長径方向はN－82。－Wを指している。東端と西端に径20

qmの大きい石を配し，その石の間から長さ約30cmの石棒

一　触　等∋6　－⑤

－477m

0　　　　　1m
！　　ヱ‥＿＿＿」

の破片がほぼ水平に倒れた状態で出土した。配石の下に　第53図　第170号配石実測図

黒色土の落ち込みがあり，第270号土坑が検出された。土坑の規模は，長径1．55m・短径1．30m，

深さ70cmで円筒状の土坑である。底部から石が出土しており，墓場と考えられる。従って，本配

石に伴う土坑と思われる。

遺物は，石棒の他に，土器の口綾部2片，胴部55片，石錐1点が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第176号配石（第54図）

本配石は，二次調査面のA4e。区に確認され，調査区北西側の

H配石群に属している。本配石の北1mには第177号配石が所在

している。

平面形は，長径0．82m・短径0．70mの円形を呈し，卵大からこ

ぶし大の小石が35個配石されている。形の同じような小さい石

だけが，35個も配石され，その上，ほぼ円形にまとまって検出

されたのは，調査区の配石の中では，本配石だけである。本配

石の下には，黒色土の落ち込みがあり，第289号土坑が検出され

た。土坑の規模は長径2．15m・短径1．50m，深さ30cmで，鉢形状

の土坑である。底部からこぶし大の石が数個出土しており，墓

域と考えられる。従って，本配石に伴う土坑と思われる。

68－
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第54回　第176号配石実測図



遺物は　配石全体に散在して土器の打線部蟻片　胴部摘片　底部　片が出土した。

本配石は撃　出土遺物からみて撃縄文時代後期の遺構であると思われる。

鳶ノ。語∴拇二；月号亨一打ン二十一：ぎ二童　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1

配右

番号
位置 長径方向　 平　 面　 形

規　　　 模 恒 数 形態 配石群i 出 土 遺 物
備　　　　 考

図板

番号長径×短径（m ）

89 84e。
N 守 瀾 極 円 形

1．06×0．90
2日 締 K 匡 器片2鵬 石器3点

晩期中葉 45

90 B5el
N …370－E 序 方 形

2．24×1．60 滋　　 集石
K 圧 縮 6鵬 石器6点

55

91 B5dl
棒　 形

2．20×2．00
舶 ！集石 K 巨 縮 ま，鵬 欄 3点

晩期中葉 55

92 B5dl
… ト 極 円 形

0．50×0．30
7　 怪 石 K 匡 器片3点

55

93 B5d2
… 欄 恒 円 形

1．00×0．40 招　　 集石
K 序 し学閥 5点

55

94 B5d2
！円　 形

0．70×0．54
且1 軽 石 K 匡 断 8点

55

96 B4C。N －14㌦E　楕　 円　 形 0．54×0．40 7　　 組石 K　 土器片384点 後期後葉 ノ46

98 B5d2
N －削 招 諸 謎

6．40×0．70 霊　　 剰犬
泥 棒 断 鵬 藩 器3点

47

99 B5e2
… 用 事　 形

1．10×0．76 膵　　 集石
隼 極 鮒 摘

55

100 B5d3
iN 一酬 車 描 形

1．90×1．08 摘　　 環状
K 匡 器片22点

48

101 B5d3
iN 一針 可 楕 円 形

1．15×0．50
9　 序 石 K 序 し

55

102 B5d3
N 一酢 封 楕 円 形

1．80×1．00 蟻　　 薬石
K i土器獅 隠 石器摘

後期後葉 55102 B 5d3
1

N －750－E
l

楕　 円　 形
l

1．80 ×1．00
i

16
1

！薬石 K
i

土器片瑠鋸も石器摘 i 後期後葉 1 55

103 B 5C3 N －65e－W 楕　 円　 形 1．10 ×0．75 皇8 集石 K 土器片60点，石器1点 後期後棄 55

104 lB 5C3 N －680－E 楕　 円　 形 1 ．80 ×0．80 49 集石 K 土器片60点 55

105 B 5f2 N －600－E 不整楕円形 3 ．40×2 ．40 76 集石 K 土器片130点，石器6点 後期中葉 49

106 B 4C9 N －2 0－W 不整楕円形 2 ．54×1 ．50 29 集石 J 土器片231点，石器3点 晩期前葉 56

107 B 4d9 N －54㌧W 長　 方　 形 1．08 ×0 ．60 21 集石 J 土器片63点，石器2点 55

108 B 4d8 N －7701W 楕　 円　 形 2．74 ×1．80 50 集石 J 土器片146点，石器2点 後期後葉 56

109 B 4d8 N －0 0－ 不整楕円形 1．40 ×1．30 48 集石 J 土器片24点，石器1点 後期後葉 50

110 B 4d8 N －770－W 楕　 円　 形 2．54 ×1．70 46 集石 J 土器片152点 晩期前葉 51

1m B 4d7 N －O e－ 不整楕円形 2 ．40 ×2．10 50 薬石 J 土器片254点，石器5点 後期後葉 56

112 B 4d8 円　　　 形 0 ．60 ×0 ．50 14 集石 J 土器片28点　 ！
55

温13 B 4C8 N －57e－W 楕　 円　 形 1．20×0’．90 25
集可

J
土器片融　 ！

後期後葉 56

159 B 4C7 N －0 ぐ 不整楕円形 1．10 ×0 ．90 12
集嘉 J 土弊 紙 硝 叫

56

160 B 4dT N －740－E 楕　 円　 形 1．60 ×1 ．20 22 集石 J
土断 鵬　 i

56

162 B 4d5 N －420－E 三　 角　 形 0．90 ×0．50 7 集石 ‡
なしラ石器 2 点 ！

56

163 B 4d4 円　　　 形 0 ．30 ×0．30 且 立石 ‡
なし　　 ！

57

164 B 4dヰ N －820－E 方　　　 形 1．90 ×1．05 13 集石 ゴ‡ 土器片17点，石器2点 56

165 B 4C4 N －540－E 三　 角　 形 2 ．40 ×1．80 13 環状 ‡ 土器片35点，石器5点 57

166 B 4C4 N －80やーW 楕　 円　 形 1．35×0 ．60 8 集石 ‡ 土器片11点，石器1点 57
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（2）

配 石

番 号
位 置 長 径 方 向 平　 面　 形

様 径 ×短径 慧 ）序 石 数i 規
形 態 配石群 出　 土　 遺　 物 備　　　　 考

図版

番 号

16 7 B 4b S N －78 ナーW 不 整 楕 円形
3 ・60 ×1 ・60 日 1

立 石 王 土 器 片 7 点 ，石 器 1点 5 2

168 Å蝕 7 N －66 ㌦W 三　 角　 形
2 ・06 × 潤 い 9

集 石 H 土 器 片 325点 ，石 器 5点 S K －29 5 を伴 う 5 7

169 A 4j8 N －13 ㌦W 方　　　 形
摘 紬 可　 6 集 石 H 土 器 片 93 点 S K －2 6 9 を伴 う 5 7

17 0 A 4i8 N －82 0－W 長　 方　 形
0 ・92 ×… ‖　 4

集 石 H 土 器 片 57 点 ，石 器 3 点 S K －2 7 0 を伴 う 5 3

17 1 B 4 i9 円　　　 形
0 ・70 ×… ‖　 3

集 石 H 土 器 片8 点 ， 石 器 1 点 5 7

172 A 4 i8 N －70 0－W 楕　 円　 形
0 ・66 ×0 ・3日　 3

立 石 H 土 器 片 251点 ，石 器 2点 後 期 後 葉 5 7

173B A 4h 5 N －3 0－W 楕　 円　 形
は 0 ×0 070 日 4

集 石 H 土 器 片 126 点 後 期 後 葉 5 7

174 A 4 f7 N －68 0－W 不 整 楕 円形
1 ・50 ×… ‖　 8

集 石 H 土 器 片 73 点 ，石 器 1 点 57

175 Å4 f6 N －46 0－W 楕　 円　 形
1 872 ×閥 巨 2

集 石 H 土 器 片2 0 1点 57

176 A 4e 6 N －47 0－E 不 整 円 形
0 ・8 2 ×0 ・70 日 5

集 石 H 土 器 片 122点 ，石 器5 点 S K －2 89 を伴 う
後 期 後 葉 54

177 A 4e 7 N －51 0－E 楕　 円　 形
臓 腑 可　 4

集 石 H 土 器 片6 6 点 57

178 A 4 i9 N －65 0－W 楕　 円　 形
且の2 6 ×腑 ‖　 3

組 石 H な し 57

泰5　第三次調査薗出藍羞器観察泰

函 ‾‾嘉　 種 法 量 （cm月　　　 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・焼成 ・色調 備　 考

第58図　 香炉形土器

1

A　 3．4　　 胴部が大 き く膨 らみ 「く」の字形 を呈 して いる。胴下 砂粒 ・長石 e石英 90％

B （7．8） 部は無文帯で胴上部 には三 角形 の切 り込み孔 を 6 か所配 雲母 S H －108

P －82 6

C （4．7） してい る。孔の周囲 には， 沈線 を巡 らし，縄文 を施 して 良好

い る。胴上部 と下部 の境 には突帯 を巡 らし，大小 の突起 にぷい褐色

を配 して いる。口緑部には双頭突起 を 4 か所 配 している。

底部 は脚付 き底 と推定 され，胴 部 と底部の境 には隆帯 を

巡 らし，隆帯上 には縄文 を施 し，突起 を 4 か所配 してい

る。

浅鉢形土器

2

A （17．6）　 胴部は底部か ら直線的 に外反 して立ち上が り， 白線部 砂粒 ・長石・石英 20％

B　 5 ．8　 で垂直 ぎみ に立 ち上が る。 口唇 部に 1 条の沈線が巡 って 雲母 S H －89

P －134

C　 3 ．9 い る。胴部文様帯 には，磨 消縄文 に よる入組文 と三叉文 良好

が施 されてい る。底部外面 は帯状 の隆帯 を環状 に巡 らせ 灰褐色

てい る。内面 は丁寧 なナデ整形 である。

深鉢形土器 B （7．5）　 胴部は外傾 して立 ち上が り誹同上半部 を欠損 している。 砂粒 ・長石・雲母 40％

3 C　 3 ．9　 無文土器でヘ ラ削 りの痕が みられ，粗い作 りで ある。底 普通 S H －11 1

部は無文の平底で ある。 にぷ い橙色 P －10 8

第58図4～25は普第二次調査画の配石から出土した縄文土器片の拓影図である。射お　口唇部

に突起を有する日録部片である。ロ緑直下に縄文を施し撃以下には幅の広い凹帯に浮線工学文を

描いている。5はタ　ロ緑を欠損しているロ綾部片である。2条の沈線を巡らし撃沈線間に2条の

沈線により菱形文を施している。6はタ　ロ緑に隆帯を貼付した複合口綾部片である。隆帯には9

指圧による押圧が加えられている。7はタ　ロ緑に横位の沈線を施し9以下に櫛歯状施文具による

波状文を垂下させているロ綾部片である。8は9胴部片で9縦位の撚糸文を施している。9は撃

口唇に沈線を巡らしている日経部片で撃　目線直下を無文帯とし讐以下に太い沈線を横位に施して

－1－▼701一一l



SH　90

⑥
－　虎譜◎0　－

Cン

－4751れ

一一／田＼・一一一一一一一一∈ケtqL一一

SH　93

ハ　O

、フ〇

。09　㌔　　0β

e戸　　0。も　0　も

0
∂

－　475m

d＝＞

SH91

OQ

－　や0ダ　ー
0

－　4741¶

一一一一一琶y哺し＿＿＿＿＿

SH94

⑤

・．）・・も　ー・
・477m

＿通過」＿＿

SH　92

匂

く〇0

く笥　8

－　470m

一一一堰か訝電＞一一一一一

②　sH99

∴∴一二

一㌔朝
－4貫5m

②

‘・、誉一　、㌧

－　473m

SH104

第55図　第二次調査面配石実測図（り

SH107

ー71－

一一一項軋

SH103

－472m

＿」ミ葬亀－

SH112

2m

ヒ－⊥＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿　［



SH106

も′　　⑤

1：一・∴

昏　塵

∴、

キこて、、

SH108

二三

一4721m

＿＿弊L／♂＼＼＿　　一咄・7m

SH113

第56図　第二次調査面配石実測図（2）

叫

⑳

β　　◎

SH164

ー72一

0

0

0　　田

0　0

（＞屯　0
く：＞D

㊥

∴∴

－　472m

言‾二
、号デ

結∴

SHlll

－‾㍉㍉∴
－　4731れ



㊥
◎　　‾

4帥　－

＿＿＿」1－－1

SH163

言、1

－　48加

1！「、・

S“166◎黛⑳
0

◎

SH165

。♂　◎P⑲

二二・∴－
4aOm

＿．ノ二ゝ」二王二ゝ＼＿

SH174

一　芸二．：‾

－473m

l－⊥う三ト、＿

SH177

②

－　48．51¶

一一一巴崎一一一一一一一

SH171

ー　く早rr・＿

－　485m

¢迅一一一

SH172

二．ラ　ー

第57図　第二次調査面配石実測図（3）

－73－

2m

∂oq

蒜壷富’0這
¢　♂

－　478m

SH1738

L＿＿＿＿⊥　　　」



五畳璃隊鮨剋揖辟
範㌫：ご二㌣、志：：：二1，恥J

∴二・∴∴二二∴I．・ィ

SH96

∴．′∴工：∴一言‾

SHllO

SHlll

SH91

喝野癖牒鞋海面

感

雲霞遠惑訂

SH90

・こ－．JTこUエー一・・一lL－h

二∴、蒜二
、、－－・

∴

SH113　、．、

：．：
i、・亨転
SH172

招

ii．
柏

は
I

i
‡

喜

一

き

ざ

二二

第58図　第二次調査面配石出土土器実測図・拓影図

74－

▼‾こ雷苫慧：ご

SH173

SHllO

建斑法追込む

甥票3二持〕ご

SH176
諺
10cm

！　　　1＿＿　　　」



ノ　・　、－′　　　　　′、l　　・皇こ′t　ノ∴、‾、ろ′＼i′・ノミ－ノ言）ノ壕二一　二、かて．、、転∵．

一く　慨、・　ノ、　∴′∴‘′′　　　　‥　′・；′∴言く∴ノ；、、′′二、：　二　言巌・く　二、′　日の

沈線を巡らし　沈線間には　キザミ目を巡らしている。相は　胴部片で　キザミ目を有する隆帯

、、’　∵　　　′　り　′′’、　　∴　ニ′∴　＿′∴　㍉当∵、霊つ二村臣・ら∴、ノ言責‥二「、、

、′ユニ、‘∴　′　　′・・、ノ、結∴　‾　　′一　′∴　　ほ　二　∴ノミノくノーノ十、∴l′こっ

ノ　　′ノ・・∵㌧．′　′、、ノ　∴∴　ノ′ノ∴′∴ノ′＼一言、′子、告′、了ノ工∴／1　こ∴、．・庵雷

′へ、言∴＼ノ∴∴ノ　　′′∴－′　一・m主Jノ　　膏潤二手　ノチ・【二・、㌔　挺汗・しノを丁∵∴

、′　　　　　　‘Tl・′′　′　′′　′ノバ　′転千′　て、．1登ら　′・・’‾！‾，j∴∴、くっ早，＿チ骨／え＿てV、る′）

′　－‾＼　ノ‘く′　へ　′　　　‘㌦　′　′・′′ら＼′り工、、－・へ＼・言、′　′工；工．潤一甘∴揮・

状突起を貼付した打線部片である。横位の平行沈線によ勘区画を施し　無文帯とキザミ目を旛

・・C　▼一　′　　　　　　　　　‘′ノ、〃・・韻つ　一′～　ニー：′十ノ　ノー′　－′′∴′　持ざ∴′∴ご∴．上．く　ノ

′．、：　　′　、、’′　　′、　′ノ∴∴　′．）　∴．、′定言り∴ヲ、．′　こ、ふ∴又′一二ノ　．

ノ　ノ、ノ′二・・・・一′　、・′、ノrTノ′　　′′∴　言　ノ主　家二㌧r悠）′′ノ、男告メソ「、一．＿言し言′六、

、′　　　′′．′　　、′　一°∫よ，　㌧霊㍉．1∴了・・，／く　′：、一′工ノ．　乍右一・・一つ上、曇の

′く′　1′　ノ1′　、　ノ三㌦二言上∴声ノ′　ノ、′、トノC∴豆J′。‾二、′′∴言、∴

′　　　　　∴、′（、＼∴：　）そ　一二人∴　∴∴言、′ウ′鵠U、′　∴、、・て、′′㌦ノ・．、ノ　ラ∴≡こ・′一

・・；．′．、　′、　、．　、　悠′∵ハ一言一　　′二‘一ノノ∴く一J一．ノふ／′′′　′工、振、丁、′

－、　　′　′　　　　　　一′′　・・一′∴ノ′∵′’′′　一、　、　′・ノ　′′‥　辛′、＿言．惑、ノ、

一、　ノノ　′ノ、’　∴　　く・ク、・　、了、ノノ∴、、ノ、′　′、言、′l。ノ＼′、′ふ巧さニノ、点（言、′：在

ノ　　．辛　′　′：　．′、′こ．．

．〕　十′・＼′′1、′へノご∴　′′′ノ∴　ノ′：

‥　∵‾′　∫　　　　ノ了′′′　ノノ、′　二・、′－さの言－・′つ誉の、・・十　巨言If．言く：中こ十和＿J

菅層にM配石群を確認した。監配石群は　南北　m東西　mほどの範囲に広が勘上層の　配石

ノ∴ノ　′′　　∴・　　一　′′・ノ′ニノ‘ノ∴十′会　ノ′主′　′∵ノ．「六　一｛・－・らノらノ∴′‘
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第三次調査画から検出した個別の配石は学　監配石群　鼠M配石群　基で合計m基である。

第m7号配石（第59図）

本配石は三次調査画のB磯8区に確認され調査区中央部にある第翫号住居跡の中に検出され撃

L配石群に属している。
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平面形は長径1．9m・短径1．4mの不整楕円形を呈し，長

径方向はN－800－Eを指している。大小14個の石が配さ

れている。南側の配石は，大きい石の下に数個の小さい

石を置き，上の石を支えるような状態で配されている。

北側には，こぶし大の石が5個配されているが，特に規

則性はみられない。配石下には黒色土が数cm堆積してお

り，その下には第103号土坑が検出された。土坑の規模は，

長径1・Om・短径0．84m，深さ120cmの円筒状の土坑である。

本配石からは，焼けて崩れやすくなっている獣骨片が多

量に出土し，また，第103号土坑の覆土には骨粉が多量に

含まれている。配石下の黒色土と第103号土坑の覆土の状

態からみて，第103号土坑は，墓場と考えられ，本配石に

伴う土坑であると考えられる。本配石は，第25号住居跡

、　∵

－476m

」L歪ヨ」

0　　　　　1m
！＿＿＿＿＿　」　」

第59図　第117号配石実測図

の覆土下層に検出された配石であり，住居跡の廃絶後，

配石されたものと考えられる。従って，本配石は，住居跡よりも新しい遺構である。

遺物は，配石全体に散在して土器の口緑部12片，胴部39片，底部3片が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第123号配石（第60図）

本配石は，三次調査面のB5fl区に確認され，調査区中

央部にある第15号住居跡の南側3mほどに検出され，M配

石群に属している。

平面形は，長径2．1m・短径1．6mの楕円形を呈し，長径

方向はN－240－Wを指している。大10個，小42個の河原

石が配石されている。本配石は，楕円形に大きい石を配

石し，小さいこぶし大の石を，大きい石の周囲や内側に

配石しているが，特に規則性はみられない。中央から東

寄りの径30cmの大きな石は，凹石で凹部を上に向けて配

石されている。配石の下には，黒色土が20～30cm堆槙し，

下には第116－A号土坑が検出された。土坑の規模は，長

径3．6m・短径3．0m，深さ80cmで鉢形状の土坑である。底

ご馬。黛等
l二l・1－、・

し＿＿＿＿＿」＿＿　」

第60図　第123号配石実測図

部から人頭大の石が出土しており，墓場と考えられる。土坑の覆土には骨粉が多量に含まれてお

－76



り，また覆土が人為的に埋めもどされた状態を示していることから，第116－A号土坑は本配石に

伴う土坑であると考えられる。

遺物は，配石全体に重なり合うように土器の口緑部57片，胴部291片，底部15片と石鉄2点，骨

角器（つり針）1点が出土した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

第161号配石（第61図）

本配石は，三次調査面のB4C7区に確認され，調査区中

央部にある第25号住居跡の中に検出され，L配石群に属　　㊤0

している。

平面形は，長径1．9m・短径0．6mの長楕円形を呈し，長径

方向はN－32。－Eを指している。大小17個の石が配石さ

れている。南端に配石されている径25cmほどの石は，本

配石の中では最大の石であり，火を受けた上に風化して

もろくなった凹石である。配石の下には，黒色土の落ち

込みがあり，第165号土坑が確認された。土坑の規模は，

♂　　喝

○（〕

SK155

0　　　　　1m

！　　土＿＿＿」

第61園　第161号配石実測図

長径1．8m・短径1．0m，深さ30cmほどで鉢形状の土坑である。土坑の下には，第25号住居跡の柱穴

と思われる深さ1．5mほどの落ち込みがある。従って，第25号住居跡が廃絶後，柱穴の上部に第165

号土坑を構築し，その上に本配石遺構が造営されたものと考えられる。本配石の間や土坑の覆土

中から獣骨片や骨粉が検出されていることから，第165号土坑は，本配石に伴う土坑であり，墓場

であると考えられる。

遺物は，配石全体に散在して土器の口綾部21片，胴部96片とシカ・イノシシの骨片が少量出土

した。

本配石は，出土遺物からみて，縄文時代後期の遺構であると思われる。

表6　第三次調査面の配石一覧表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）

配石

番号
位置 長径 方向 平　 面　 形

規　　　 模
配石数 形態 配石群 出　 土　 遺　 物 備　　　　 考 図版

番号長径×短径（m ）

114 B 4C8 N －35。－W 不整楕円形 1．80 ×1．20 44 薬石 L 土器片210点，石器3点 後期後 薬 62

115 B 4C8 N －58。－E 楕　 円　 形 1．16 ×0 ．70 6 集石 L 土器 片26点 S K －92 を伴 う 62

116 B 4d 9 N －408－E 楕　 円　 形 1．94 ×1．26 20 集石 L 土器片39点，石器3点 62

117 B 4d8 N －80。－E 不整楕 円形 1．90×1．40 14 組 石 L 土器片54点 S K －103 を伴 う 59
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配石

番号
位置 長径方向 平　 面　 形

規　　　 模
配石数 形態 配石群 出　 土　 遺　 物 備　　　　 考

図版

番号長径×短径（m ）

118 B 4d 8 N －13。一E 長　 方　 形 2．00 ×0．90 26 集石 L 土器 片37点 後期後菓 62

1 19 B 4e 8 N －46。－E 三　 角　 形 1．44 ×0．70 8 集石 L 土器片 12点 S K －96 を伴 う 62

12 2 B 5d l N －73㌧E 楕　 円　 形 3 ．10 ×1．70 4 4 集石 M 土器片323点，石器1点 62

12 3 B 5 fl N －24 n－W 楕　 円　 形 2 ．10 ×1．60 5 2 集石 M 土器片363点，石器7点 S　K －116－A を
伴 う晩期中葉 60

124 B 5 fl N －67。－W 三　 角　 形 1 ．16×0 ．80 10 集石 M 土器片33点 62

125 B 5e l N －57 0－E 台　　　 形 1．60 ×1．60 5 2 集石 M 土器片395点，石器4点 S K －162を伴 う 62

1 6 1 B 4C 7 N －32。一E 楕　 円　 形 1．90 ×0 ．60 17 集石 L 土器片117点，石器4点 S K －162を伴 う
後 期後 葉

61
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第63図1～11は，第三次調査面の配石から出土した縄文土器片の拓影図である。1は，癌状突

起を有する波状口緑部片である。縄文地文上に横位・縦位の沈線により区画をし，区画内には磨

り消しを施している。2は，口緑に，幅の広い隆帯を貼付し，指圧による押圧を加えた複合口緑

部片である。3は，胴部片で，刺突文を中心にして沈線による同心円文を描いている。4は，口

唇に突起を有する小波状口綾部片である。口緑部には2条の沈線を巡らし沈線間に帯状に縄文を

施している。以下は無文帯である。5は，口緑を欠損しているロ緑部片である。半裁竹管による

刺突を施している。6は，無文の口緑部片である。7は，波状口綾部片で，2条の沈線により帯

状縄文を区画している。波頂部下の無文帯には，「8」字状文を描いている。8は，「く」の字状

に括れを呈する胴部片である。括れ部には棒状工具により刺突文を巡らして，胴部文様帯には沈

線により曲線的モチーフを描き，区画内には縄文を施文している。9は，口緑部片で，2条の沈

第63図　第三次調査面配石出土土器拓影図
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線を巡らし　沈線間に縄文を旛文し　以下を無文革としている○蟻は　打線に隆帯を貼付した複

合打線部片で打線には縄文を旛文している0胴部文様帯には撃　桑の沈線によ　曲線的モチー

フを描き区画内には縄文を施している0mは双頭突起を貼付した波状口線部片で　帯状の磨消

縄文を施している。波頂部から下へ癖を貼付している。

V－ノーー80－－－－
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約40cm張り出した部分があり，

ここに出入口部の施設があっ

たものと考えられる。

遺物は，住居跡の全域にわ

たり，覆土から縄文土器の口

緑部片151片・胴部片1，087

片・底部片63片，石器20点が

出土している。本跡の時期は，

出土遺物や住居跡の形態から

縄文時代晩期の住居跡と思わ

れる。

0　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　＿　；　　　i

第65図　第1号住居跡遺物出土状況図

出土土器

第66図1～6は，第1号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1～5はロ綾部片で，

1は，突起を有する小波状口緑を呈し，波頂部にはキザミ目を，波頂部下には三叉文を施し，以

下に1条の沈線を巡らしている。2は，三叉文が描かれている破片で，三叉文の下位に2条の沈

線が施されている。3は，3条の沈線を巡らし，沈線より下位には縄文を施文し，口緑内面には

2条の隆帯を貼付している04は，縄文地文上に横位に6条の平行沈線を巡らしている。5は，

5条の平行沈線を巡らしているが，磨滅が著しく，文様は不明瞭である。6は，胴部片で縄文地

文上に沈線による帯状縄文を区画し，区画外には磨り消しを施し，三叉文を描いている。

第66図　第1号住居跡出土土器拓影図
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第2号住居跡（第67図）

本跡は，調査区北東部のB5C8区を中心に確認された住居跡で，第3号住居跡の北西側1mに位

置している。本跡内の南側には，第18・19・20号土坑が重複し，さらに，本跡よりも新しい第44・

45号土坑によって，南東壁が切られている。

平面形は，長径5．45m・短径4．33mの楕円形を呈し，長径方向はN－49。－Eを指している。壁

は，ローム粒子を多量に含む暗褐色土で遺存状態が悪いが，北西壁は，比較的良好に残存しており，

第67図　第2号住居跡実測図
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壁高は10～21cmで，ほぼ垂直に近い状態で立ち上がっている。床面は，砂質ロームで軟弱である

が，全体的に平坦である。炉は中央からやや東寄りに位置し，平面形は一辺が70cmはどの方形を

呈する大型の炉で，床面を約30cm皿状に掘り込み，大小12個の石で構築した「石組炉」である。

炉石は小さいもので大人のこぶし大，大きいものは長さ約90cmのほぼ長方形の石を使用しており，

平らな部分を内側に向けて組み込んでいる。炉内には，砂・木炭粒を含むにぷい褐色土が堆積し

ている。炉床は硬く焼けており，また，組み込まれた石は，部分的に赤味をおびており，火を受

けたことが良く確認できる。ピットは13か所検出され，壁から20～50cmの内側に，いずれも50～100

cmの間隔をおいて配列されている。主柱穴は，配列や規模からみてP4・P6・P7・P。・Pl，・Pl，と

考えられる。規模は，長径32～44cm，深さ33～57cmでいずれもしっかりした柱穴である。残りの

7か所の柱穴は，規模からみて支柱穴と考えられる。覆土は，上層に砂や木炭粒を含む黒褐色土

が，下層には暗褐色土が自然堆積している。

遺物は，縄文土器のミニチュア土器（第68図1）や，口緑部片51片・胴部片206片・底部片15片

が出土している。土器片の大部分は住居跡の全域にわたって覆土から出土している。本跡の時期

は，出土遺物から縄文時代後期中葉ごろと考えられる。

出土土器

第2号住居跡出土土器観察表

図版番号 器　 種 法 量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・焼成 ・色調 備　 考

第68図 皿形土器 A （6 ．4） 無文の皿状 の土器 である。口緑部に， 1 条の細 い沈線 砂粒 ・雲母 ・長石 70％

P － 16 3

1
B　 2 ．2

C　 l．0

が巡 り， 2 か所穴 があるが，補修 孔 と思われ る。 普通

にぷ い黄橙色

第68図2～6は，第2号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。2～6はロ綾部片で，

2は，ロ縁内面に1条の沈線を巡らし，口緑部文様帯には横位の沈線的モチーフを描き，磨り消

しを施している。3は，口縁直下を無文帯とし，以下に縄文を施文している。4は，ロ緑内面に

1条の沈線を巡らし，外面には，数条の平行沈線を巡らし，沈線間には階段状に斜位のキザミ目

丁．：
0　　　　　　叫4－　　　　　10cm

l　　　　；　　　！

第68図　第2号住居跡出土土器実測図・拓影図
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を施している05は，口緑内面に1条の沈線を巡らし，外面には，縄文地文上に，数条の平行沈

線を施している。6は，縄文地文上に，1条の沈線を横位に巡らし，以下に平行沈線を垂下させ

ている。

第3号住居跡（第69図）

本跡は，調査区北東部のB5d9区を中心に確認された住居跡で，第2号住居跡の東側1mに位置

している。本跡内の西壁際に第13号土坑，中央の炉の下に第49号土坑，炉の北50cmに第17号土坑

28n

済＝＞’q盈芳年㌘＝〒±二二悪28n

第69図　第3号住居跡実測図
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第開園　第　号住居跡遺物出土状況図
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地土土器

解題聾健贋抄出豊羞器観察轟

図版番号　 郡 ‾‾‾i蒜 暑 形 の 特 徴 及 び 文 様　　 諒芸‾遠‾砂遠 隔 ．…‾‾′ふ‾‾‾‾ノ‾考

第71回　 浅鉢形土器　 Å 14J

B　　6．9
C　　6．0

鼠

胴部は底部から外傾して立ち上がり，目線部で大きく　砂粒。雲母　　 70％
内増している。胴部文様帯に4食，目線部文様帯に2 条　 良好　　　　　 胴部に一

の沈線を巡らし，沈線間には縄文が施文きれている。口　 にぶ 、橙色　　 部スス付
緑は平坦な単純口縁で†口唇部から逆S 字形の降帯を垂　　　　　　　 着
下させている。胴下半分の無文帯と内側は，丁寧なへラ
磨きが施されている。底部外面は，平底で網代痕がみら
れる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 P －112

深鉾形土器　 射 思　潮 胴部は底部から外傾して立ち上がっている。胃綾部に　砂粒る雲母磁 石 吊鳩％日華鉢野上某日 A （11・8日　 胴部は底部か∴舛修して立ち上がっている。目線部に i砂粒 雲母示長石 は0％

B ’「7　日圭 2条の沈線を巡 らして，沈線間は縄文が施文されてい　 良好

2　　　　　　　 C　 …　 る誹軋部は無文である。＝縁部に∴次的にあけたと思われ　 浅黄橙色

意経5 m ほどの穴が 2か所存在する。内面に十＼ラ削りの

痕が認め吊 tる。底部外面は平底で網代痕が認められる。　　　　　　　 P －144

深鉢形土器 l B （5・5）　 底部から外反して立ち上がっている。無文の粗製土器　 砂粒 e雲母　　 30％

3　　　 g　 の鵠 芸 濃 霊 長票 票 が、網代痕が認められる0 禁 色

P －154

深鉢形土器　 B （5湖　 胴部は底部から外傾して立ち上がっている。胴下部は　 砂粒 e石英　　 20％

逮　　　 C の鵠 霊 慧 漂 慧慧 ラナデが施されている0 底部外 温 色載 色

P －145

注 口 土 器　 B　甘 3）　 器形は，ソロバン玉状を呈 し，頭部に至る。目線部は　 砂粒 70％

P －28

C　 十2　 頭部から外傾して立ち上が1 ているものと思われる。胴　 良好

5　　　　　　　　　　　　 上部に注口の取付け部が存在する。無文土器であるが， 褐灰色

へラ磨 きが施 され，丁寧な作 りである。底部外面はわず

かにあげ底 となっている。

深鉢形土器　 A （20す5）　 胴部は底部から外傾して立ち上がっている。胴部文様　 砂粒 ・長石　　 30％

伝　　　 書拍霊 膿 霊 警 ぎ；警 されている0 底部外紬 無文のあげ 霊 褐色

P －143

′′′　ノ！　　－。　　　一‘　ノ、’′　ノ　、‥′　′～‾！　　′ノ′、影lこく∵ニ∴ノ．　　．、完　′′

は　沈線による渦巻文と　条の平行沈線を描齢でいる。　は撃　桑の平行沈線を巡らし　沈線
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第72図　第4号住居跡実測図
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物から縄文時代後期前葉ごろのものと考えられる。

出土土器

第74図1～5は，第4号住居跡から出土した縄

文土器片の拓影図である。1～3・5は口緑部片

で，1は，口唇部に沈線と刺突文を施している波

状口緑部片で，小突起を有している。突起部には，

内・外面に円形刺突文を施している。2は，口緑

直下にキザミ目を施し，縄文地文上に2条の蛇行

沈線を描いている。3は，隆帯を貼付し，圧痕文

を施している粗製土器の口緑部片である。5は，

ロ緑で内攣し，ロ緑直下を無文帯とし，以下に粒

の大きい縄文を施文している。4は，深鉢形土器

の胴部片で，胴部上位に1条の隆帯を貼付してロ

緑部と区分し，「C」字状の隆帯文を貼付している。
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第74図　第4号住居跡出土土器拓影図
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第5号住居跡（第76図）

本跡は，調査区中央部のA5j。区を中心に確認された住居跡で，第4号住居跡の北東2mに位置し

ている。本跡内の北側に第126号土坑，炉の南側に第130号土坑が重複し，さらに，本跡よりも新

しい第161号土坑が西壁を切って重複している。

平面形は，長径4．20m・短径3．75mの楕円形を呈し，長径方向は，N－630－Eを指している。

壁高は，西壁から南壁にかけて6～12cmほどであり，褐色土の砂質ロームでしっかりしている。

北壁から東壁にかけては，黒褐色土で軟らかく不明確である。床は，西壁近くに一部暗褐色土が

確認できたが，大部分は黒色土で軟弱であるため，石囲い炉を手ががりにして，床面の調査を進

めた。炉は，ほぼ中央に位置し，平面形は径約50cmの楕円形を呈している。炉は，床面を10cmほ

ど掘り込み，炉の周りに石を並べた「石組炉」である。炉石は，幅10cm，長さ25cmほどの長方形

状の石を6個使用しているが，北側の炉石が消失している。炉内には，炭化粒子・焼土粒子を多

量に含んだ褐色土が堆積しているが，焼土の堆積は見られない。ピットは6か所検出されたが，

配列からみていずれも主柱穴と考えられる。規模は長径20～26cmとやや細く，深さはPlが26・5cm，

P4が30．5cmでやや深く，他は，15．0～19．5cmと浅い。出入口の施設は検出されない。覆土は，上

面の配石遺構の調査の際に取り除かれ，ほとんど残っていなかったが，西側の残存部は，炭化粒

子を含む黒褐色土が自然堆積している。

遺物は，住居跡の南側を中心にして，縄文土器の口緑部7片・胴部104片・底部4片が出土し石

器は，2点出土している。床面からの出土が多く，土器の大部分は縄文時代後期に比定される。

本跡は，出土遺物から縄文時代後期前葉ごろのものと考えられる。

出土土器

第75図1～6は，第5号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1～3はロ緑部片で，

1は，波状を呈しており，口緑直下は無文帯としている。2・3は，口緑直下の無文帯と胴部の

文様帯を1条の隆帯を貼付して区分している。4～6は胴部片で，縄文地文上に沈線を垂下させ，

4は，沈線区画外を一部磨り消している。5・6は，沈線間に磨り消しを施している。

第75図　第5号住居跡出土土器拓影図
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第6号住居跡（第77図）

本跡は，調査区中央部のB5C2区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の北東側10mに位

置している。本跡の北側に第4号住居跡が重複しているが，本跡が第4号住居跡の床を切って構

築していることから，本跡の方が新しい。また，東側に重複している第7号住居跡は，本跡の床

を切って構築しており，本跡の方が古い。さらに，本跡内には，炉の西側に第70号土坑，北側に

第71・72・117号土坑，南側には第74・155号土坑が重複しているが新旧関係は明確ではない。

第77回　第6号住居跡実測図
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平面形は，長径5．41me短径4．50mの楕円形を呈し，長径方向はN－190－Wを指している。壁

は，西壁から南壁にかけて暗褐色土の砂質ロームで，硬くしっかりしており，壁高は5～10cmほ

どである。北側から東側にかけては，第4　e　7号住居跡と重複しており不明確である。床は，全

体的に軟弱な黒褐色土で不明確であるが，石組炉を手がかりにして床面の調査をした。炉の西側

には，1m2ほどの範囲で焼土が検出され，床の全面から炭化粒子が検出されているので，本跡は

焼失家屋であるとも考えられる。炉は，ほぼ中央に位置しており，平面形は1辺が約50cmの方形

を豊し　床面を錮cmほど据　込み　炉の周囲に平坦な石で構築した　石組炉」である。炉石は撃

長さ25～50cm，幅10～20cmの片面が平坦な石を4個，ほぼ正方形に組み込んでいる。炉内には，

焼土粒子を少量含む暗褐色土が堆積しているが，焼土の堆積も見られず，炉床も焼けていないこ

とから，短期間の使用であったものと思われる。ピットは9か所検出されたが，配列からみて，

．′主　　　二、読、＿∴十′一言　ノ／く一′′）売。）－二言六　言、∴ニー′、ノ　′．己㍉！、′′し、一．∴－、つ！＼一、ニ∴・∴。｝了．・－
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遺物は　本跡の西側㊧南東側◎北側に集中して　縄文土器の目線部鍼片魯胴部鵬片◎底部詣片
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が出土し，多くは床面直上から出土している。石器は7点出土し，南東側の床面からはミニチュ

アの石斧が1点出土している。本跡の時期は，明瞭ではないが，出土遺物から縄文時代後期前葉

ごろと考えられる。

出土土器

第79図1～8は，第6号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1～5は口緑部片で，

1は，内面に1条の沈線を巡らし，外面には刺突による2条の平行列点文を施している。2は，

口唇部にキザミ目を施し，外面は無文としている。3は，粗製土器の口緑部片で，粒の大きい縄

文を施文している。4は，口唇部に沈線を施し，縄文地文上に曲線的モチーフを描いている。5

は，櫛歯状施文具により流線文を施文している。6・7は胴部片で，沈線による格子目文を施文

し，6は，横位・縦位に隆帯を貼付し，縦位の隆帯には，列点刺突文を施文している。8は，浅

鉢形土器の口緑部片で，口唇部に突起を貼付し，突起部の内面に竹管による刺突を施している。

第79図　第6号住居跡出土土器拓影図

第7号住居跡（第80図）

本跡は，調査区中央部のB5b。区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の北東側14mに位

置している。本跡の西側には，第6号住居跡が重複しているが，本跡は，第6号住居跡の床を切っ

て構築していることから，第6号住居跡よりも新しい。また，北側に重複している第4・17号住

居跡は，第6号住居跡によって，西側の床面を切られていることから，本跡よりも古い。東側に

重複している第10号住居跡と第2号溝は，本跡の調査終了後，黒色土の調査中に本跡の下に確認

された遺構であることから，本跡よりも古いものと考えられる。従って，重複している住居跡の
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中では，本跡が一番新しいものと思われる。本跡内には，北側に第338号土坑，南西側に第73号土

坑が重複しているが新旧関係は不明である。

平面形は，長径4．90m・短径4．05mの楕円形を呈し，長径方向はN－380－Eを指していたもの

と思われる。壁は，東側と西側の壁が軟弱で不明確であるが，北側と南側の壁は比較的しっかり

しており，壁高は，6～10cmである。床面は，炉の北側が踏み固められて硬く締っているが，他

は軟らかい。炉は，中央からやや北寄りに位置しており，平面形は長径70cm・短径60cmの楕円形

を呈し，床面を20cmほど掘り込み，炉の周りに石を並べた「石囲い炉」である。炉石は，径10～15

cmほどの円形や楕円形状の河原石を15個楕円形状に配列している。炉石はいずれも，もろく崩れ

やすい状態で，火を受けた様子がよくうかがえる。炉内には，炭化粒子・焼土粒子を少量含む黒

褐色土が堆積しているが，壌土の堆積は見られず，炉床も焼けていないので，短期間の使用であっ

たものと思われる。ピットは8か所検出されたが，配列からみて，Pl・P2・P4・P6が主柱穴と考

えられる。主柱穴の規模は，長径16～28cm，深さ21～39cmで，いずれも規模の小さい柱穴である。

他のP。・P5・P7・P8は，規模や配列からみて本跡の支柱穴と思われる。出入ロの施設は検出され

ない。覆土は，全体的に焼土粒子・炭化粒子を含む黒褐色土で，自然堆積している。

遺物は，住居跡の東側・南西側に集中して，縄文土器の口緑部26片・胴部1，034片・底部25片が

出土し，多くは床面の直上から出土している。石器は，7点出土した。本跡の時期は，明瞭では

ないが，出土遺物から縄文時代後期後葉ごろと考えられる。

出土土器

第81図1～9は，第7号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1～4は口緑部片で，

1は，口唇部を欠損している口緑部片で，内面に4条の平行沈線を施し，外面は，口緑直下を無

1芋・‥「：・予t・・・・い・一丁
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第81図　第7号住居跡出土土器拓影図
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文帯とし　以下は　縄文地文上に平行沈線を施している。　～鋸も内面に　条の沈線を巡らし撃

2は撃　外面には9　2条の沈線により円形◎長楕円形を区画している。3は撃　外面には撃　幅広い無

文帯の下に3条の平行沈線を巡らし撃縄文を充壊している。射ま撃外面には縄文を施文している。

5は撃　胴部片で撃　縄文地文上に横位の沈線を施し9　沈線間を磨り消している。　は　口唇部に感

状突起を有する波状口綾部片でタ　楕円形の沈線文を施している。　は　頸部で括れ　目線部で外

反している目線部から胴部にかけての破片である。胴部上位に3条の沈線を巡らし撃　一番上の沈

線内には刺粟を巡らし撃　さらに管　豆粒大の感状突起を貼付している。　は　胴部片で　粘土を把

手状に2列に貼付し，キザミ目を施している。9は，胴部片で，2条の沈線により「L」字形の

区画を施し，区画内には縄文を充填している。

第8号住居跡（第82図）

本跡は撃　調査区中央部南側の迅4e8区を中心に確認された住居跡で曹　第且号住居跡の北東側2m

に位置している。本跡内には撃　中央部に第鮮号土坑　北側に第86号土坑が重複しているが　第鋪

号土坑は学　士坑の覆土中にPが検出されていることから　本跡より　古い土坑であると考えられ

る。さらに撃　東側に第鍼◎摘号土坑　西側に第桁号土坑　南側に第鵬◎粥砂嵐は号土坑が重複し

ているが撃　これらの土坑は撃　それぞれ本跡の壁を切って構築していることから撃　本跡の方が古い

ものと考えられる。

平面形は9　長軸4。4のm◎短軸3。72mの隅丸長方形を呈し学　童軸方向はN…880－Eを指している。

壁は撃　砂質ロームで硬くぎらぎらしておりタ　垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は鼠5～30

cmで撃　北壁から西壁にかけて高ら　東壁から両壁が比較的低い。床面は砂質ロームで撃　全体的に

硬く平坦である。炉は検出されない。ピットは2か所検出され9　㌘1◎㌘2とも主柱穴と考えられ

る。Piは第86号土坑の覆土中に掘り込まれている。主柱穴の規模は撃　長径20～22cm◎深さ52～57

cmでしっかりした柱穴である。主柱穴は他に2か所あったものと考えられるが9　重複している土

坑により削除されたものと思われる。出入日の施設は東壁の中央部にタ幅約2mにわたってタ東側

へ2紋mほど張り出し部があることから言の部分に設けられていたものと考えられる。覆土は9上

層に炭化粒子を含む黒褐色土9　下層に炭化粒子◎骨粉を含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は9本跡の北西側から中央部にかけて覆土の上層から集中して出土している。粗製土器（第

83図且）やタ　縄文土器の目線部鋼片◎胴部批姐片◎底部55片が出土し撃　石器は9　25点出土して

いる。本跡は撃　出土遺物から縄文時代晩期の住居跡と考えられる。
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出土土器

第8号住居跡出土土器観察表

図版番号 器　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・焼成 ・色調 備　 考

第83図 深鉢形土器 A （16．5） 胴部 は内攣 して立ち上が り， 口唇部 にはキザ ミ目を有 砂粒 ・長石 ・石英 60％

P － 49

1
B 15．7 する。粗製 の無文土器 であ るが，多数の輪積み痕 を残 し 不 良

C　 6 ，8 て いる。底部外 面は平底 で木葉痕 がみ られ る。 にぷい痘色 ・に

ぷ い黄 橙色

第83図2～10は，第8号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。2は，口唇部に双頭

状の突起を有する波状口緑部片で，突起下には玉抱き三叉文を施している。3は，壷の口緑部片

で，沈線による入組三叉文を描いている。4は，ロ綾部片で，縄文地文上に沈線により玉抱き三

叉文をを施している。5・6は，小波状口緑部片で，5は，口唇部に瘡状突起を有し，文様帯に

は横位の沈線文を施している。6は，口唇部に双頭突起を有し，頸部にキザミ目を施し，上・下

に沈線を巡らしている。7は，胴部片で，縄文地文上に沈線により玉抱き三叉文を施している。

磨滅が著しい。8は，胴下位部片で，曲線的モチーフを描いている。9・10は，撚糸による網目

状文が施されている胴部片である。

第83図　第8号住居跡出土土器実測図・拓影図

ー101－



ノ　、

′、・・　　　′　・、　　　　′　　　　　　一、、　　　　　　　　　二：ノ′．・・ノ　′ノ・∴く・∴上　’、′．

・　′二、′＼ノ）′∴　　　二．　　・．、、・一J‾　、・′ノ、　ノ、、．．一　㌧リ′．、∴　∴．t

′　ノ　　′く　　　、′　・′　、　　　　　　’、．＝′・・．、

′　　　　　　　ミ　　　　　　　　　　　　　　　・′′　　　′・ヽ　′　　　　　′　ノ　　　、　　、　′1

′　∴　　　　　　　′′　　　　　　　　　　　．　．　　　　　∴、、ノ

′、　′1一、　　　　・‾　一　　∴　　．’、　′　′′　′　　　　′　てノ　　・　り　　一　二　二　　二′　‾

、ノ　′、′　－′　　　　∴　く　ノ　′′　′　　′∴ノ、′’′　　　♪　　ノ　　　二一、、言　、′－こ！ノ十．巨了

′　　ノ　　　　　′　′　′　、　ノ・　　・′、　　′　′　　　　　　一　、＼　　　　　　　　ごりノ／′　ノ

、　ご　　：′　言　∴イ　′、ム・　　　′　　　　′　′言　′・一・ノ、・′　・、　′∴・′　′い1．・言

ノJ∫・′・・　　　′ノ　　　　　　　　　　　′－′　′　′　　　、　　　　　ノ、′′1ノノ・

′　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ．．　ノ　　∴　　′　’．　－′　、′　　　′ノ、・く　一　－　ノ㌦、′′

＼　　　　　′　　　．　　　　　‥　　P　　　．　　　　．‥　′　′ノー　　でっう　ノ

′　　′　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　′　　　　・　′　・、′／＼ご′　ノ

′　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ー　　　　　　　t　　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　二　・、

ノ．ノ　　　ノノ　∴、　。，　　　　　ノ‥　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　ノ、

′　′　、′ノ　　　予、′・ふ、ノー‾　　′．

t．′：　ノ∴　三一工プ　告　言′、　　　　　　．．ノ　′・′　ノ　　′．、′．　，∵

′　　　、‥　　′′　　　　　′　　　′・一・・　　　　　　　、　／　一　　　　　・　　　′　ム′　　′・

′．′′　′、′　　、　　　　ノ八、、1㍉言．′’　ノ∴‘′　∴　、　　　　了．．．ノ・∴′、ン言－・′義、、　′’ノ

考えられる。

出土土器

ノ、、ご　　　′　’′　′　　Y．．．・　′　告メ　　　　′　　ノ、、′ノ　′　　　・ハ、・一、′j　′

r、ミ′・′、′　′　′　、　ノノ′ノ　′＼！ニ　　　　　　′　　　　′＼　ノ　′1ノ　　ノー　、　謎

′　、′　　　　　　　　′　′’′　　　　′　　　　　　　　　　　；　　′′亨、・′　　∴′　　ノ．′ノ

ーノ、’・ノ　′　　　　　．′　J　′・′胤ノ′一′′′．　＿　′′．、．ノ　ー÷′：∫・ノ　、

1、／ノ′ノ′・・’　ノ　1、′　　れ言　　　　′こ′　∴‘　　　ノ　′ノ、‘て′．シ、二　　′′

ノ　′′ノ、　′′　　　′・　　：′′・、、　ユノー．ノ∴’．　′　　　ノ

102



・．二　七

．を．・．．・　J　■・

第84図　第9号住居跡実測図・遺物出土状況図

1103－

0　　　　　　　　　　　　　　2m

ト一一　一一十　　一i



霊二，

二二7．二

J－－一一一一一一高1ニーニー．・1ンしこiこ＿蒜ご工事卓

I6
第85図　第9号住居跡出土土器拓影図

第10号住居跡（第86図）

本跡は，調査区中央部のB5b。区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の北東側15mに位

置している。本跡は，西側に重複している第7号住居跡の床面下より確認された住居跡であり，

第7号住居跡よりも古いものと思われる。北東から南にかけて重複している第2号溝は，本跡の

床を切っていることから本跡よりも新しい。北側に重複している第17号住居跡は，本跡の調査終

了後の黒色土の調査中に，本跡の下層から検出された住居跡であり，本跡より古いものと考えら

れる。

平面形は，長径3．60m・短径3．17mの楕円形を呈する主体部と，その南東側に付帯する柄部から

なる「柄鏡形住居跡」で，主軸方向はN－35。－Wを指している。壁は，北壁が比較的しっかりし

ているが，南壁から東壁は傾斜地なので流出したものと思われ，不明確である。壁高は，残存し

ている北壁が12cmである。床面は，軟弱で凹凸がある。炉は中央に位置しており，平面形は一辺

が約70cmの正方形を呈し，床面を15cmほど掘り込んで，炉の周囲を石で構築した「石組炉」であ

る。炉石は，長さ30～40cm，幅12～20cmの長橋円形状の片面が平坦な石4個を，ほぼ正方形に組

み込んでいる。炉内には，炭化粒子を少量含む暗褐色土が堆積しているが，焼土の堆積は見られ

ず，炉床も焼けていないことから，炉の使用は短期間であったものと思われる。ピットは9か所

検出されたが，配列からみて，P．・P。・P6・P9が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は，長径12～18

cm，深さ18～33cmで，いずれも小さい柱穴である。出入口の施設は，南東壁が幅1mほど切られて

おり，径18cm，深さ26～29cmの柱穴P4・P5が検出されたことから，この部分に設けられていたも

のと考えられる。覆土は，焼土粒子・炭化粒子を少量含む黒褐色土が堆積しているが，自然に堆

積したものか，人為的なものか判別できない。

遺物は，住居跡の全域にわたって覆土から縄文土器の口緑部37片・胴部307片・底部7片が出土

し，石器は，3点出土している。本跡の時期は，明瞭ではないが，出土遺物から縄文時代後期中

－104－
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第86図　第10号住居跡実測図

葉ごろと考えられる。

出土土器

第87図1～7は，第10号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1～3は口綾部片で，

1は，口唇部にキザミ目を施し，小突起を貼付している。内・外面ともに平行沈線を巡らし，外

面には沈線間にキザミ目を施している。2は，口唇部に1条の沈線を巡らし，口緑部には，横位

屯

第87図　第川号住居跡出土土器拓影図
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ノ〉′∴ノ　　′′言ミルノ1′、了：一、　′、′言対∵十吉1十∴言、弓ノ、ニ・ノ．・′施せ人言＿二、当．頓エレ

で，内面には平行沈線を巡らし，外面は無文としている。6e　7は胴部片で，6は，縄文地文上

に平行沈線を垂下させている。7は，櫛歯状施文具により波状の条線文を施文している。

－J：一lき：4㌧：

本跡は，調査区中央部南側のB4h9区を中心に確認された住居跡で，第1号住居跡の南東側10m

に位置している。本跡の北西コーナー部に第302号土坑，南東コーナー部に第79号土坑が重複して

いるが，それぞれ本跡の壁を切って構築しているので，本跡は，いずれの土坑よりも古いもので

ある。

平面形は9　長軸2．87m⑳短軸2．07mの隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－780－Wを指している。

壁は砂質ロームで硬く，外傾して立ち上がっている。壁高は，10～26cmで北壁より南壁が高い。

床面は，砂質ロームで硬く踏み固められ，ゆるやかに起伏している。炉は検出されない。ピット

ー　　‘ノ′′　　　′′′　′：、、　　　　ノノ、ノ　心．言「∴．∴∴′　　′　二“．　．　ト言．ノ二ノー′圭が∴
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第銅図　第‖号住居跡実測図
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である。残りのP2・P3・P6～P。・Pllも本跡に関係する支柱穴として使用されたものと思われる。

出入口の施設は検出されない。覆土は上層に炭化粒子を少量含む黒色土，中層・下層には，炭化

粒子を少量と砂質ロームを多量に含んだ黒褐色土が自然堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたって散在して，覆土の上層から下層にかけて，縄文土器の口線部

24片・胴部106片・底部7片が出土している。土器片の多くは縄文時代晩期に比定される。石器は，

3点出土している。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代晩期と考えられる。

出土土器

第89図1～9は，第11号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1は，口唇部に1条

の沈線を巡らしている口緑部片で，口綾部に凹帯を施している。外面には朱が付着している。2

は，胴部から口緑部にかけての破片で，数条の平行沈線を巡らしている。3は，胴部片で，数条

の沈線を巡らし，沈線間に縄文を充填している。4～6は口綾部片で，4は，口唇部に斜位のキ

ザミ目を施し，縄文を施しているが磨滅が著しい。5は，結節縄文を施している薄手の破片であ

る。6は，複合口縁部片で，斜位に条線文が施されている。7～9は胴部片で，7は，薄手で，細

かい縄文を施している。8は，撚糸文を施している。9は，撚糸による網目状文が施されている。

虎忘怒泡．．、
頭取贈鴫聖廟叫榊嘘へ
恥事棚ル払巾齢緻一一一〆

謎h州圃聖㌻㌣

l t悪霊㌢
‖確≡慧㌢′

0 10cm

l“－・トー　－Ii

第89園　第11号住居跡出土土器拓影図

第12号住居跡（第90図）

本跡は，調査区中央部南側のB4g。区を中心に確認された住居跡で，第1号住居跡の東側10mに

位置している。本跡の南東部に重複している第14号住居跡は，本跡の床を切って構築しているの

で，本跡の方が古い住居跡である。

平面形は，長軸2・83m・短軸2．40mの隅丸長方形を呈し，長軸方向はN－110－Eを指している。

壁は砂質ロームで硬く，外傾して立ち上がり，壁高は18～22cmである。床面は砂質ロームで硬く

踏み固められ，全体的に平坦である。炉は検出されない。ピットは，壁の外周に5か所検出され

たが，配列からみると，Pl～P4の4か所が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は，長径23～24cm，

深さ30～40cmでいずれもしっかりした柱穴である。出入口の施設は検出されない。覆土は上層に

炭化粒子・骨粉を少量含む黒褐色土，下層に炭化粒子・骨粉・砂質ロームを含む黒褐色土が自然

一107－



堆積している。

遺物は　住居跡の北餞を中心に　覆土の上層から下層にかけて　縄文土器の日経部媚片砂　配置

凱片◎底部摘片が出土している。また　北側の床面から木の実の炭化物が出土している。石器は撃

6点出土した。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代晩期と考えられる。

0　　　　　　　　　　　　　　　　2m

』　　　姦
第9図　第柑e掴号住居跡実測図

出土土器

第狙図　～　は　第臓の摘号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。　～　は目線部

．．！′′吉　ノ、′、′　ィ　ご′　′一・　　、／ノ．、；ハ：Ul一：ノ′′l緑／弓i　′一、‥ノ言　う′二・：

廃部に　条の沈線を巡らし　打線部に　条の沈線を巡らして　沈線間には半載竹管による刺突文

を巡らしている。射お　突起を有する波状目線部片で　突起部外商には感状突起を貼付し　突起

下には　波状に沿って　条の沈線を施し　沈線間にはキザミ目文を施している。　は　胴部片で9

縄文地文上に沈線により曲線的モチーフを描いている。　～　は粗製土器の胴部片で撃　は　網

目撚糸文を施している。　は　櫛歯状工具による刺突文を施している。　は　縦位の撚糸文を施

文している。

1－VlO8　－－
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第的図　第12・14号住居跡出土土器拓影図

第13号住居跡（第92図）

本跡は，調査区中央部のB5a2区を中心に確認された住居跡で，第8号住居跡の北東側20mに位

置している。本跡は，南側に重複している後期前葉の第4号住居跡の壁を切って構築されており，

主に後期後半の土器片が出土していることから，第4号住居跡よりも新しい。

平面形は，長軸2・65m・短軸2・57mの隅丸方形を呈し，長軸方向はN－27eLEを指している。

壁は砂質ロームで硬く締っており，垂直に近い状態で立ち上がっている。壁高は，30～40cmで北

第92図　第13号住居跡実測図

一旦09－
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いる。

遺物は　住居跡の全域にわたって散在約に　覆土の上層から中層にかけて出土している。北側

′′言　′’ノ・ら玖ル＼膏．了　′こ1．二三j、′・く．　子、′　豆‾　一入　′．′′2．、言H：、，・′′∴　、．亡′∵　ノノ、∴
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齢が　出土遺物から縄文時代後期後薬ごろと考えられる。

出土土器

′∴　ノ　了∴－1ヱ圭一　∴　∵・∴三上・

図版 番号 器　 種 法量 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎引 綱 磯 可 備 考

第93図 深鉢形土器 B （23．0） 底部か ら外傾 して立 ち上 が り，胴中部か ら上 は内鸞 し 砂粒 ・長石e石英　 40％

鼠
て目線部 に至 る。胴部文様帯 には，斜行沈線 を交互 に施 普通

し，網 目状の文様 を構成 している。底 部外面は無文の平 にぷ い黄 橙 色・

底 である。 異褐色　　　　　 P －53

第鋸図　～　は　第臓号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。～　は日録部片で撃

は警　乗の隆帯を巡らし　以下に縄文を施して締る厚手の破片である。　は撃　条の沈線を巡

らし　以下に縄文を施している。　は　内面に撃　条の沈線を巡らし　外面には縄文を施してい

る。　は　波状日録部片で撃　条の沈線による区画内に　縦位の沈線によるギザ芝目を施してい

る。波頂部下には　刺賓を加えている。　～　は胴部片で撃　は　縄文地文上に　沈線による縦

位の平行曲線文を描き撃　条の沈線を斜位に施し曲線文を切って締る。　は　沈線による曲線的

モチーフを描き　沈線間には刺窯を施している。　は　厚手の破片で　全面に縄文を施文してい

る。

第14号住居跡（第90図）

本跡は　調査区中央部南側のB鋤区を中心に確認された住居跡で　第　号住居跡の東側は那花に

位置している。本跡は　北西部に重複している第は号住居跡の床面を切って構築して締ることか

ら第は号住居跡よ　新しい。また　第m号土坑は　寒路の床面下から検出されてお酌本捗より

古い土坑である。

辛乱歩は）長軸3品上く緑臣、：’・′：、ノ∴い．‥‖膏∴圭　一．中高一年言　つミ　ニ　′∴し：一　／′ノ
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10cm

第93図　第13号住居跡出土土器実測図・拓影図

壁は砂質ロームで硬く，壁高は30～34cmで，外傾して立ち上がっている。床面は，砂質ロームで

硬く踏み固められて締っており，壁際が高く中心部が低い。北西部に重複している第12号住居跡

の床面との差は12～16cmほどあり，本跡の床面が低い。炉は検出されない。ピットは壁の外周に

3か所検出されたが，配列からみて3か所とも主柱穴と考えられる。本跡の南側にも1か所存在

したものと思われる柱穴は，第80号土坑によって消失したものと考えられる。主柱穴の規模は，

長径24cm・深さ28～31cmでしっかりした柱穴である。出入口の施設は検出されない。覆土は炭化

粒子・骨粉を多量に含む黒色土が自然堆積している。

遺物は，住居跡の南側を中心に覆土の上層から下層にかけて，縄文土器の口緑部15片・胴部67

片・底部5片が出土し，石器は，1点出土している。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代晩期

と考えられる。

第15号住居跡（第94図）

本跡は，調査区中央部のB4d。区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の東側4mに位置
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している。本跡は，北東側に重複している第16号住居跡に床を切られており，第16号住居跡より

も古いものと考えられる。

平面形は，長径4．45m・短径3．80mの楕円形を呈する主体部と，その南東側に付帯する柄部か

らなる「柄鏡形住居跡」で，主軸方向はN－250－Wを指している。壁は，西壁が砂質ロームで外

傾して立ち上がり，硬くしっかりしているが，南壁から東壁にかけては黒色土で軟弱である。壁

高は，西壁が15cmほどあり，南壁から東壁は2～5cmである。床面は，軟らかい暗褐色土で凹凸

があり，西から東へ緩やかに傾斜している。炉は中央に位置しており，平面形は長径80cm・短径

60cmの楕円形を呈し，床面を10cmほど掘り込んだ地床炉である。炉内には，焼土粒子を多量に含

む暗赤褐色土が堆積している。ピットは，壁際にほぼ等間隔に21か所検出された。配列と規模か

ら見てP2・P4・P。・P13・P．6・P．8が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は，長径16～20cm，深さ

32～59cmで，同時期の住居跡の主柱穴と比較して細く深いものが多い。出入口の施設は，本跡の

南東側にあり，幅1．5mほどで，南東側へ60cmほど張り出して検出された。P。～Pllは，径16～20

cm，深さ32～42cmで出入口の施設の柱穴と考えられる。覆土は，上層に炭化粒子を少量含む黒褐

色土，下層に，炭化粒子・小ブロック状の砂質ロームを少量含む褐色土が，自然堆積している。

遺物は，住居跡の全域にわたって，覆土下層から散在的に，縄文土器の口緑部4片・胴部24片

が出土している。また，床面中央部北側の覆土上層から土偶の脚部が出土しているが，左脚か右

脚かは不明である。石器は，2点出土している。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期前葉

ごろと考えられる。

出土土器　　　　　　　　　　謳鋤．ご「

第95図1～4は，第15号住居跡か

ら出土した縄文土器片の拓影図であ

る。1は，口唇部に1条の沈線を施

甚
嶋等冒

10cm

！　　　；　　　！

している波状口線部片で，外面は無　　第95図　第15号住居跡出土土器拓影図

文である。2・3は胴部片で，2は，無文である。3は，沈線を垂下させている。4は，口唇部

を欠損している口緑部片で，3条の沈線を巡らしている。

第16号住居跡（第96図）

本跡は，調査区中央部のB5cl区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の東側5mに位置し

ている。本跡は，南西側に重複している第15号住居跡の床を切って構築しており，第15号住居跡

よりも新しい。また，北東側には第6号住居跡が隣接している。

平面形は，長径4．54m・短径3．86mの楕円形を呈する主体部と，その南東側に付帯する柄部か

らなる「柄鏡形住居跡」で，主軸方向はN－240－Wを指している。壁は，北壁から西壁にかけて
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は硬いロームで遺存状態が良く，緩やかに外傾して立ち上がっている。壁高は，北壁から西壁に

かけて30cmと高く，南壁から東壁は遺存状態が悪く，ほとんど壁を残していない。床面は，炉の

北側は硬く踏み固められたローム土で，南側は粘土を含む砂質ロームである。また，全体的に平

坦で，北側から南側へ緩やかに傾斜している。壁下には，北東側を除いて壁溝が周っている。壁

清の規模は，上幅8～14cm・深さ4～6cmである。炉は，中央部に位置しており，平面形は長辺

60cm・短辺50cmの長方形を呈し，床面を20cmほど掘り込んで，炉の周囲を石で構築した「石組炉」

である。炉石は，長さ35cm，幅15cmほどの長方形状の石を4個，長方形に組み込み，角の部分に

こぶし大の石2個を配して補強している。炉内には，上層に焼土粒子を少量含む黒褐色土，下層

に炭化粒子・焼土粒子を少量含む褐色土が堆積している。ピットは壁際に28か所検出され，その

うち8か所は壁満上に検出された。配列と規模からP，・P4・P9・P12・P14・P22が主柱穴と考えら

れる。主柱穴の規模は，長径14～28cm・深さ25～37cmで，小規模のものが多い。出入口の施設は，

第弼図　第16号住居跡実測図

一114－
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予を含む黒褐色土が　華層には　炭化粒子⑳獣骨粉を少量含む褐色土が撃　自然堆積している。

遺物は　住居跡の西側の覆土下層を中心に散在約に　縄文土器の描線部媚片◎胴部器片砂底部
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と考えられる。

第97図　第柑号住居跡遺物出土状況図

出土土器

第16号住居跡出土土器観察表

◎　　　　　　　　　　　　　　　　2悶

艇長

図版番号　 器種　極意km）　　 器　形　の　特徴　及　び文　様 胎土e焼成・色調 備　考

第98図　深鉢形土器　A 21．3　　底部から外傾して立ち上がり，目線は三つの大きな波砂粒。長石。石英80％

P－50

B（20．0）頂部を有し，口唇部内側には1条の沈線を巡らしている。普通

1　　　　　　　　 C（7．の　日録部文様帯は，3条の沈線をほぼ平行に巡らせ，その褐灰色

内側に縄文を施している。沈線の上部には，円形刺突文

が一巡している。

第粥図　～　は　第摘号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。2～5は日経部片で撃

は　縄文地文上に　横位　縦位の沈線を施し　格子目文を施している。3は曹波状を呈しタ　ロ

－、1一一一115－ll”一一



緑部に幅の広い沈線を巡らし，口綾部の無文帯と胴部の縄文文様帯を区分している。4は，5条

の平行沈線により帯状縄文を施し，沈線間はキザミ目により連結している。5は，口緑に隆帯を

貼付し，圧痕文を施している。6は，胴部片で，縄文地文上に横位の沈線により，帯状縄文を施

し，沈線間は沈線によるキザミ目を入れ連結している。7は，突起を有する波状口緑部片で，沈

線により曲線的モチーフを描き，沈線間に縄文を充填している。8は，胴部片で，縄文地文上に

沈線による曲線的モチーフを描き，磨消縄文を施している。

第98図　第川号住居跡出土土器実測図・拓影図

第17号住居跡（第99図）

本跡は，調査区中央部のB5b。区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の北東側15mに位

置している。本跡は，南側に重複している第7・10号住居跡，西側に重複している第4号住居跡

の床面下から検出された住居跡であり，それらの中では卓も古い住居跡であるといえる。また，

本跡の北側には本跡よりも新しいと思われる第129・131号土坑が床を切って重複している。

本跡は，第4・7・10号住居跡の下部から検出された住居跡で，黒色土中の石囲い炉や柱穴を

－116－



手がかりに，床面や壁の調査をしたが，壁の遺存状態が悪く，床面の広がりも明確にとらえるこ

とができなかった。従って，平面形は，炉やピットの位置から推定すると，長径4．70m・短径4．60m

のほぼ円形と思われる。床面は黒褐色で軟弱である。炉は中央に位置しており，平面形は，長径

55cm・短径45cmの楕円形を呈し，床面を16cmほど掘り込み，炉の周りに石を並べた「石囲い炉」

である。炉石は，こぶし大から径15cmほどの河原石を12個楕円形状に配列している。炉石はもろ

く崩れやすい状態で，火を受けた様子がよくうかがえる。炉内には，炭化粒子を少量含む黒褐色

土が堆積しているが，焼土の堆積はみられない。ピットは9か所検出されたが，配列からみて，

Pl～P。・P7・P。が主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は，長径22～30cm，深さ23～47cmで，いず

れも小規模の柱穴である。出入ロの施設は検出されない。覆土の堆積状態は，把握することがで

きなかった。

遺物は，住居跡の東側に一部残存している覆土の下層から集中して，縄文土器のロ緑部65片・

、、◎
＼　乾

ヽ

＼

ヽ

ヽ

◎　㊤ソ◎′

第99図　第17号住居跡実測図
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胴部457片・底部18片が出土している。土器片の多くは，縄文時代後期に比定される。石器は2点

出土している。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期後葉ごろと考えられる。

出土土器

第100図1～5は，第17号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1は，内面に1条の

沈線を巡らしている口緑部から胴部にかけての土器片である。胴部文様帯には，無節縄文の上に

沈線による曲線的モチーフを描いている。2は，沈線を巡らしている波状口緑部片で，波頂部外

面には棒状工具による3つの刺突文を施し，1つの孔を穿っている。波頂部下からは1条の隆帯

を垂下させている。3～5は口緑部片で，3は，内面に1条の沈線を巡らし，外面には，4条の

沈線を巡らしキザミ目により区分している。4は，無文で，内面に1条の沈線を巡らしている。

5は，浅鉢形土器の口緑部片で，内面に7条の平行沈線を巡らし，外面は無文としている。

第18号住居跡（第101図）

本跡は調査区中央部のB5C3区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の東側14mに位置し

ている。本跡は，南側に重複している第20・21号住居跡の覆土の下から検出されており，第20・

21号住居跡よりも古い住居跡である。また，北側には第7・10号住居跡が隣接している。

平面形は，長径4．03m・短径3．20mの楕円形を呈する主体部と，その南側に付帯する柄部から

なる「柄鏡形住居跡」で，主軸方向はN－190－Wを指している。壁は軟弱な黒褐色土で，北壁か

ら西壁は緩やかに立ち上がり，東壁から南壁は外傾して立ち上がっている。壁高は，東壁から南
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壁にかけて20cm，他は10cmほどである。床面は，硬く踏み固められており，緩やかな起伏がある

が，全体的には，南東側に緩やかに傾斜している。炉は，中央に位置しており，平面形は，長径

90cm・短径70cmの不整楕円形を呈し，床面を20cmほど掘り込み，炉の周囲に石で構築した「石組

炉」である。幅20cm・長さ30cmほどの大きい石を楕円形状に組み込み，大きい石の継ぎ目に卵大

ほどの小さい石を組みこんで補強している。炉内には，上層に炭化粒子・焼土粒子を少量含む黒

褐色土，下層に焼土粒子・炭化粒子を少量含む暗褐色土が堆積している。炉内の北側底部には赤

褐色の焼土が堆積し，炉床は焼けて硬くなっていることから，長期間使用されたものと思われる。

ピットは，壁際に等間隔で12か所，南東側の出入口部に2か所検出された。配列からみて，P2・

P6・P7・Pl。が主柱穴と考えられ規模は，長径20～28cm，深さ22～36cmで，いずれも小規模のもの

である。P13・P14を除く他のピットは本跡に関係ある支柱穴と思われる。出入口の施設は，本跡の

南東部に幅1・3m，長さ60～80cmほど南東に張り出しを有して検出された。Pl。・P14は，径22cm・

‾篭ミ〒こ一一石ト‥二二…≡手芸＝二二二二⊃一一
2eh　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20h

第川1図　第18号住居跡実測図
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深さ30～32cmで出入口の施設の柱穴と考えられる。覆土は，廃土粒子を少量含む黒褐色土が，自

然堆積している。

遺物は，住居跡北側の下層から主に縄文土器の口緑部114片・胴部654片・底部27片が出土して

いる。石器は，6点出土している。また，西側上層から晩期の注口土器（第102図1）が出土して

いるが，出土土器の多くは，後期の堀之内式期のものが含まれており，本跡の時期は堀之内式期

と考えられる。本跡の上層には，晩期の土器が出土しているE配石群が検出されていることから，

晩期の注口土器は，撹乱により流れ込んだものと思われる。

出土土器

第18号住居跡出土土器観察表

図版番号 器　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土・焼成 ・色調 備　 考

第 102図

1

注 口土器 B （1 1．0） 口緑部 ・注 口部を欠損 して いる。胴部 は丸味 をもって 砂粒・長石 ・石英 6 0％

P － 19 1

C　 丸底 立 ち上が り，胴 中位 で内攣 し，頸郡で 内傾 してい る。口 雲母

緑部 の一部残存 部は外傾 して いる。頚部文様帯 には，縄 普通

文地文上 に沈線 による渦巻文 を描 き，他 は磨 消 されてい

る。注 口は，胴 部の膨 らみ部 に斜 め上 向 きに貼付 されて

いる。胴部 は無文 であるが，横位 のナデ整形が施 され て

いる。底部 は丸底 を呈 している。

褐灰色

慢
孝‡

儲5
第102図　第18号住居跡出土土器実測図・柘影図
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第103図　第20号住居跡実測図

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　；　　　！

第21号住居跡（第104図）

本跡は，調査区中央部のB5d。区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の東側14mに位置

している。本跡は，本跡にほぼ重なり合っている第20号住居跡の下から検出された住居跡であり，

第20号住居跡よりも古い住居跡と思われる。また本跡の南壁を切って本跡よりも新しいと思われ

る第163・164号土坑と重複している。

平面形は，長径4．10m・短径3．75mの楕円形を呈し，長径方向はN－230－Wを指している。壁

は，北壁の一部と，南東壁の一部を除いて明確に残存し，外傾して立ち上がっている。壁高は，

西壁が18cm，東壁は6cmほどである。床面は，硬く平坦であるが，北西から南東にかけて緩やか

に傾斜している。炉は中央に位置し，平面形は，長径70cm・短径60cmの楕円形を呈し床面を20cm

ほど掘り込み，炉の周囲を石で構築した「石組炉」である。炉は，長さ20cm，幅15cmほどの石を
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5個組み込んであり，北側の石は消失している。炉内には，焼土粒子・炭化粒子を少量含む暗褐

色土が堆積している。ピットは10か所検出されたが，いずれも壁際にほぼ等間隔でまわっており，

また，規模も同じ程度であることから，いずれのピットも柱穴として使用されたものと思われる。

ピットの規模は，長径16～24cm，深さ13～34cmで，P6だけは深さ51cmと深い。出入口の施設は検

出されない。覆土は，第20号住居跡の掘り込みと張り床によって，ほとんど削平されているが，

重複からはずれたわずかな部分の覆土は，自然堆積の状態を呈している。

遺物は，重複をまぬがれた西壁近くの覆土下層から，縄文土器のロ綾部8片・胴部63片・底部

3片が出土し，石器は，1点出土している。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期中葉ごろ

と考えられる。

サ　②叫

0　　　　　　　　　　　　　　　2m

」　　　；　　　！

第川4図　第21号住居跡実測図

出土土器

第105図1～5は，第20・21号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。1～4は，口緑

部片で，1は，2条の隆帯を巡らし，隆帯間には，縄文を充填している。2は，口唇にキザミ目

を施し，文様帯には，縄文地文上に沈線による曲線的モチーフを描いている。3は，粗製土器の

口綾部片で，圧痕文を貼付している。4は，3条の沈線を巡らし，沈線による区切りを施してい
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る。5は，胴部片で，縄文地文上に2条の平行沈線を垂下させている。

攣鞄癖聯野一1
．：‾＼

第105図　第20・21号住居跡出土土器拓影図

第22号住居跡（第106図）

感ぷ選迦酸が紗、‾

慧璽蕪瞥

10cm

！　　　．；　　　！

第106回　第22号住居跡実測図
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本跡は　調査区西側部の迅鹿区を中心に確認された住居跡で第2号住居跡の西側蟻mに位置
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特に多く含んでいる。
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帯誓冥溝：罠1）′小∴、ノ†・、ろ。での七′五二、．完J／．、、1、′′．／、ノリノらJ，ふ　　、．っ′′．

ら縄文時代後期後葉ごろと考えられる。

出土土器

第謹号佳贋抄出羞量器観察蔑

図版番可　 器 種
法壷 （cm） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様

胎土機 成㊧色調 簿 ‾毒

第108図　 深鉢形土器 A （29．6） 胴部は底部から外傾して立ち上がり，目線部に至る。 砂粒e長石。石英　 40％

1
B （28 ．3） 口緑は平坦な複合目線である。胴部には部分的に縄文が 不良

施されているが，ほとんど磨滅している。口緑部には粗 にぷい黄橙色

いL R 縄文が施されている。粗製土器である。 P －55

第摘図　～　は第霊号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。～　は打線都片で撃

2は撃　2条の隆帯を巡らし撃沈線間を縦位の隆帯により区画し撃　区画内には撃横放縦位の沈線

を施している。区画の下には棒状工具による列点刺梁文を巡らしている。は　波状目線部片で撃

縄文地文上に沈線による楕円区画を施している。　は　口唇部に　条の沈線を巡らし　縄文地文

上に平行沈線を施して障る。　は撃　条の沈線を巡らし　沈線間には縦位のキザミ目を施して締

る。伝は撃沈線を巡らし撃感状突起を貼付した浅鉢形土器のロ綾部片である。7は撃　打線直下に
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第108図　第22号住居跡出土土器実測図・拓影図
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棒状工具による圧痕文を施し，以下には粒の大きい縄文を施文している。8は，ロ緑直下に圧痕

文を施し，縄文地文上に2条の沈線を巡らし，沈線間を磨り消している。9は，ロ緑直下に圧痕

文を施し，以下には粒の大きい縄文を施文している。

第23号住居跡（第109図）

本跡は，調査区西側部のB4a5区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の北西側8mに位

置している。本跡内には，炉の南西側に本跡の床面下から検出された本跡よりも古いと思われる

第209号土坑が重複している。また，南東側には本跡よりも新しい第315号土坑，北東側に第287号

土坑，北西側に第293号土坑がそれぞれ壁を切って重複している。

第109図　第23号住居跡実測図
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遺物は，住居跡の北東部の下層から床面直上にかけて縄文土器の口緑部138片・胴部852片・底

部30片が出土している。炉のすぐ南側からは，注口土器の注口部が，その南側から台付鉢（第111

図2）が伏せた状態で出土している。また，北東側の覆土から深鉢形土器（第111図1）が出土し

ている。石器は，6点出土している。本跡の時期は，出土遺物から縄文時代後期後葉ごろと考え

られる0深鉢形土器は・晩期の大洞式期のものと思われるが，本跡よりも新しい第287号土坑の撹

乱により流れ込んだものと考えられる。

出土土器

第111図3～13は，第23号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。3は，口唇部に1条

の沈線を巡らしているロ綾部片で，内面には，平行沈線を巡らし，外面の口緑直下にはキザミ目

を施している。4は，癖状突起を有する波状口綾部片で，突起上部には凹を施し，外面には隆帯

を貼付している。口緑部には隆帯を貼付し，キザミ目を巡らしている。5は，口唇部に1条の沈

、、．▼・

芋茎

葦

第111図　第23号住居跡出土土器実測図・拓影図
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第23号住居跡出土土器観察表

図版 番号 器　 種 法義 絶扉　　　　　 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 船上 の焼成 命色調 遠‾‾　考

第1日間

温

深鉢形土器 鬼没　 潮　　 胴部は底部か ら内鸞 して立ち上が 机 ：綾部 に至 る。 ＝ 砂粒 30％

P …L却

B 組　 や射　 線部文様帯 は　 日経が波状 を呈 し　 波漬部 には　 山形窯 普通

走 と双頭 突起 を交互 に配 している。 また縄文地文上 に 3 赤褐色

桑 の沈線 を巡 らし管　玉抱 き三叉文や単独の三叉文 を配 し

ている。

2

台村鉢 形土 Å 測 さ　　　 底部 か ら内攣 して立 ち上が っている。 目線は平坦な単 砂粒 郁 ％

P － 72

器 8 し6．7十 縫 目縁 である。目線部文様帯 には督　 桑の沈線 を巡 らし撃 良好

監 （5。5） 沈線 か ら上 部には縄 文 を施 している。 沈線 の‾酌 こほ感状 橙色

の突起 を付 し諸 らに 沈線 を配 して いる。胴部 は無文 で

ある。底部外面 は卿 付 き底で ある。

線を施している［‾二＿1縁部片で，縄文地文士に，沈線による曲線的モチーフを描いている。6は，目

線部から胴部にかけての土器片で，縄文地文上に2条の沈線を横位に巡らし，沈線問には磨り消

しを施し9　日縁部には癖を貼付している。7～10は，日縁部片で，7ほ，癌を貼付し，1条の沈

線を横位に施している。8は，隆帯上に押圧を施している。9は，幅の広い目線部に「‾C」字状

文を貼付し竹管による円形刺突文を施している深鉢形土器の目線部片である。横位に隆帯を貼付

し，以下は粒の大きい縄文を施文している。10は，縄文地文士に，沈線による区画を施し，沈線

間に磨消縄文を施している。1上＼ノ13は胴部片で，11は，横位に2条の沈線を巡らし，沈線間には，

′　・　　　′く　、　　′

文を充填している。13は，縄文地文上を部分的に磨り消している。

第24号住居跡（第112図）

・　　　′′　　　　　　　　　′　・　　・　　′　′，′　′、一′　‘・・′　′　丁！∵

′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′　　　　　　　　ノ　　　　　′　　　′

．′′　　ノ，、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　ノ　　′′’′　‥　、、′／1

、・　一　．t　　　　　　　．　　　′　　　　　・ノ　、′　　′　　′．．ハ′∴′　ノ′　　　　　′　　ノノ′ノ

本跡は，黒色土中のA配石群のトから検出された住居跡で，配石遺構の調査を実施した際に壁

等が削除され，ピットの位置から床面の広がりを確認した。従って，平面形は，推定すると，長

径5．3仇ue短径5．00王刊の不整楕円形を呈していたものと考えられ，長径方向はN－330－－Eを指し

ていたものと思われる。床面は，ローーム粒子を含む暗褐色士で軟弱であり，’南側から北側へ緩や

かに傾斜している。炉は検出されなかった。ピットは不規則に19か所検出されたが，主柱穴は配

列からみるとPleP5ePl。eP160P17の5か所と考えられる。主柱穴の規模は長径20～38cm，深さ

20～50cmで，特にPl◎P5eP17は42～50cmと深い。南側の壁際に検出されたP14eP15は，長径22～30

‥上　　　．　　′′　二　′

態は確認できなかった。
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齢が中期の加曽刹濫式期と考えられる。

轡

／一㌦〆‾一一一、、

第112図　第錮号住居跡実測図

出土土器

・・・・　′／　　　　　　　　　　へ

②　率

図版番可 器 種 恒 km）　 器 形 の 特 徴 及 び 文 様　 恒 戦 色調 ！備 考

第鼠は図　 深鉢形土器　 B は 。鋸　　 無文の土器で　 胴部は直立の状態でやや膨らみをもっ　 砂粒◎長石0雲母　 50％

鼠　　　　　 C　 708　 て立ち上がって幸る0 頚部で 「上 の字状に外反してい　 石英

る。全体にへラナデが施され9　丁寧な作りである。底部　 良好

は平底で撃　外面には網代痕がみられる。　　　　　　　 灰褐色　　　　　 ㌘…諏
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第113図　第24号住居跡出土土器実測図

第25号住居跡（第114図）

本跡は，調査区中央部南側のB4d。区を中心に確認された住居跡で，本跡の西側4mには，第15

号住居跡が位置している。本跡の南側には，晩期の第8号住居跡が隣接している。本跡はD配石

群の下部から検出され，本跡内の上層には，J配石群，中層からはし配石群が検出されているが，

いずれも本跡より新しい遺構である。また，本跡の床面等からは，18基の土坑が検出されている

が，第101・103号土坑は，本跡の炉の西側や北東側の一部を切って構築しており，第108・172・

173号土坑は，本跡の東壁や西壁を切って構築されていることから，本跡よりも新しいものと考え

られる。他の重複している土坑についても，覆土の堆積状態などからみて，本跡より新しいもの

と思われる。従って，本跡の廃絶後にまず，土坑が構築され，次いでL・J配石群が構築され，さ

らに，本跡が埋没した後に，D配石群が構築されたものと考えられる。

平面形は，長径11・6m・短形10・8mのほぼ円形を呈する主体部と，南側には，付帯する柄部と

思われる1mほどの張り出し部を有する「柄鏡型住居跡」と考えられ，主軸方向は，N－5。－E

を指している。壁は砂質ロームで硬く，北壁から東壁にかけては垂直ぎみに，西壁から南壁にか

けては外傾して立ち上がっている。壁高は北壁から東壁にかけては44cm，南壁は22cmである。床

面は，重複している土坑によって切られているが，残存面についてみると，砂質ロームで硬く，

壁際から中央部に向けて緩やかに傾斜している。炉は中央部に位置し，第101・103号土坑により，

西側と北東側の一部が切られているが，平面形は，ほぼ円形を呈していたものと思われる。残存

部の長径は約1mあり，床面を10cmほど皿状に掘りくぼめた地床炉である。炉内には，2～3cm

の厚さに焼土が堆積し，炉床は焼けて硬く，カチカチの状態となっており，かなり使用された様

子がうかがえる。中央の炉の他に，北西側の壁にそって5か所（a～e），南西側の壁近くに1か
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所摘）計6か所に廃土の範囲が検出されている。いずれも平面形は9　円形または楕円形を呈し

てお酌規模は長径36～62cm◎短径28～50cmほどである。またb～若は砂質ロームが焼けて赤褐

色に変色した砂が且cmほど堆積しているが撃　aだけは焼土の範囲も広ら　焼けた砂が3～4cmほ

ど厚く堆積している。a～若はラほぼ温mほどの間隔で壁際に検出されており9祭祀的なことで

火を焚いたことも考えられるが撃確かなことは不明である。ピットは52か所検出されたが撃　主柱

穴は撃配列と規模からみて㌘。4～㌘38の5か所と思われる。主柱穴の規模は9長径80～温20cmで撃平

均紺髄麟深さ鼠04～2伸淵で平均鼠39cmあり9　いずれもほぼ円形を呈し9深くしっかりした柱穴で

ある。主柱穴の外側には鼠2か所の柱穴（㌘23～㌘33◎㌘49）が検出されており　規模は　長径錆～錮

cmで平均55cm撃深さ2～蟻配m　平均関cmで　主柱穴より　小規模であり9支柱穴と思われる。さ

らに撃壁から50～温輌cm内側に詔4か所のピットが温～2mの間隔で検出され9規模は長径2の～56

cmで平均32cm9深さ温9～挽mで平均33cmと小規模のものであり9　一番外側の支柱穴と思われる。

主体部南側には　主軸方向にそって　列の軋⑳㌘5のピット群からなる柄部が付帯している。㌘51

は長径鼠ののcm◎深さ74cm撃㌘52は長径84cm◎深さ捕cmで　出入口の施設に伴う柱穴と考えられる。こ

の柄部の床面は　第粥号土坑の調査時に削除されているがラ　この2列のピット群の間の床面は黒

褐色で撃良く踏み固められており9主体部と柄部との床面は段差がなく平坦に接続していた。覆

土は撃掘り込み画から配石によって撃三層に分けられ撃上層は撃砂粒と骨粉を含む黒色土で撃J

配石群が確認され撃　中層は砂粒◎炭化粒子◎骨粉を含む黒褐色土で学　監配石群が確認されている。

下層には撃砂粒⑳炭化粒子⑳骨粉を含む黒褐色土が撃　自然堆積している。

遺物は撃本跡の掘り込み面から三層に分れて出土し撃上層◎中層から出土した土器片を含めた

縄文土器片の総数は　日経部批狙片◎胴部9ラ鼠50片⑳底部349片で計Ⅲ，姐7片を数えた。また9石

器は開点出土したが撃特に石蕗は各層から42点出土している。本跡の本来の覆土と思われる三層

日揮層）からは9北東部の床面直上から9土偶の下半身（第2鼠6図38）が上向きの状態でラ東壁

から2mほどの内側からは9　サメの歯の化石（第25纏細相が撃　また撃　深鉢形土器（第m7図5）

が出土し撃さらに9土製円板が覆土から散在的に摘個出土している。本跡の時期はラ出土遺物か

ら縄文時代後期後薬ごろと考えられる。
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出土土器

第25号住居跡出藍豊器観察嚢

図版番号 器　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 。焼成・色 調 備　 考

第11 7回 深鉢形 土器 A　2 1．3 胴部 は内攣 して立 ち上が り普　頸部か ら緩 やかに外傾 し 砂粒 ・長石・石英 80％

P －1 7

B　2 3．7 てロ綾部 に続 いてい る。 日経 は平坦 な単純 日経 を呈 して 良好

1
C　 7．0 いる。 口綾部文様 帯は縄文施文士 に入組 み玉抱 き三 叉文

が 5 単位施 され撃　胴 部文様帯 には頸部 に刺突文が巡 る三

叉文が 5 単位施 されている。底部 は台付 き底 を呈 してい

る。

褐灰色

2

台付土器 B （3．7） 台付土器の卿部分 と思 われる。脚の膨 らみの上部 と下 砂粒 ⑳石英 ⑳長石 摘％

P －158

部に竹串状の施文具 で付 けた と思われる刺突文が巡 って 雲母
いる。粗製の土器 と思われ る。 普通

灰 白色

3

ミニチ ュア B （0 ．9） 胴部 は底 部か ら外傾 して立 ち上 がっている。薄 手の無 砂粒 90％

P －2 0

土器 C　 2 ．3 文土器 で9　胴部はヘ ラ磨 きが施 され ている。底 部はあ げ 良好

底 である。 黒褐色

4

深鉢形土器 Å （20。2） 4 単位 の扇状把 手を もつ外反す る大型波状 日経 を室 し 砂粒 ・雲母 摘％

P －80 3

B （1 1．8） て いる。 日縁部 文様帯 は，太い隆起帯縄文 を目線 に沿 っ 普 通
て 3 段 に巡 らせ9　隆帯 には棒 状の施文具 を使用 した と思

われ る刺突文が施 されている。波状の頂部 と底部の下 に

は学　小 さい感状の突起が 3 個 ずつ付いてい る。

にぷい橙色

5

深鉢形土器 A　23 ．5 胴 部は底部か ら内鸞 して立 ち上 が 勘　 中位で緩やか に 砂粒 。長石 。石英 70％
B （26 ．7） 括 れてい る。括れか ら上 は外傾 して立ち上が ってい る。 普通

ロ綾 部は 6 つの波状 目線 を呈 しタ　波底 部には突起 が付 い にぷ い褐色 。褐

ている。日録部文様帯 には 3 条の隆起帯縄文が施文 され9 灰色
波底部 か ら棒 状の隆帯が垂下 している。括 れ部には学　刺

突文 が一巡 してい る。胴部文様帯 には沈線 による長楕円

区画が施 され9　区画内には縄文が施文 され9　他 は磨 消 さ

i　　 iれて いる。 P －5 2

6

壷形土器　　 A は 。4）　 ロ綾部 は内鸞 して立ち上が ってい る。 目線 は平坦 な単 砂粒・雲母 ・長石 摘％
（目線都） B （5 ．1） 純 口縁で ある。頚部 に 1 菜の隆帯 を巡 らせ，隆帯 には縄 良好

文が施文 され ている。また隆帯上 には癌 が貼付 けてあ り蟄 にぷい黄橙色

P －12 8

推 定す るところ癌 は 5 か所 ある もの と思われ る。 ロ綾部

は無文であ るが学　へ ラ磨 きが施 されてい る。

7

鉢形 土器 A （15 ．6）　 胴 部は内賀 して立 ち上が り， 目線部 に至る。目線 は平 砂粒 。雲母 ・長石 20％
B （10 ．0） 坦 な単純 目線であ る。 日経近 くに補修孔 と思われ る穴が 普通

拍 所ゝ あけ られてい る。粗製の無文土器 である。 にぷ い橙色

P －7 98

第1 18図

8

注 目土器 B （14．の 胴部 中位 で大 きく膨 らみ普ソロバ ン玉状 を呈 して いる。 砂粒 。石英。雲母 50％
頸都 と胴部 は， 沈線 に よる縦位 と横位の 区画 を施 し，区 普通
画内 には縄文 を施文 して区分 し，区画外 は磨消 して いる。 にぷい橙色

さらに彗横位 の帯状区画内 には感状 の突起 を付 して いる。

胴上半部 にはラ　帯状 の無文帯 があ りき　胴上半部の 区画沈

線の上部 と頸部 には刺突文 が巡 ってい る。注 目部 は欠損

してい る。 P －1 12

9

深鉢 形土器 A （15 ．8） 目線 部は内鸞 して立 ち上 がっている。ロ緑は平坦 な単 砂粒 e 雲母 5 ％

P －15 5

B （4 ．6） 純 目線 であ る。 ロ綾部 には 1 条 の沈線 が巡 ってい る。胴 普通
部 には沈線 に よる楕円区画が施 されラ　区画内には縄文が

施文 されている。

浅黄 橙色

10

壷形土器 A （16．8） 壷形土器 の日綾 部で普　大 き く外傾 して立 ち上が ってい 砂粒 。長石 。石英 20％

旧 縁部 ） i

！

B （6．1） る。 日経 は平坦 な単純 目線であ る。無文土器 であるが9 雲母

P － 185

内側 は丁寧 にへ ラ磨 きが施 されて いる。 良好

灰黄褐色

11

深鉢形土器　 A （18 ．2） 口緑 は波状 日経 を呈 し，波底部 には突起 が付いてい る。 砂 粒 。雲母 20 9も

P －79 3

B （12 ．4） 日綾部文様帯 には縄文地文上 に 5 条の沈線 を巡 らし普　日 良好
緑 に近い 2 条の沈線 問は磨 消縄 文が施 されて いる。胴部

文様帯 に も縄文地文上 に沈線 を巡 らし9　上向 き弧状 の区

画があ り縄文が充填 され ている。

にぷい褐色

12

台村 土器 B （6 ．1） 台付土器 の脚部で内攣 して立 ち上 がってい る。粗製の 砂粒 e長石 。雲母 5 ％
C （12．の 無文土器 であるが9　輪横痕が認 め られる。脚 部の下位 は 普通

P －11 6

厚手 であるが普　基部近 くは薄手で ある。 浅黄橙色
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面 河 ‾‾‾‾‾諒 種　 法豊 海 ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 e焼成・色 調 備　 考

第118図　 壷形 土器　　 A （15 ．の 頸部 から冒綾 部にか けては普　内傾 して立 ち上 が ってい 砂粒 ・長石 5 ％

P －81 1

B （6 ．0） る。 ロ綾部 は無文 で9　頸部 には竹管状 の施文具 で付 けた 良好

13 と思 われる円形刺 栗が一巡 している。胴部 には縄文が施 にぷ い橙色

され ている。

壷形 土器　　 A （7．2） 頸部 で大 き く括 れ，白線部 は外反 して立 ち上 が ってい 砂粒 20％

14
B （8．5） る。頸部下 の胴部 には 4 か所 に癖が貼付 けてある。無文 良好

にぷい黄橙色 ′

噛付 き

P －126

土器 であるが， ヘラ磨 きが施 され，丁寧 な作 りであ る。

壷形土 器 I A （6．0） 胴部か ら□緑部 にか けて は，わずか に外傾 して立ち上 砂粒・雲母 ・長石 30％

P －799

B （10．5） が っている。 口緑部文様 帯は縄文地文上 に磨消 縄文が施 良好

15 され ている。 目線部 ・胴部 にそれ ぞれ 1 条 の沈線 を巡 ら

せて いる。内側 には多数の輪積痕がみ られ る粗製 土器で

あ る。

にぷい褐色

深鉢形土器　 A （23，2） 胴部 はほぼ直立 して立ち上が り目線部 に至 る。 口緑は 砂 粒。雲母 。長石 20％

P －794

鼠6　　　　　 B （星組 平坦な単純 目線 である。粗製の無文土器で あるが， 内側 普 通

橙色には輪積痕が認 められる。

ミニ チュア　 A （8 ．0） 目線 に緩やか に波状 を呈 してい る。無文の皿形土器 で 砂粒 ・雲母 80％

P －800

1 7
土器　　　　　 B　 2 ．8

C　 3 ．0

あ るが，全体 にへ ラ磨 きが施 されてい る。底部 は丸 味を 良好

灰褐 色おびてい る。

第119図　 深鉢形土器　 A （39 ．8） 胴部は内鸞 して目線部 に至 る。目線は貼付 けによる複 砂粒 e 雲母 10％

P －79 5

B （21．4） 合口緑であ る。貼付 け部 にはへラ状工具 により付 けた と 普通

18 思われ る短沈線 を垂下 させている。胴部 には縄文が施文

されてい る。粗製土器 である。

にぷい褐 色

深鉢形土器　 A （30 ．4） 現存 部か ら推定す る と緩 やかに内傾 して立ち上が って 砂粒 ・雲母 e長石 5 ％

P －79 6

鼠9　　 旧 線部） 「酎 『 誹 ） きた もの と思われ る。 ロ緑 は平坦 な口緑である。 目線直 普通

下 に太い 1 条の沈線が巡 り，胴部 には縄文が施文 され て 明褐灰色

いる。

深鉢形土器　 A （21 ．0） 胴 部は，現存部 から推定 するところ内増 して立ち上がっ 砂粒 。雲母 10％

P －79 7

20
（口緑部）　 B （7 ．5） た もの と思われ る。 口緑部 は貼付 けによる平坦な複合 目

線 で，貼付 部には指頭押圧 が施 されている。胴 部 は粗い

良好

にぷ い褐色

縄文 が施文 されてい る。

第温温図飢～第は図閥は　第部署住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。飢～射お

口繚部片で92鼠は撃　日経部に圧痕文を施し　以下には粒の大きい縄文を施している。霊㊧2は争

隆帯を貼付し　押圧を加えている。別は　棒状工具による押圧を加えている粗製土器の冒緑部片

である。錆◎錆は胴部片で撃　鶉は　全面に縄文を施文し　補修孔が穿たれている。錆は　粗製の

深鉢形土器の胴部片で撃　全面に縄文を施している。2～Ⅲは　波状口綾部片で9　欝◎錆は撃　波頂

部上位に突起を貼付し　波頂部に孔を穿ち　縦位に　点の感状突起を貼付している。文様帯には撃

帯状に磨消縄文を施している。猶は　双頭突起を貼付し撃　突起部には縦位に3点の感状突起を貼

付し撃　波状に沿って帯状に磨消縄文を施している。諏◎別は　波頂部に突起を貼付し　波頂部下

には撃　感状突起を貼付し撃　文様帯には撃帯状に磨消耗文を施している。32～37は日録部片で9　32

は撃　目線にキザミ目を巡らし撃沈線による入組文を施し撃横位に列点剰突文を施している。33は撃

目線部に感状突起を貼付し撃横位に沈線文を施している。鋼は　目線部に感状突起を貼付し9横

位に平行沈線を巡らし撃　キザミ昌を施している。諒は　浅鉢形土器の目線部片で撃　rS」字状文を

貼付している。講は　双頭突起を貼付し撃　突起部に孔を穿ち争　乱の下部に感状突起を縦位に貼付

－140－－－－
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第117図　第25号住居跡出土土器実測図（1）



第118図　第25号住居跡出土土器実測図（2）
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第113図　第25号住居跡出土土器実測図・拓影図（3）
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第26号住居跡（第122図）

本跡は，調査区北西部のA4g。区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の北側22mに位置

している。本跡は，北西側に重複している第27号住居跡の南東壁を切って構築しており，第27号

住居跡よりも新しい住居跡である。また，第307号土坑は，本跡の，西壁を切って構築されている

ので本跡よりも新しいものと思われる。

平面形は，長径3．45m・短径3．10mの不整円形を呈している。北壁は比較的明確で壁高が7cm

ほどあり，外傾して立ち上がっている。他の壁は2～5cmほどであり判然としない。床面は，平

坦で軟かく，南西側から北東側へ緩やかに傾斜している。炉はほぼ中央に位置し，平面形は，径

70cmの円形を呈し，床面を10cmほど掘り込み，炉の周りに石を並べた「石囲い炉」である。炉石

は，こぶし大の石が西側に5個，南側に1個配置されており，他はすべて消失している。石の置

かれた位置は，わずかに窪んでおり，石が配置されていたことは明らかである。炉内には，炭化

粒子・焼土粒子を多量に含む褐色土が堆積し，炉床の南側から暗赤褐色の焼土が多量に検出され

たことから，長期間使用されたものと考えられる。ピットは壁から20～30cm内側の位置にほぼ等

間隔で13か所検出された。配列と規模からみて主柱穴はPl・P。・P5・P8・P12の5か所と考えら

れ，規模は，長径16～24cm・深さ29～56cmで，P．・P8が特に深い。覆土は，ローム粒子・炭化粒

サ　④叫

第122図　第26号住居跡実測図
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遺物は　住居跡東側の床面直立から散在約に　縄文土器の打線部犯片◎胴部溺片◎底部膵片が
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出土土器

ニ∴′、∴、らご出し‾・・声高∴す、・

⑳　　　　　　　　　　　　　　2悶

』　　　壷

図版 番可 器 種 恒 k m）　 器 形 の 特 徴 及 び 文 様　 胎 土戦 ‾色郵 備 考

勘 24回　 深鉢形土器　 B は且の8）　 底 部か ら外傾 して立 ち上 がっている。胴部文様帯 は曲　 砂粒 磁 石 砂石 英　 錮％

C　 7・6　 線 的沈練 区画が施 され，区画内には縄文が施 され ている。 普通

鼠　　　　　　　　　 底部無文革 はへラナデが施 され てお 酌 丁寧 な作　 であ　 橙色

る。底部外面 は平底 で縄文が施 され ている。　　　　　　　　　　　　 P －41

浅鉢形土器　 Å　 8 の6　 底部か ら内鸞 して立 ち上 が ってい る。胴部 にへ ラ削 り　 砂粒 ◎長石 砂石英　 粥％

2　　　　　 B　 5ゆ1 「が離 れ9一酢 こ引 っか き痕状の雑 な沈線文 がみ られる0 上良好

C　 3・0　 底部 は無文 の平底で ある。粗製土器で輪積痕が みられる。 橙色

P －43

第は図　～蟻は　第％号住居跡から出ました縄文土器片の拓影図である。～　欄は波状口

綾部片で撃　は　波頭部に突起を貼付している。日経部には　条の沈線によ　曲線的モチーフを

148



描き，区画内には縄文を充填し，沈線に沿って列点刺突文を施している。4は，沈線により区画

し，磨り消しと綾杉文を施し，□緑に沿って列点刺突文を施している。5は，縄文地文上に，口

緑に沿って平行沈線を施している。10は，1条の沈線を施している。6は，口縁内面に1条の沈

線を巡らしている口綾部片で，4条の平行沈線を施し，縦位に刺突文を施している。7は，胴部

片で，縄文地文上に，斜位の沈線を施している。8は，粗製土器の胴部片で，縄文地文上に斜位

の沈線を施している。9は，圧痕文を施している口緑部片である。

第124図　第祁号住居跡出土土器実測図・拓影図

第27号住居跡（第125図）

本跡は，調査区北西部のA紙区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の北側25mに位置

している。本跡の西側は，調査エリア外へ延びており，調査ができなかった。本跡は，南東側に

重複している第26号住居跡によって壁を切られており，本跡の方が古い住居跡である。さらに，

本跡内には炉の南側に第314号土坑，北側に第308号土坑が重複しており，これらの土坑内からは

本跡のピットが検出されていることから，本跡よりも古い土坑であると思われる。

平面形は，径3・67mの円形を呈していると推定される。壁は壁高が4～6cmほどであり暗褐色

土で軟らかく，外傾して立ち上がっている。床面は，炉の東側が硬く，炉の北側と南側は土坑が

重複しており軟弱である。炉は推定するところ，ほぼ中央に位置しているものと患われ平面形は，
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径80cmの円形を呈している。炉床の掘り込みがほとんどなく，炉の周囲に石を並べた「石囲い炉」

である。炉石はこぶし大から，径20cmほどの石を9個使用しているが，西側の石は消失している。

これらの炉石は熱でもろく崩れやすくなっている。炉内には，上層に炭化粒子・焼土粒子を含む

暗褐色土が堆積しており，下層には明赤褐色の焼土が堆積している。ピットは，壁から40～50cm

内側にほぼ等間隔で5か所検出されたが，Pl～P5は主柱穴と考えられる。主柱穴の規模は，長径

10～18cm，深さ30～72cmで，細く深い柱穴である。出入口の施設は検出されない。覆土は，全体

的に炭化粒子・骨粉を少量含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は，住居跡南側の床面から散在的に，縄文土器の口縁部43片・胴部195片・底部9片が出土

している。また，炉の南側1mの床面から鉢形土器（第126図1）が伏せた状態で出土している。

石器は，1点出土している。鉢形土器は，加曽利B式期のものであり，本跡の時期は，加曽利B

式期と考えられる。

出土土器

第27号住居跡出土土器観察表

図版番号 器　 種 法呈 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 ・焼成 ・色調 備　 考

第 12 6図

1

鉢形土 器 A （3 0．6） 胴部 は底 部か ら内攣 して立 ち上 が り，口綾部 に至 る。 砂粒 ・長石・石英 40％

P － 5 4

B 12．5 口綾部 は内攣 し， 口唇部 には斜位 にキザ ミ目が施 されて 良好

C　 8 ．1 いる。 また口綾部か ら口唇部 にか けては双頭 突起状 の貼

付文 を加 えている。 ロ綾部内側 には 1 条の沈線 を巡 らし

てい る。無文 の土 器であ るが，丁寧 にヘラ磨 きが施 され

てい る。底部 は無 文の平底であ る。

褐灰色

第126図2～6は，第27号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。2～4はロ緑部片で，

2は，口唇部にキザミ目を施し，口緑直下を無文とし，以下には斜位の沈線を施している。3は，

一r・叶・・ニ・亡べ・・・1′ノ，－．・き・・叫・二二γ′ノノ・吋・でニャソ・√い

吏蔦、’＿、．㍉．
第126図　第27号住居跡出土土器実測図・拓影図
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口緑部に平行沈線を巡らし，沈線間に縄文を充填している。4は口緑部に，キザミ目を施した隆

帯を貼付し，隆帯下には2条の沈線を巡らし，沈線間には縄文を充填している。5・6は胴部片

で，5は，斜位の沈線を施文している。6は，平行沈線を曲線的に描き，沈線間には縄文を充填

している。

第28号住居跡（第127図）

本跡は，調査区北西部のA4f7区を中心に確認された住居跡で，第25号住居跡の北側25mに位置

している。本跡の西側に第27号住居跡，南西側に第26号住居跡，北東側に第29・30号住居跡が隣

第127図　第28号住居跡実測図

一・一一152－－1

0　　　　　　　　　　　　　　　2m
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接している。さらに　本跡の炉の北側に第別　珍狙　⑳凱　◎霊号土坑が重複しているが　本跡の

、∴、予ノ十・・、、J二こ‥ノ1ご一ノ′、・′）ノ′、卦言′言一ノ　．、ノ了′‥、・、′、ノ′一㌧／㌦

本跡は　黒色土をグ　ッドごとに掘　下げて調査を実施したところ　炉が検出され　住居跡と

－　く・上、了・∴‘：’’ニノ　∴∵、当′′十二ご′　・こ∴芳、、′’一．工、二㌦㍊、．、、千二、！J一ノ．・．）

′ノ言う、・・　ノ′　　ノ．Ⅰ一、∴　　ノ′　　　ヾ　　．　八l言′　′、：言！ノ、．三二1、。．てこ、

ら　　　く′・′、工‘－、∵∵ノ∴つ‾了、′、、l。ノ、－′ノ．　∴∴∴らH．一∵巨′二、、ノ、．′・‾ノ　ノ∴∴　′1

、V・・；・Jノ、　′　′、、′二、’′′、㌧・、ノ：二、．　′　′いう圭悠二ノ二言Tへ漂′ぐ‾、′　㌧了、′・、　ら′ト′・、　＿ノ．‾

－＼’′‘・∴　／、、′′　∴′ニ′、′・′∴　′「、空藍∴′一し売上誉、．・ノ了ユ・！上一、一　′∴∴′、日ノノ、

、－　　′：．　　　∴ハ′・ノ　′、′ノ　′′′′・ハh、十小ノ言　の′リ‥　　二㌧．′　ノ・・ノミぁ㌦　　、′・、

ノ＼　′・一　ノ‘言ご　一‾　′告ノ　I二主J　．．一言一二′言一塞／杏∵′　′バ歳′一ノ　、′　　一　．．′ノ、′ノ、三′、一∴

ノー　　ノ　バ　　′　、′　ノ、／′；∴∴一J　　　一　‥　′　　　　′　．ノ　．′ノ・′　弓′′　′′

′　ノ：、ノ、′、ノ′ノ　′言　′・、ノ．′ノ・主、．・J　．．．′ノ、　　‥．ツ′・∴、。1′／、．′ノ

ー　　′∴　‾、∴、、二二、．　　　‥′い、ノ、・‥′ト′′工、、－′一　ノハ′′　ノ、ノ′　．ノ、・・ご・㌦十！一′、′こ言上　・

れな齢。覆土は　西側部分が残存してお酌腐化粒子e焼土粒子を多量に含む暗褐色土が自然堆

積している。

．′二二　十　　′、lJ・・ム‥l・、で・

一一一153　－1

◎　　　　　　　　　　　　　　2m

l　　　　　　‥　　　　　－　　＿＿



遺物は，住居跡南側の覆土中・下層から，縄文土器の口緑部118片・胴部750片・底部32片が出

土している。また，西側の壁際からほぼ完形の小形の壷形土器（第129図1）が出土し，炉の東側

からは小型の石棒が南北方向を向いて出土している。石器は，6点出土している。壷形土器は，

加曽利B式期のものであり，本跡の時期は，加曽利B式期と考えられる。

出土土器

拶し

こ11，≒

空相謹薫 ：二・〕丁．了

、．．＿．一一、：二．蓋妻tiJ．

第129図　第28号住居跡出土土器実測図・拓影図
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、　　‥　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　、

図版番号　　 器　 種　　 法量km∋ 審　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 魁 磯 腋 頑 備 考

第129　　壷彬土器　　 A　 9．6 底部から外傾して立ち上が机　胴部で大き　膨らんで 砂粒　　　　　　 100㌔

B 12．7 し′滝。頸部で大き　括れロ綾部は外傾して立ち上がって 良好

C　 6．1 いる。目線は平坦な単純口縁である。＝縁部文様帯は口 にぷい橙色

P－8

鼠
唇部近くに温泉の沈線を巡らし撃　その下は縄文を施文し

ている。胴部文様帯上半都には　縄文地文上に撃　字文学

渦巻文学　弧状の菱形文状に沈線を配している。下半部に

は　横位の沈線が　 条巡狛　 状に区画きれている。底

部外面は平底で撃　木葉痕が認められる。

′∴　′′　′く′　’・　∴ノ　′　′、ト一言ノ．．、　　　′′　′）、　′　ノ．、．．∴く、′了ノ　ノ、ハ、1、・，

′　．　ニ　∴ノ∴‥′　′・　　　　1－ノ′　　　．、　　　′・　　　　ノ　′　　　　　　　　　　　．

′∴ミ　ニ．一　　　　㌧　、′ニ　　′　′、∴r′　　　　′　　・′く′　　　′、こ　′　′　　　　′　　　　　．

′　　　　　　　　　′こ　　・．t　　　　　．　　．　　　一′＼　　　　、

二ヰ∵ノ′．・　　　′　　　　ノ　　　　　∴ノ′′　　　　　　・、日　ノ　′　ノノ　‾　′　　　　　　　　　．

ノ　、′　′　　　　　　　′　　ノ　　　　′′　′′　　　ノ′　∴′　　　　　　′′．　．　′′　1

、ノニ・・′　　　　　　、．′　　　　　　　人　　　　　　　　　′　′’　　　　：’　　　・，．

・　′ノ．　　′　　　　　　　　　　′　　　　′、′　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1

‥言　　　′　　’′ノ日　、′′．・　　　　′′ノノ　　′′．　′　　　ノ・　　　　　　　　．　．′

製土器の胴部片で，無節縄文を施文している。

第29号住居跡（第130図）

・、了、、　　∵′こ　　′　　　　　　′　ノ′　　　　　　’∴　　　　　　　　′　　　，′　′　　　　∴．　　　ノ

している。本跡は　南西側から北東側に緩やかに傾斜してお酌北東壁が流出し確認ができなかっ

′　　rノ1－　′：　　　　　　・．　　′′　′　　・′　′ノ　　　　　　′　ノ　ノ　　　′

ノ、・ノ・　′　　　　　′／　　′　　　ノ　ノ　　′　　′ノ　　　　　∴　′1′．、′・こ　′　．　　　　　　　　　．

住居跡の廃絶後　その上部に構築された住居跡であ仇　本跡の方が新しい住居跡であると考えら

れる。

′　　て　　　　ノ　　　　′．　　′　　　　　　　　　　　′ノ、．　　　′′ノ　　　．了　1

．’ハ　　　　　‾′　′一　一　　　．∴　　　　　　‾　　ノ　　．　′　　一　　　　ノ　′　ハ

／′二　‘、　　　　．′　　　　　　√．．′∴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　′

岬′　　　　　ノ′＝′．　　′　　　　　　ノ　　　　　　′　　　　　′．　、・．　　　　．

・三∵′ノ∴　ノノ　　ニ　　　　　　　′．′　　　　・′　′・　ノ　　　　　　∴　　　　　㌧　′

ある。炉石は長さ10～20C恥　幅10～15cmほどの石を10個組み込んでいるが，北側の3個は炉の内

′　　′・′，・：1　一　′・′　　　＼　　　　，l　！　　ノ　　ー　　′’′

一畳55－



下層には焼土が堆積しており，かなり長期間使用されたことがうかがえる。ピットは，壁にそっ

て13か所検出された。主柱穴は規模と配列からみて，Pl～P，・P6・P9の5か所と考えられる。主

柱穴の規模は，長径18～22cm，深さ24．5～62．5cmで，P。・P9は他の柱穴に比較すると特に深い掘

り込みである。出入口の施設は検出されない。覆土は，南側部分が残存しており，上層に炭化粒

子・骨粉を少量含む黒褐色土，下層に炭化粒子・骨粉を少量含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は，主に住居跡南側の覆土下層から，縄文土器のロ緑部207片・胴部812片・底部32片が出

土している。炉の南側1．5mの床面直上からは，香炉形土器（第132図1）が出土し，炉の南西側

の床面からは，土偶の胴部が出土している。また，南西壁近くの覆土からは，長さ18cmの山形を

ー156－

」L46．3m

第130図　第29・30号住居跡実測図



した石冠状の石製晶傍258図39のが出土している0その他石器が4点出土している。本跡の

時期は9　出土遺物から縄文時代後期中葉ごろと考えられる。

第3号佳腰掛　第臓図）

本跡は9諷査区北西部のÅ触8区を中心に確認された住居跡で撃第25号住居跡の北側28mに位置

している0本跡は9第29号住居跡と同様に撃南西側から北東側は緩やかに傾斜しており争北東壁

が流出して確認ができなかったが争第29号住居跡の石組炉の南西側に本跡の地床炉を確認し9調

査した遺構である。本跡は第調号住居跡の下に検出された住居跡で9本跡の地床炉の北東側に争

和9号住居跡の石綿炉の潮が重複して構築されていることからノ本跡の廃絶後に第29号住居跡

が構築されたものと思われる。

平面形は撃炉やピットの位置から推定すると　長径。錮m◎短径5．的mのほぼ円形を呈してい

る0壁は西壁が明確に残っておりタ外傾して立ち上がっている。壁高はタ酋壁が33cmで撃北壁か

一三

第臓図　第鋼◎鍼号鰻贋跡通観出藍状況園

1157－一



ら東壁は確認できない。床面は9第29号住居跡の床面とほぼ同一レベルにありラ炉の西側から南

側にかけては平坦で硬く撃北側から東側にかけては軟弱な黒褐色土で不明瞭である。炉はほぼ中

央部に位置し9平面形は長径55cm◎短径挽mの楕円形を呈し撃床面を5潤ほど皿状に掘りくぼめ

た地床炉である。炉内には廃土が旺mほどの厚さに堆積し撃炉床は焼けて硬くブロック状となっ

ており撃長期間使用したものと思われる。ピットは争壁にそってほぼ等間隔に7か所検出され撃

主柱穴は配列からみてPl～P4◎㌘6◎P7の6か所と考えられる。主柱穴の規模は9長径20～38cm◎

深さ3温～63cmで撃㌘6は他の柱穴より深い掘り込みである。出入口部の施設は検出されない。覆土

は9第29号住居跡によってほとんど削平されているが9一部南西側の残存部は9炭化粒子◎骨粉

を少量含む暗褐色土が自然堆積している。

遺物は撃西壁近くの覆土から撃縄文土器の目線部84片◎胴部摘片魯底部且3片が出土している。

本跡の時期は9　出土遺物から縄文時代後期中葉ごろと考えられる。

出土土器

第罪◎調号住居跡出立土器観察泰

図版番 号 器　 種 法量 （cm ） 器　 形　 の　 特　 徴　 及　 び　 文　 様 胎土 。焼成 ・色調 備　 考

第132回 香炉形土器 A　 5 ．8 胴 部が大 き く膨 らみ撃　頸 部か ら目線にか けてほぼ直立 砂粒 e長石 。石英 40％

P － 6 6

B　 8 ．0 に立ち上が って いる。胴部 には争　大 きな突起状 の癌 が 4 良好

1

C （5 ．8） か所配 され， その 中間 に小 突起状 の癌 が配 され ている。

小 突起 の周囲 にはき　三 角形 の切 り込 み孔が 4 か所 ずつ配

されてい る。孔の周囲 に も小突起 が配 され，隆帯 を弧状

に貼付 してサ文様帯 をつないでい る。また頸部 に 7 か軌

口唇部に 8 か所の突起 を配 してい る。底部 は卿付 き底 で

ある。

褐灰 色

ミニチ ュア A　 4．8 底 部か ら内攣 して立 ち上 が っている。 目線 は不規則 な 砂粒 ・長石 ・石英 80％

P － 5 9

土器 B （6．15） 波状 目線 を呈 し9　突起 を有 してい る。胴部文様帯 には， 普通

2 弧状 の沈線が施 され ている。粗製 土器で，内面 には，輪

積痕 が多数認 められ る。胴 部外面に一部朱が付着 してい

る。

にぷい褐色

3

深鉢形土器 B （7 ．0） 無文の尖底土器である。尖底部か ら内鸞 して立 ち上がっ 砂粒 ・雲母 ・長石 10％

P － 4 2

C　 O．8 てい る。粗製土器 である。 石英

普通

褐 灰色

第132図4～温5は撃第29◎30号住居跡から出土した縄文土器片の拓影図である。鋸お波状日録

部片で9　内面には波状に沿って鼠条の沈線を施し9外面には斜位の沈線を施している。5は争　口

唇部に2条の沈線を施している浅鉢形土器の目線部片である。6は撃　口唇部に感状突起を有する

ロ綾部片で撃横位に沈線を巡らし撃列点刺突文撃帯状縄文を施している。7は撃波状目線部片で撃

波頂口唇部にキザミ目を施し91条の沈線を波状に区画し撃　区画内には磨り消しを施している。

8は9波状目線部片で9　日緑にはキザミ目を施し9波頂部から列点刺突文を垂下させているC　9

158　－



は，壷形土器の胴部から酎βにかけての土器片で，頚部には列点刺突文を施している。胴部には

横位の平行沈線を巡らし，縦位の隆帯を貼付して沈線を区切っている。10は，隆帯と沈線を巡ら

している口綾部片で，口縁直下を無文帯とし，以下に縄文を施文している。11は，口緑部から胴

部にかけての土器片で・横位の沈線を施し，沈線間にキザミ目を巡らしている。胴部には癖状突

起を貼付し・キザミ目を施している012・13は口緑部片で，12は，口緑直下に1条の沈線を巡ら

し，以下には・縄文地文上に斜位の沈線を施している。13は，口唇部に1条の沈線を施し，口緑

直下に細い隆帯を施している0以下には粒の大きい縄文を施している。14・15は胴部片で，14は，

櫛歯状施文具により斜位の条線文を描いている。15は，斜位の平行沈線を施している。

坊㈲明間哩敷望一

良忘盛恋廻懸
こ史更訂盟駁遣虹想鱈票ゴ

9

意下意

‾鴫理喝町野町誉ニ
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第132図　第29・30号住居跡出土土器実測図・拓影図
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第魂節　漉　　　蟻

当遺跡において，番号を付して調査した土坑の数は340基である。これらの土坑の内，調査中に

1基として調査した土坑が，整理の段階で遺構の状況等を詳細に検討した結果，重複しているこ

とが判明したりしたため，最終的に土坑として整理した数は344基である。その内，主な土坑につ

いて概要を記述し，他は一覧表にして掲載した。

第9号土坑（第133図）

本跡は，調査区北東部のB5b9区を中心に確認された土坑で，第2号住居跡の北東側2mに位置

している。本跡の上部には9　第9号配石が検出されている。

平面形は，長径2．02ヱu◎短径1．76mの不整楕円形を呈し，長径方向はN－700－Eを指している。

壁は砂質のロームで軟らかく底面近くで外側に膨らみをもつ袋状土坑である。確認面から深さは

84cmで，底面は平坦である。覆土は，黒褐色土が主体で5層からなり，上層◎下層には砂粒を少

量含む黒褐色土が堆積し，中層に褐色土がブロック状に検出され，人為的に埋めもどされた状態

で堆積している。

ノ′．与え、ノノノ凍言　　　　′、　、ノ・ノ　′　′．、、．′、ノ、勇ノご・・∴宣ノ∴　　、、ら）主！、

土偶の胴部と，注目部欠損の注目土器（第159図1）が，つぶれた状態で覆土上層から出土してい

る。

第22号土坑（第134図）

′　，／′（／－　′ノ主　ぺ　書言　　　　　一ノ　　．了′、了、′十、ノノ・‘、．1一　′．′睾・．r・′て．′

本跡の南側には，第21号土坑，西側には第25号士坑が重複している。また，上部には，第22号配

石が検出されている。

平面形は，重複しているため長径1．96me短径1．52mの楕円形を呈するものと推定され，長径方

向はN－550－Wを指しているものと思われる。壁は砂質のロームで軟らかく，中段から底部にか

けて外側に膨らみをもつ袋状土坑である。確認面からの深さは96cmあり，底面は平坦である。覆

上′　　ノ　′　　′　ノ．・．．　　　　　‥．　′　　　∵：，　ン′　ノ＼∴∵工＼一一：さ・′二、〆

化粒子◎骨粉を少量含む黒褐色土，下層は褐色土が，人為的に埋めもどされた状態で堆積してい

る。

．　　　′．．・′了．．′、　′：　’　′　　　　　′′　　、．り　　、．言、二′ノ、－ノノノ′＼′了∫言二。三∴、く一

9），覆土下層から土偶の右脚部，東側壁際から小型の壷形土器（第160図11）と石鉄2点が出土

している。また，底部から長さ50cm，幅30cmほどの石が出土している。
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第割考量坑つ第且35図）

本跡は9調査区東部の迅5e9区に確認された土坑で9第3号住居跡の南西側約3mに位置してい

る。本跡の確認面から3mほど南側には撃半径2mほどの範囲で9鹿角の細片が多量に出土してい

る。

平面形は，長径且。mmの短径鼠。06mのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで硬く9　ほぼ垂

直に立ち上がり9　円筒形状を呈している。確認面からの深さは約鍼cmあるが9水が湧き出して調

査は困難をきわめた。覆土は8層からなり9壁に近い部分は暗褐色を呈しているが撃　中心部に黒

褐色土の層がブロック状に入り込んで9　明らかに人為的に埋めもどされた状態を呈している。遺

物は管覆土全体に炭化物撃獣骨片を含んでいたので撃覆土の水洗いをしたところ撃　多量の堅果類

の炭化物と鹿角片◎獣骨片を採集することができた。また9　覆土から縄文土器片223片が出土して

いるが普底面から鋼cmほど上部の覆土から土偶の腰部が上向きの状態で温点出土している。

第椛尊堂坑（第且38図）

本跡は9調査区中央部南側の迅地区に確認された土坑で9第温2号住居跡の西側2mに位置して

いる。

平面形は撃長径且。の5m◎短径0。90mのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで硬くタ　ほぼ垂

直に立ち上がり9円筒形状を呈している。確認画からの深さは且20cmあり底面は皿状を呈している。

底部からは径20cmほどの河原石が数個出土している。覆土は6層からなっているが撃　中央部に炭

化物を多量に含む黒色土が撃　下層には炭化粒子と細かい骨片を含む褐灰色土が撃人為的に埋めも

どされた状態で堆積している。

遺物は争底部から人頭大の石が3個寄せた状態で出土しただけで撃　土器片は出土しなかった。

第76号土坑（第138図）

本跡は，調査区中央部南側の迅離9区に確認された土坑で9第8号住居跡の東側且mに位置してい

る。

平面形は9長径且。48m◎短径温。42mの不整円形を呈している。壁は砂質のロームで硬く9　ほぼ垂

直に近い状態で立ち上がり，円筒形状を呈している。確認面からの深さは且40cmほどあり9底面は

平坦である。覆土は8層からなっているが9　黒褐色土が底部まで堆積しており9　中層に一部褐色

土の堆積がみられ，明らかに人為的に埋めもどされた状態で堆積していることがわかる。また9

覆土には全体的に炭化粒子が多量に含まれており9　底面から50cmほど上位にはタ　径20cmほどの河

原石が2個出土している。

遺物は9　覆土から深鉢形土器の底部（第1飢図摘）と縄文土器片45片が出土している。
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第77号土坑（第138図）

本跡は，調査区中央部南側のB4f9区に確認された土坑で9第76号土坑の南側且mほどに位置して

いる。本跡の南側には9　第78号土坑が重複している。

平面形は，長径温。20m◎短径0．95mの不整円形を呈している。壁は砂質のロームで硬らほぼ垂

直に立ち上がり9円筒形状を呈している。確認面からの深さはmOcmほどあり撃底面は皿状を呈し

ている。覆土は6層からなり9上層から下層まで黒褐色土が堆積しているが撃　中層に一部暗褐色

土の堆積がみられ9人為的に埋めもどされた状態で複雑に堆積している。また9覆土には全体的

に炭化粒子◎骨粉が少量含まれている。

遺物は撃覆土中から粗製の鉢形土器（第温飢図蟻）がつぶれた状態で出土し9縄文土器片56片と撃

底面から径20cmほどの河原石が出国出土している。

第ア8号豊琉（第五38図）

本跡は9調査区中央部南側のB鴫区を中心に確認された土坑で9第鼠2号住居跡の西側温mに位置

している。本跡の北側には9　第77号土坑が重複している。

平面形は9長径1。37m⑳短径0。95mの不整円形を呈している。壁は砂質のロームで硬く撃ほぼ垂

直に立ち上がり9円筒形状を呈している。確認面からの深さは鼠22cmあり9底面は皿状を呈してい

る。覆土は6層からなり9下層に炭化粒子を含む黒褐色も　中層に炭化粒子◎骨粉を含む暗褐色

も上層に炭化粒子を含む砂質の黒色土がそれぞれ堆積している。覆土の堆積状態は9層ごとに

段状に重なっており，自然に堆積したものとは考えられない。

遺物は，覆土から縄文土器片57片と争石錐1点が出土し9　また9底面からは9径15cmほどの丸

い河原石が1個出土している。

第8盈尊皇坑（第温39図）

本跡は9調査区中央部南側のB4g9区を中心に確認された土坑で9第且4号住居跡の西側2mに位置

している。本跡の南側には，第m号住居跡が重複している。

平面形は，長径信32m◎短径0．97mの不整円形を呈している。壁は砂質のロームで硬く9ほぼ垂

直に立ち上がり，円筒形状を呈している。確認面からの深さは90cmあり9底面は皿状を呈してい

る。底面には，握りこぶし大の石から径20cmほどの石が9個敷きつめてある。覆土は7層からな

り，下層には炭化粒子を含む灰褐色も　中層から上層に炭化粒子を多量に含む黒色土が9人為的

に埋めもどされた状態で堆積している。

遺物は9　覆土から縄文土器片姐片が出土している。
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第84号土坑（第139図）

本跡は9　調査区中央部南側のB触9区に確認された土坑で普　第25号住居跡の南側3mに位置して

いる。本跡は9第8号住居跡の東側に重複しており9本跡の東側には第且09号土坑が重複している。

平面形は9　長径且。60m◎短径温。Omの楕円形を呈し撃　長径方向はN…730－Eを指している。壁は

砂質のロームで硬もほぼ垂直に立ち上がり撃円筒形状を呈している。確認面からの深さは約五00

cmあり撃　底面は皿状を呈している。覆土は5層からなり撃　中層から下層にかけて炭化粒子◎骨粉

を含む暗褐色土9　上層には炭化粒子◎骨粉を含む黒褐色土が堆積している。堆積の状態は9　人為

的に埋めもどしたものと考えられる。

遺物は撃　覆土上層から縄文土器片63片が出土している。

第112号土坑（第141図）

本跡はタ調査区中央部南側のB離8区に確認された土坑で9第25号住居跡の南側4mに位置してい

る。本跡は9　第8号住居跡の南側に重複している。

平面形は9　長径且。28m◎短径0。93mの楕円形を呈しタ　長径方向はN－且60－Wを指している。壁

は砂質のロームで硬ら　垂直に立ち上がり撃　円筒形状を呈している。深さは約98cmあり9　底面は

平坦である。覆土は8層からなり撃　中層と下層は炭化粒子を含む黒褐色土9　上層の下部は炭化粒

子を含む暗褐色土管　上部には同じく黒褐色土が堆積している。堆積の状態は複雑で昏　明らかに人

為的に埋めもどされた状態を呈している。

遺物は9　覆土中から縄文土器片53片と石鉢2点が出土している。

第急呈4号土塊（第1姐図）

本跡は9　調査区中央部南側のB5gl区に確認された土坑で撃第鼠4号住居跡の東側1mに位置して

いる。

平面形は撃　長径温。3のm◎短径鼠。Omの不整楕円形を呈し撃　長径方向はN－470…Wを指している。

壁は砂質のロームで硬ら　外傾して立ち上がっている。確認面からの深さは約80cmありタ　底面は

凹凸がはげしら　握　こぶし太から人頭大の石を18個敷きつめている。覆土は6層からなり9　炭

化粒子を含む黒褐色土が主に堆積しているが学　中層の一部に褐色土がブロック状に，人為的に埋

めもどされた状態を呈している。

遺物は9　覆土上層から縄文土器片75片と9　中層から堅異類の炭化物が出土している。
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第130号土坑（第143図）

本跡は争　調査区中央部北側のÅ5j。区に確認された土坑で9　第5号住居跡内に重複している。

平面形は9長径且。且Ome短径0。97mのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで硬く9底面近

くで外側に膨らんでおり9　いわゆる袋状土坑となっている。確認面からの深さは80cmあり9底面

からは，握りこぶし大から人頭大の石が且3個出土している。大きい石は9　平坦な面を上にして出

土している。覆土は9上層に炭化粒子◎骨粉を少量含む黒褐色土が堆積し9　中層◎下層には9　炭

化粒子を少量含む褐色土◎暗褐色土が複雑に堆積し9　人為的に埋めもどされた状態を呈している。

遺物は9　覆土上層から縄文土器片舶片が出土している。

第139号土坑（第143図）

本跡はタ調査区中央部北側のA5j5区に確認された土坑で9第温30号土坑の東側9mほどの緩やか

な傾斜地に位置している。

平面形は9長径且。08m◎短径且．05mの不整円形を呈している。壁は砂質のロームで硬く9形状は

中程で外側に膨らみを有するいわゆる袋状土坑である。確認画からの深さは且輌cmで9底面は平坦

である。覆土は9　黒褐色土と暗褐色土が中心で9層からなっている。上層には炭化粒子を含む黒

褐色土争　中層には炭化粒子を多量に含み9　砂質ロームの小ブロックを含む黒褐色土9　下層には争

炭化粒子を多量に含み争　砂質ロームがまだらに入っている暗褐色土がぅ　人為的に埋めもどされた

状態で堆積している。

遺物は9　覆土から縄文土器片306片が出土し9　底部から深鉢形土器（第鼠62図33）が出土してい

る。

第158号土坑（第144図）

本跡は9調査区中央部のÅ4j。区を中心に確認された土坑で9第25号住居跡の北東側8mに位置し

ている。

平面形は9長径2．20m◎短径2．0mの不整円形を呈し9当遺跡の土坑の中でも最大のものである。

壁は砂質のロームで硬く，断面形状は9　中程で大きく括れタ　しかも底部近くで外側に膨らみを有

するいわゆる袋状土坑である。確認面からの深さは且60cmで9底面は平坦である。覆土は9黒褐色

土と暗褐色土が中心で8層からなっている。上層には9　炭化粒子◎骨粉を多量に含む黒褐色土9

中層には炭化粒子少量，骨粉を多量に含む暗褐色土夕　下層には骨粉を多量に含む黒褐色土が人為

的に埋めもどされた状態で堆積している。

遺物は9底部から縄文土器片80片と9握りこぶし大の石6個9人頭大の石1個が出土している。

第170号土坑（第145図）
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本跡は　調査区中央部西側のB触7区を中心に確認された土坑で撃第25号住居跡の中に重複して

いる。

平面形は　長径・鵬m◎短径。帯mのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで軟らかく学外

傾して立ち上がっている。確認面からの深さは8鹿mで　底面は皿状を呈している。覆土は9全体

に骨粉を多量に含む黒色土が堆積し普壁際にはローム粒子を含む褐色土が堆積している。覆土の

状態は争　埋めもどしによる堆積と思われる。

遺物は撃覆土から縄文土器片が4片出土し撃底部から握りこぶし大の石が招固出土している。

第178号土坑（第145図）

本跡は撃調査区南西部のB鴫区を中心に確認されたま坑で9第25号住居跡の西側且2mに位置し

ている。本跡の南側には第器号土坑が重複している。

平面形は　長径・桁m◎短径・霊mの不整円形を呈している。壁は砂質のロームで撃遺跡中央部

の土坑の壁に比較していくらか軟らかく撃壁の中程で外側に膨らみを有する袋状土坑である。確

認面からの深さは鼠摘cmで　底面は平坦である。覆土は撃上層に炭化粒子◎骨粉を少量含む黒褐色

土が9　申◎下層には撃炭化粒子◎骨粉を少量含む暗褐色土が撃人為的に埋めもどされた状態で複

雑に堆積している。

遺物はラ覆土から縄文土器片購5片が出土し9底部から握りこぶし大から人頭大の石が頼固重な

り合うようにして出土している。また撃石の間から9　ミニチュア土器の壷（第鼠63図38）と撃　ミニ

チュアの浅鉢形土器　第蟻図欝　が出土している。

第且8磯尊堂琉（第掴図）

本跡は撃調査区南西部のB4C4区を中心に確認された土坑で撃第25号住居跡の西側且Omに位置し

ている。

平面形はラ長径2・の2mの短径乱．30mの不整楕円形を呈し9長径方向はN－370－Eを指している。

壁は砂質のロームで撃軟らから　形状は中程で括れ普底面近くで外側に膨らみを有するいわゆる

袋状土坑である。確認面からの深さはⅢ触mほどで9底面は皿状である。覆土は9黒褐色土が主体

で4層からなっており9上層◎中層に9炭化粒子◎骨粉を少量含む黒褐色も下層に9炭化粒子◎

骨粉を少量含む暗褐色土が人為的に埋めもどされた状態で堆積している。

遺物はタ底部から握りこぶし太の石3胤人頭大の石2個と縄文土器片55片が出土している。
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第185号土坑（第146図）

本跡はラ調査区南西部のB蝕。区に確認された土坑で　第霊号住居跡の北東側2mに位置してい

る。

平面形は　長径。蟻m◎短径且。06mのほぼ円形を呈している。壁は9砂質のロームで比較的軟ら

かい。形状は底面近くで外側に膨らみを有するいわゆる袋状土坑で撃確認面からの深さは84cmあ

り撃底面は皿状を呈している。覆土は9黒褐色土が主体で3層からなり9上層には骨粉を少量含

む黒褐色も下層には炭化粒子を含む黒褐色土が人為的に埋めもどされた状態で堆積している。

遺物は撃　底部から握りこぶし太の石6個と　縄文土器片摘片を出土している。

第摘尊皇坑（第摘図）

本跡は撃調査区中央部南側のB蛾区を中心に確認された土坑で撃第25号住居跡の西側2mに位

置している。

平面形は9長径2誰m◎短径。鮒mのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで硬ら外傾し

て立ち上がっている。確認面からの深さは88cmほどを有し9　底面は平坦である。覆土は暗褐色土

が主体で4層からなり9南側上層にローム粒子を多量に含む褐色土が9　それ以外の各層には炭化

粒子を少量含む暗褐色土◎極暗褐色土が人為的に埋めもどされた状態で複雑に堆積している。

遺物は撃底部から磨石温風卵太の石2個9人頭大の石1個と縄文土器片且4片が出土している。

土坑の性格等については不明である。

第臓尊堂坑（第五47図）

本跡は撃調査区南西部のB4b5区を中心に確認された土坑で撃第25号住居跡の西側6mに位置し

で主ヽス
＼－1　くゝノ○

平面形は9長径温。25m◎短径。mmの不整円形を呈している。壁は砂質のロームでラ比較的軟ら

から底面近くで外側に膨らみを有するいわゆる袋状土坑である。確認面からの深さは鼠08cmほど

で，底面は平坦である。

覆土は，暗褐色土を主体として5層からなりラ炭化粒子◎ローム粒子を少量含む黒褐色土が上

層から中層まで入り込んでいる。また9　中層の一部と下層に炭化粒子を少量含む暗褐色土が人為

的に埋めもどされた状態で堆積している。

遺物は9底部から握りこぶし大の石が1個出土し9覆土中から縄文土器片が23片出土している。

第摘尊皇坑（第146図）

本跡は9調査区南西部のB蝕6区に確認された土坑で9第25号住居跡の北西側4mに位置してい
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る。本跡の南側には彗　本跡によって壁を切られた第236号土坑が重複している。

平面形は9長径1．25m◎短径且．20mの円形を呈している。壁は砂質のロームで9軟らかく9断面

形状は底面から50cmほど垂直に立ち上がり撃　さらに外傾して立ち上がっている。確認画からの深

さは90cmほどで9底面は平坦である。覆土は9　黒褐色土を主体として8層からなり撃　上層には9

骨粉⑳炭化粒子を少量含む黒褐色土管　中層には9　骨粉◎炭化粒子を少量含む暗褐色土が堆積し撃

暗褐色土の西側には黒褐色土が入り込んでいる。下層にはラ　骨粉を少量含む暗褐色土が堆積して

いる。いずれも人為的に埋めもどされた状態を呈している。

遺物は，覆土から縄文土器片が24片出土している。

第摘号豊琉（第且47図）

本跡は9調査区西部のB地区に確認された土坑で9第25号住居跡の北西側4mに位置している。

本跡の南側には，第235号土坑が重複している。

平面形は9長径1。20m◎短径且。温Omのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで比較的軟らか

ら　底面近くで外側に膨らみを有する袋状土坑である。確認面からの深さは郁cmで　底面は平坦

である。覆土は暗褐色土を主体にして4層からなり撃上層◎中層にはローム粒子を多亀骨粉を

少量含む暗褐色土が堆積し撃　上層と中層の間に褐色土が複雑に入り込んでいる。下層には撃炭化

粒子を少量夕　骨粉を少量含む黒色土が堆積している。全体的な堆積の状態はラ　人為的に埋めもど

された複雑な状態を呈している。

遺物は9　覆土から縄文土器片摘片と　底部から握りこぶし大の石が2個出土している。

第202号土坑（第155図）

本跡は9調査区中央部西側のB触7区に確認された土坑で9第25号住居跡の北側4mに位置して

いる。本跡の南東側には9本跡によって覆土を削除された本跡よりも古い，第294号土坑が重複し

ている。

平面形は撃　長径且。35m◎短径鼠。Omの不整円形を呈している。壁は撃　砂質のロームで軟らから

垂直に立ち上がっている。確認面からの深さは粥cmで　底面は平坦である。覆土は撃　上層に炭化

粒子を少量含む黒褐色土撃　中層には炭化粒子◎骨粉を少量含む極暗褐色土9　下層には炭化粒子を

多量に含む黒褐色土が階段状に堆積しており9　人為的に埋めもどされたものと考えられる。

遺物は，覆土から縄文土器片11片が出土している。

第211号土坑（第148図）

本跡は9調査区西部のA凝4区に確認された土坑で9第23号住居跡の北西側4mに位置している。
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平面形は，長径1．40m・短径1．25mのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで，比較的軟ら

かく，ほぼ垂直に立ち上がり，円筒形状を呈している。確認面からの深さは110cmで，底面は平坦

である。覆土は4層からなっており，上層と下層に炭化粒子を少量，骨粉を多量に含む暗褐色土，

中層に炭化粒子を少量，骨粉を多量に含む黒褐色土が，人為的に埋めもどされた状態で堆積して

いる。

遺物は，底部から卵大から握りこぶし大の石7個が出土し，覆土から縄文土器片が22片出土し

ている。

第219号土坑（第149図）

本跡は調査区西部のÅ朝区を中心に確認されたま坑で9第23号住居跡の北東側3mに位置して

いる。

平面形は，長径1．10me短径1．0mの円形を呈している。壁は，砂質のロームで比較的軟らかく，

垂直に立ち上がり，円筒形状を呈している。確認面からの深さは110cmで，底面は平坦である。覆

土は黒褐色土を主体に5層からなり，上層・中層には，炭化粒子を少量含む黒褐色土が，下層に

は，炭化粒子を含む極暗褐色土が人為的に埋めもどされた状態で堆積している。

遺物は，覆土から縄文土器片3片と，底部から卵大の石4個，人頭大の石4個が平坦に並べた

状態で出土した。

本跡は，上部に第153号配石遺構が検出されており，配石と関係のある土坑と考えられる。

第222号土坑（第150図）

本跡は管調査区西部のÅ4j7区に確認された土坑でタ第25号住居跡の北側且Omに位置している。本

跡の東側には第241号土坑が重複しているがラ　新旧関係は不明である。′′’‘ノ■　　‾　一′　　／l　、lノ‘ヽ■　．　－　t、一‾　′′l‘一‘．‾　‘‾　‾‾．　－t′　－　ノ　】．▼　　・・一一t・一lこ一′ヽ．　ヽ．′　　　　、　　　　　　　　、一°′　．▼　　　7　　　11′l l　　【　　lJ’1‾■　l′l t　．、‾‘　l　　　　／‘J I l　一′　　、‾．　lJ

平面形は，長径1．70m・短径1．50mの不整円形を呈している。壁は砂質ロームで軟らかく，底面

近くで外側に膨らみを有する袋状土坑である。確認面からの深さは90cmで，底面は平坦である。

覆土は上層に炭化粒子を多量9　骨粉を少量含む暗褐色土9　中層に炭化粒子を多量9　骨粉を少量含

む黒褐色土，下層には，炭化粒子を含む褐色土に，ローム土がまだらに入り込んで複雑に堆積し

ている。

遺物は9　覆土から縄文土器片87片が出土し9　底部からは卵太から握りこぶし大の石が且0個出土

している。

第224号土坑（第150図）

本跡は9調査区中央部西側のÅ4j8区を中心に確認された土坑で9第25号住居跡の北側9mに位置

一ノー1168一一一一l



している。

平面形は　長径。鮒m◎短径且。35mの不整円形を呈している。壁は砂質のロームで比較的軟らか

く撃　南側の一部が底面近くで外側に膨らみ袋状を呈しているが撃他はほぼ垂直に立ち上がってい

る。確認画からの深さは錮cmで　底面は平坦である。覆土は黒褐色土を主体に4層からなり診壁

際にローム粒子を多量に含む褐色土管他は撃骨粉◎炭化粒子を少量含む黒褐色土が撃　ほぼ全体に

自然堆積の状態を呈している。

遺物は撃底部から卵太から握りこぶし夫の石飢個と　覆土からつぶれた深鉢形土器第蟻図氾）

と縄文土器片267片が出土している。

第229号土坑（第150図）

本跡は撃調査区西部のÅ射区に確認されたま坑で　第2号住居跡の北東側　mに位置している。

平面形は　長径の郁m◎短径鼠。55mのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで比較的軟らか

も底面近くで外側に膨らみを有し撃　わずかに袋状を呈している。確認面からの深さは粥cmで底

面は平坦である。覆土は暗褐色土が主体で7層からなり撃上層には炭化粒子◎骨粉を多量に含む

黒褐色も　中層には炭化粒子◎骨粉◎ローム粒子を多量に含む暗褐色も下層には炭化粒子◎ロー

／、虫†二乙え．4♪富今オp睦姐存1」一ネヾ七百重任7．▼1　さ′1二1ヱ，　八　一坂出17∵†1・田　入、しざ｝↓1寸ゝ、ト幸台巨巾脱毛室l　｝プP，、プ
■‾1′I－リ」」　C・ノ／ヨ邑［コU HHl一喝し⊥⊥ノJ《lクこイ唱二い－／＼ン’JC上斗㌧（，　ノ＼イ可HJ V」ノ：土叶ノ　U J C＝4し／」1ノ＼尺B LJI土1只し′　し　VJ Q o

遺物は撃東壁際の底部から握りこぶし太の石　個　覆土上層から縄文土器片霊片が出土してい

る。

第230号土坑（第150図）

本跡は9調査区西部のÅ蟻区を中心に確認された土坑で撃第23号住居跡の北東側8mに位置して

いる。本跡の東側半分には第3礪号土坑が重複している。

平面形は撃径温・50mの円形を呈している。壁は砂質のロームで比較的軟らかく学外傾して立ち上

がっている。確認画からの深さは渕cmで底面は第諏号土坑によって半分以上が切られているが9

残存部分は平坦である。覆土はラ黒褐色土を主体に5層からなり讐上層◎中層に骨粉を少量含む

黒褐色土撃下層にローム粒子を少量含む暗褐色土が自然堆積の状態で堆積している。

遺物は9　覆土から縄文土器片が35片出土している。

第232号土坑（第151図）

本跡は普調査区西部のÅ蝕6区を中心に確認された土坑で撃第26号住居跡の南側3mに位置して

いる。本跡の東側には第23五号土坑が重複しているが9　新旧関係は不明である。

平面形は9長径1・75m◎短径温・70mのほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで比較的軟らか
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く撃底面からほぼ垂直に立ち上がり撃　中程から上は外傾して立ち上がっている。確認面からの深

さは96cmで撃　底面は平坦である。覆土は9　黒褐色土を主体として6層からなり9　上層◎中層は撃

炭化粒子を多量◎骨粉を少量含む黒褐色土9　下層には炭化粒子を少量含む黒褐色土が堆積しう　そ

の上部にローム粒子を多量に含む褐色土が入り込みラ　人為的に埋めもどされた状態で複雑に堆積

している。

遺物は撃　覆土から縄文土器片39片が出土している。

第255号土坑（第153図）

本跡は撃調査区北西部のÅ蝕7区に確認された土坑で　第錆号住居跡の南東側3mに位置してい

る。本跡の東側には第256号土坑が重複しているが撃　新旧関係は不明である。

平面形は9径鼠。05mの円形を呈している。壁は砂質のロームで比較的軟らかく撃ほぼ垂直に立ち

上がり円筒形状を呈している。確認画からの深さは且06cmで9底面は平坦である。覆土は黒褐色土

を主体に5層からなり9　上層◎中層には炭化粒子◎骨粉を多量に含む黒褐色土管　下層には炭化粒

子を多量に含む褐色土が段状に堆積している。

遺物は9覆土から縄文土器片が189片9底部から卵大の石2個学人頭大の石2個が出土している。

第257号土坑（第153図）

本跡は9調査区中央部北側のA4豆。区に確認された土坑でタ第25号住居跡の北東側温3mに位置して

いる。

平面形は9長径且。55m⑳短径1。購mにほぼ円形を呈している。壁は砂質のロームで軟らかく9　中

程で括れ9底面近くで外側に膨らみを有する袋状土坑である。確認面からの深さは1郁cmで　底面

は酢状を呈している。覆土は黒褐色土が主体であり学　上層には撃　炭化粒子◎骨粉を少量含む黒褐

色土9　中層には炭化粒子を少量含む暗褐色土管　下層には炭化粒子を少量含む黒褐色土が人為的に

埋めもどされた状態で堆積している。

遺物は9　底部から縄文土器片息3片と9　底部の中央部から9　人頭大の石が1個出土している。

第271号土坑（第154図）

本跡は9調査区北西部のÅ4豆7区を中心に確認された土坑で9第25号住居跡の北側鼠4mに位置して

いる。本跡の南西側には第227号土坑が重複しているが撃　新旧関係は不明である。

平面形は管　長径1．52m◎短径温．15mの楕円形を呈し，長径方向はN－800－Wを指している。壁

は砂質のロームで比較的軟らかく9外傾して立ち上がっている。確認面からの深さは且00cmで9底

面は平坦である。覆土は黒褐色土を主体として9　上◎中層には骨粉を少量含む黒褐色土9　下層に
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はローム粒子を少量含む暗褐色土が昏　人為的に埋めもどされた状態で堆積している。

遺物は9　覆土から縄文土器片402片と底部から握りこぶし太の石が散在的に8個出土している。

第3別号連銭つ第158図）

本跡はタ調査区北西部のA離7区を中心に確認された土坑で9第28号住居跡内に重複している。

また9　本跡の西側には第3且9号土坑が重複しているが9　新旧関係は不明である。

平面形は撃長径且。82m◎短径且。45mの不整円形を呈している。壁は砂質のロームで軟らかく撃垂

直に立ち上がっているが撃　西壁は9底面近くで外側に膨らみを有する袋状を呈している。確認薗

からの深さは粥cmで　底面は平坦である。覆土は黒褐色土を主体にして7層からなっており撃　上

層に炭化粒子⑳骨粉を少量含む黒褐色土撃　中層に砂粒を多量に含む褐色土撃　下層に炭化粒子を多

量に含む極暗褐色土が撃　人為的に埋めもどされた状態で複雑に堆積している。

遺物は撃　覆土から縄文土器片75片が出土している。

第336号土坑（第158図）

本跡は昏　調査区西部のÅ蟻区に確認された土坑で誓　第23号住居跡の北側7mに位置している。

平面形は，径0．5mの円形を呈している。壁は砂質のロームで軟らかく，開口部近くで括れ。底ムで軟らかく，開口部近くで括れ，底

面近くで外側に膨らみを有する袋状土坑である。確認面からの深さは84cmで撃底面は平坦である。

覆土は暗褐色土を主体にして5層からなり9上層に炭化粒子を少量含む褐色土管中層に炭化粒子◎

骨粉を少量含む暗褐色土ラ　下層に砂粒を少量含む暗褐色土が9　人為的に埋めもどされた状態で堆

積している。

遺物は撃　底部から握りこぶし大の石1個が出土しただけである。
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真　　二定言、一一烹義　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日

土　坑
番　号 位置 長径方向 平面形

規　　　　 模 I 壁面
底面 覆土 形態 出　土　遺　物 備　 考

図版
番号長径×短径柚深さ（cm

SK－1 B4f7 X－23ナーW 不整楕円形 1．71×1．16 58 ゆるやかに
立ち上がる凹凸 人為 A H b 土器片，39点 SIlと重複 133

2 Å5j7 円　　　 形 1．16x l．03 48 外傾 平坦 自然 A Ila 土器片66点，石器5点 底部に石 133

3 B5b9 N…4㌢⊥W 不整楕円形 1．79x l．03 36 外傾 凹凸 自然 A Ila 土器片86点，石器1点 底部に石 133

4 B5b9 N…5㌢⊥W 楕　円　形 1．37×1．07 32 外傾 凹凸 自然 A IIa 土器片42点言堀之内） 133

5 B5b8 円　　　 形 1．52×1．25 44 垂直 ゆるい
起　伏

自然 B H a
（堀之内）

土器片60点，石器2点
底部に石 133

6 B5b8 円　　　 形 1．17×0．98 24 外傾 ゆるい
起　伏自然 A IIa 土器片39 点言堀之内） 133

7 B5b8 円　　　 形 1．05×0．94 54 垂直 平坦 自然 B Ilb 土器片107点言堀之内） 133

8 B5b8 円　　　 形 1．02×0．96 44 外傾・平坦 人為 A IIa 土器片29点9石器2点 底部に石 133

9 B5b9 N－70ぐ－E 不整楕円形 2．02×1．76 84 袋状 平坦 人為 C IHb
（堀之内）

土器片144点，石器6点
底部に石 133

10 B5b8 不整円形 0．65xO．52 56 外傾 皿状 人為 A I b 土器片12点言堀之内） 底部に石 133

11 B5C9 不整円形 1．32×0．94 34 垂直 平坦 人為 B Ila
（大木）

土器片66点，石器1点 134

12 B5d8 円　　　 形 0．50xO4 5 66 垂直 平坦 人為 B I b 土器片4点言加曽利B） 133

13 B5C9 円　　　 形 0．86×0．73 60 垂直 ゆるい
起　伏 自然 B I b

（堀之内）
土器片80点，石器1点 S13と重複 133

14 B5C9 円　　　 形 0．47×0．43 60 垂直 平坦 人為 B I b 134

15 B5C9 N－3801 E 不整楕円形 0．88×0．52 50 外傾 皿状 自然 B I b （称名寺）
土器片20点，石器1点 134

16 B5C9 円　　　 形 1．03×0．90 80 垂直 ゆるい
起　伏

自然 B IIb 土器片72点，石器1点 底部に石 134

17 B5do N－900 楕　 円　形 1．10×0．84 36 外傾 平坦 自然 A Ila 土器片26点，石器1点 SI3と重複 134

18 B5d8 円　　　 形 0．56×0．53 66 外傾 皿状 自然 A I b 石器1点 134

19 B5C8 N－150－W 楕　 円　形 0．90×0．74 90 垂直 ゆるい
起　伏

人為 B I b 土器片42点，石器1点 S12と重複
底部に石 134

20 B5C8 N－76。－E 隅丸長方形 2．98×2．20 26 外傾 平坦 自然 D IIIa （堀之内）
土器片161点，石器1点

SI2と重複
底部に石 134

21 B5e8 N－77。－E 楕　円　形 1．56×1．33 92 袋状 平坦 人為 C I「b 石器2点 底部に石 134

22 B5d8 N－550－W 楕　円　形 1．96×1．52 96 袋状 平坦 人為 C Ilb （大洞A）
土器片5点，石器19点 底部に石 134

23

rヽ　J

B5d8

mr＿l

N－280－W 不整楕円形 1．46×1．07

…。、川m言

48

。ど！

外傾

仙′暗 I

平坦 人為 A Ila

n ，T，。1

（堀之内）
土器片194点，石器6点

。，。し舌鮨1

136

1つ⊂▼ヽ　　　J【JP　　　　T‾ヽけ仔IJl∵「‾十巾 Tr7キロ 農　もエ斗£）JL7 ⊥1－0斗　－ユ仰ノ入し⊥Lノ」仕ノ乙．OJ／＼∠∴∴JU 乙U ノ「l唄 「rtとまノ＼欄 ⊥ノ　⊥1111 J▲・こ　し＿　ヨ重工矢 ⊥LhJ

25 B5d8 N…480…E 楕　円　形 1．63×1．42 96 袋状 平坦 人為 C H b 土器片499点，石器8点 底部に石 134

26 B5d。 円　　　 形 0．88×0．73 28 外傾 平坦 自然 A I a 土器片140点言堀之内） SI3と重複 135

27 B5do 円　　　 形 0．80×0．78 28 外傾 平坦 自然 A I a 土器片97点言加曽利B） SI3と重複 135

28
桓

Y－498－E 楕　円　形 0．86米0．67 56 外傾 ゆるい
起　伏

自然 A I b
（堀之内）

土器片34点，石器1点 135

29
桓

N－68や－E 楕　円　形 1．64×1．26 40 外傾 ゆるい
起　伏 自然 A H a 川口曽利B）

土器片22点，石器2点 135

30 B5e8 N－330－W 楕　円　形 1．30×0．84 40 垂直 平坦 自然 B IIa 135

31 B5e9 円　　　 形 1．11×1．06 94 垂直 平坦 人為 B H b 土器片219点，石器6点 135

32 B5e9 N－62e－W 不整楕円形 1．24×0．79 40 外傾 凹凸 自然 A Ila 土器片95点，石器3点 136

33 B5do 円　　　 形 0．80×0．76 50 外傾 平坦 自然 A I b 土器片　点言加曽利B） SI3と重複 135

34 B5d9 N－570－E 楕　 円　形 1．39×0．75 70 外傾 皿状 自然 A IIb 土器片157点 136

35 B5d9 N－22㌧－E 不整楕円形 1．33×1．04 36 外傾 平坦 自然 A H a 土器片53点 136

－…－172－1lll



2
志‾‾耶 置

長径方向 平 面 形
規　　　　 模 ！壁面 極 面 桓 土 i 形態 出 土 遺 物 ！ 備 考 図版

番閂長径×短径毎 深さ（cm）
SK －36 桓

円　　　 形 0．63×0．75 52 垂直
平坦 ト 為

B I b 土器片68点
コテ

136

3 7 B 4 d9 円　　　 形 1．08×1．03 24 外傾 皿状 自然 A II a 土器片35点 S王3と重複
底部に石 135

38 B 5e8 N －330－W 楕　 円　 形 1．06 ×0．69 5 4 外傾 皿状 自然 A II b 土器片135点 135

39 B 5d 7 N －58。－W 不整楕円形 0．64×0．35 ． 50 外傾 皿状 自然 A I b
恒 5

恒 5

恒 5

40 B 5d7 N －740－ E 不整楕円形 0 ．76×0．52 44 外傾 ゆるい
起　 伏 自然 A I a 土器片45点

41 B 5d 7 N －118－W 不整楕円形 0．92×0．50 46 外傾 皿状 自然 A I a （堀之内）
土器片21点，石器 1点

42 B 5e 7 N －140－W 不整楕円形 0．82×0．64 54 外傾 皿状 自然 A I b （加曽利B ）
土器片37点，石器 2 占 135

43 B 5e7 N －840－E 不整楕円形 1．07 ×0．64 5 0 外傾 平坦 自然 A II b
ノIlヽ

土器片38点 135

44 B 5d 8 N －228－W 不整長方形 1．42×0．43 36 外傾 皿状 人為 D II a 土器片 8 点言堀之内） S王2 と重複 136

45 B 5C8 N －390－W 不整楕円形 1．21×0．62 36 外傾 平坦 人為 A II a 土器片12点 136

4 6 B 5 d9 不 整 円 形 0．51×0．52 56 垂直 平坦 人為 B I b 土器片 4 点 136

4 7 B 5e 7 N －600－W 楕　 円　 形 1．12 ×仇91 70 袋状 凹凸 人為 C Il b （加曽利B ）
土器片75点，石器 7 占 底部に石 136

48 B 5d 9 N －570－E 不整楕円形 0．94 ×0．44 68 垂直 平坦 人為 B I b
ノItヽ

（堀之内）
土器片18点，石器 1 点

底部に石 136

49 B 5e7 N －45 0－W 不整楕円形 1．30×0．70 80 垂直 皿状 人為 B II b 底部に石 136

13650 B 5d7 N －360－E 不　 定　 形 1．42×0 ．82 60 垂直
皿状 ト 為

E II b

5 1

l

B 4 f6

l

N －37。－E

l

楕　 円　 形

！

1．86×1．10

I

36 ！ 外傾 ．平坦 ！自然
A II a 土器片215点言大洞 C2） 136

52 B 4h 7 N －52。－W 楕　 円　 形 1．35 ×0．93 60 外傾 皿状 自然 A H b 底部に石 136

13 753 B 4h 8 不 整 円 形 2．18×1．72 5 0 外傾 皿状 自然 A IIl b 土器片229点，石器 6 点 底部に石

54 B 4g 7 円　　　 形 1．54×1．00 50 外傾 皿状 人為 A II b 土器片108点，石器 1 点 137

5 5 B 4 g8 不 整 円 形 2．61×2．40 44 外傾 皿状 自然 A IIla 土器片107点，（大洞 C2） 底部に石 137

56 B 4g 9 円　　　 形 1．48 ×L 16 94 外傾 皿状 自然 A II b （大洞 C2）
土器片106点，石器 2 占 底部に石 137

57 B 4g 8 N －540－E 不整楕円形 2．19 ×1．50 54 外傾 凹凸 自然 A III b
ノIlヽ

（大洞 C 2）
土器片313点，石器 2 占 137

58 B 4g 8 円　　　 形 1．23×1．12 134 垂直 平坦 人為 B II C
ノIlヽ

（大洞 C l）
土器片173点，石器 1 点

恒 7

恒 759 B 4f7 N －53 0－W 楕　 円　 形 1．42×L 14 148 垂直 凹凸 人為 B II c
lヽ

（大洞 C2）
土器片150点，石器 2 占

底部に石

60 B 4 f9 円　　　 形 1．02×0．92 130 垂直 皿状 人為 B II c
ノtlヽ

底部に石 137

6 1 B 4g 8 N －780－W 楕　 円　 形 0．95 ×0．65 44 外傾 皿状 自然 A I a 底部に石 137

62 B 4g 8 N －310－E 楕　 円　 形 1．25 ×0．82 34 外傾 皿状 人為 A II a 底部に石 137

63 B 4g 7 円　　　 形 1．54×1．00 46 外傾 皿状 人為 A II a 13 7

6 4 B 4g7 円　　　 形 1．00×0 ．80 74 垂直 皿状 人為 B Il b 底部に石 138

65 B 4g 7 円　　　 形 0．95×0．85 100 垂直 皿状 人為 B I c 138

66 B 4g 9 円　　　 形 1．05 ×0．90 12 0 垂直 皿状 人為 B II c 石器 1点 底部に石 138

67 B 4e7 不 整 円 形 1．25×1．00 2 6 外傾 皿状 自然 A H a 13 8

13 7

137

68 B 4f8 円　　　 形 0．85×0．74 116 垂直 皿状 人為 B I c

6 9 B 4g 8 円　　　 形 0．65×0．55 100 垂直 平坦 自然 B I c

70 B 5c l 円　　　 形 1．05×L OO 34 外傾 平坦 自然 A II a 土器片15点言加曽利B ） SI6と重複 138

1－－1一一一1731一一一一



（3）

土　 坑

番　 号
位 置 長 径 方 向 平 面 形

規　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土 形 態 出　 土　 遺　 物 備　 考 図 版

番 号長 径 × 短 径 柚 深 さ （cm ）

S K －7 1 B 5 b 2 N － 2 5 0－ E 不　 定　 形 2 ．16 × 0 ．9 2 7 0 外 傾 凹 凸 自 然 E III b 土 器 片 1 1 0 点 言 堀 之 内 ） S I 6 と 重 複 1 3 8

7 2 B 5 b 2 N － 3 5 0－ W 不 整 楕 円 形 1 ．7 2 × 1 ．1 7 9 0 外 傾 平 坦 人 為 A H b
（加 曽 利 B ）

土 器 片 4 1 6 点 ，石 器 3 点
S I 6 と 重 複
底 部 に 石 1 3 8

7 3 B 5 C 2 N － 4 5 0－ W 、楕　 円　 形 1 ．8 5 × 1 ．2 5 9 0 垂 直 皿 状 人 為 B H b （堀 之 内 ）
土 器 片 4 2 4 点 ，石 器 4 点

S I 7 と 重 複
底 部 に 石 1 3 8

7 4 B 5 C 2 円　　　 形 1 ．0 3 × 0 ．9 9 6 6 外 傾 皿 状 人 為 A Il b
（加 曽 利 B ）

土 器 片 1 6 6 点 ，石 器 4 点
S I 6 と 重 複 1 3 8

7 5 B 4 C 。 円　　　 形 1 ．3 5 × 1 ．2 5 5 0 外 傾 平 坦 人 為 A Il b

7 6 B 4 f9 不 整 円 形 1 ．4 8 × 1 ．4 2 1 4 0 垂 直 平 坦 人 為 A II c
（大 洞 B C ）

土 器 片 4 2 点 9 石 器 1 点
底 部 に 石 1 3 8

7 7 B 融 9 不 整 円 形 1 ．2 0 × 0 ．9 5 1 1 0 垂 直 皿 状 人 為 B H c （大 洞 B ）
土 器 片 5 3 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 3 8

7 8 B 4 f 9 N － 2 0 0－ W 楕　 円　 形 1 ．3 7 × 0 ．9 5 1 2 2 垂 直 皿 状 人 為 B II c 土 器 片 5 5 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 3 8

7 9 B 4 h 。 円　　　 形 1 ．7 0 × 1 ．5 5 6 0 外 傾 平 坦 自 然 A H b 土 器 片 2 7 点 S Il l と 重 複 1 3 8

8 0 B 4 h 。 N － 4 0 。… E 楕　 円　 形 1 ．6 5 × 1 ．1 0 9 6 外 傾 皿 状 人 為 A H b 土 器 片 6 点
S I1 4 と 重 複

底 部 に 石 1 3 8

8 1 B 4 g 9 N － 3 2 0 － W 楕　 円　 形 1 ．3 2 × 0 ．9 7 9 0 垂 直 皿 状 人 為 B I I b 土 器 片 4 4 点 言 加 曽 刹 B ） 底 部 に 石 1 3 9

8 2 B 4 g 9 N － 6 9 。－ W 不　 定　 形 1 ．7 0 × 1 ．2 5 3 6 ゆ るやか に
立 ち上が る

ゆ る い
起　 伏 自 然 E II a

（加 曽 利 E ）
土 器 片 5 1 点 ，石 器 1 点 1 3 9

8 3 B 4 f 8 N － 2 4 e－ W 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 0 ．9 5 1 0 0 垂 直 皿 状 人 為 B I I c
（大 洞 B C ）

土 器 片 6 3 点 ，石 器 2 点
S I8 と 重 複 1 3 9

8 4 B 4 e 9 N － 7 3 0－－E 楕　 円　 形 1 ．6 0 × 1 ．0 0 1 0 0 垂 直 皿 状 人 為 B I I c 土 器 片 6 1 点 S I8 と 重 複
底 部 に 石 1 3 9

8 5 B 4 e 8 N － 6 2 い－ E 楕　 円　 形 1 ．4 6 × 1 ．2 5 1 2 0 外 傾 皿 状 自 然 A I I c
（堀 之 内 ）

土 器 片 1 0 6 点 ，石 器 3 点
S I8 と 重 複 1 3 9

8 6 B 4 e 8 N － 5 5 キー E 不 整 楕 円 形 1 ．3 2 × 0 ．7 5 5 0 外 傾 平 坦 自 然 A I I b 土 器 片 9 3 点 ，石 器 2 点 S 王8 と 重 複 1 3 9

8 7 B 4 e 8 N … 4 ㌢ ⊥ W 楕　 円　 形 1 ．2 7 × 1 ．0 4 1 0 4 垂 直 平 坦 自 然 B H c
（堀 之 内 ）

土 器 片 2 9 9 点 ，石 器 1 点
S I8 と 重 複 1 3 9

8 8 B 4 g 8 円　　　 形 0 ．9 2 × 0 ．7 8 8 0 垂 直 平 坦 人 為 B I b
（安 行 I ）

土 器 片 1 5 2 点 ，石 器 主 点 1 3 9

8 9 B 4 g 8 不 整 円 形 1 ．3 5 × 1 ．0 9 3 4 外 傾 凹 凸 人 為 A I l a 土 器 片 9 0 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 3 9

9 0 B 4 f8 N － 3 0 0－ E 楕　 円　 形 1 ．4 9 × L l O 8 6 垂 直 皿 状 人 為 B II b 土 器 片 3 1 点 ，石 器 1 点 S I8 と 重 複 1 3 9

9 2 B 4 C 8 N － 7 2 0… E 不 整 楕 円 形 1 ．5 5 × 0 ．7 8 1 0 4 垂 直 皿 状 人 為 B H c 土 器 片 1 7 8 点 言 安 行 I ） S I 2 5 と 重 複 1 3 9

9 4 B 4 d 8 N － 2 1 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．8 8 × 1 ．1 0 1 4 0 垂 直 平 坦 人 為 B II c 土 器 片 4 5 点 ，
S I 2 5 と 重 複
底 部 に 石 1 4 0

9 5

I

B 4 e 8 N － 6 8 0－ E 不　 定　 形 1 ．4 0 × 1 ．1 5 4 0 外 傾

Ll IlJ‾

ゆ る い
起　 伏 自 然

目 し

E II a
深 鉢 形 土 器 （大 洞 B ）
土 器 片 1 7 8 点 ，石 器 1 点

S I 2 5 と 重 複
埋　　 婆 1 7 9

1 1／1｝　　　　　　ふ　　　　　　く‾M．ノ TT了⊥「1 ▼l 　ヽ▼TT 　′ヽ
（堀 之 内 ） S I 2 5 と 重 複

9 6 Ⅱ 4 e 8 N － 捌r － W 4 ＼　 疋　 1ロ l U U ツナ 1唄 1ム ゼま ノ＼ 局 jユ lll L 土 器 片 2 8 6 点 ，石 器 4 点 底 部 に 石 上と量U

9 7 B 4 C 8 円　　　 形 0 ．5 4 × 0 ．4 6 7 0 垂 直 皿 状 人 為 B I b 土 器 片 19 点 S I 2 5 と 重 複 1 4 0

9 8 B 4 C 8 N － 6 7 G－ E 楕　 円　 形 1 ．1 2 × 0 ．8 6 6 0 外 傾 皿 状 人 為 A I l b 土 器 片 5 9 点 S I 2 5 と 重 複 1 4 0

1 0 0 B 4 d 7 不 整 円 形 0 ．6 5 × 0 ．5 5 9 0 垂 直 皿 状 人 為 B I b
（加 曽 利 B ）

土 器 片 7 8 点 ，石 器 2 点
S I 2 5 と 重 複 1 4 0

1 0 1 B 4 d 8 N － O Q 不　 定　 形 0 ．8 0 × 0 ．4 0 6 2 垂 直 凹 凸 人 為 E I b 土 器 片 3 点 S I 2 5 と 重 複 1 4 0

1 0 3 B 4 d 8 不 整 円 形 1 ．0 0 × 0 ．8 4 1 2 0 垂 直 皿 状 人 為 B H c 土 器 片 1 1 点 言 安 行 I ）
S I 2 5 と 重 複

底 部 に 石
1 4 0

1 0 5 B 4 C 8 N － 3 2 。－ E 長 楕 円 形 2 ．2 4 × 0 ．8 0 1 2 0 垂 直 凹 凸 人 為 B I I I c
（安 行 I ）

土 器 片 7 8 点 ，石 器 6 点
S 王2 5 と 重 複 1 4 0

1 0 6 B 4 h 8 不 整 円 形 0 ．9 2 × 0 ．6 2 6 4 外 傾 皿 状 自 然 A I b 土 器 片 1 4 点 ，石 器 1 点 1 4 0

1 0 7 B 4 g 8 不 整 円 形 0 ．8 4 × 0 ．7 8 6 4 外 傾 皿 状 自 然 A I b 土 器 片 2 点 言 安 行 I ） 1 4 0

1 0 8 B 4 d 9 不 整 円 形 1 ．4 3 × 1 ．1 0 1 0 0 垂 直 平 坦 人 為 B H c 土 器 片 1 1 0 点 ， （堀 之 内 ）
S 王2 5 と 重 複

底 部 に 石
1 4 0

1 0 9 B 4 e g N － 3 0 0－ W 楕　 円　 形 0 ．7 7 × 0 ．7 0 6 0 外 傾 皿 状 人 為 A I b 土 器 片 2 点 S I 8 と 重 複 1 3 9

1 1 0 B 4 g 8 N － 2 7 e－ E 不　 定　 形 2 ．4 7 × 1 ．0 2 7 0 外 傾 凹 凸 人 為 E I I I b 土 器 片 4 5 点 言 加 曽 利 B ） 底 部 に 石 14 0

174



（4 ）

孟 勘 位置 長径方向 平 面 形
規　　　　 模 壁面 ！底面 覆土 i 形態

出　 土　 遺　 物 備　 考 霊警
長径×短径柚 深さ（cm）

SK －111 iB 4go
N －16ナーW 不　 定　 形 1．83×1．14 7 0 外傾 凹凸 人為 E II b 土器片4 点 SI12と重複

ノ

141

112 B 4f8 N －160－W 楕　 円　 形 1．28×0．93
98 ！垂直

平坦 人為
B II 車 器片52息 硝 3 点 SI8と重複

底部に石 141

113 B 5 cl 円　　　 形 1．45×1．35 50 外傾 平坦 人為
A II b ！

底部に石 141

1 14 B 5g l N －12。－W 不整楕円形 1．30×1．00 8 0 外傾 凹凸 人為 A II b 土器片73点 底部に石　 141

115－A B 4fo 不 整 円 形
3瀾 ×3・40 日 0

外傾 平坦 人為 A III a （安行III b ）
土器片35点，石器 5 点 底部に石 141

1 15－B B 4fo N －38。－E 楕　 円　 形
1・40×1・1車 0

外傾
皿状 ト 為

A II b
ノ　　　ヽ

底部に石 141

115－′C B 4 fo N －18㌧一一W 楕　 円　 形 1．30×1．00
44 ！外傾

皿状 人為 A II a 底部に石 141

115－D B 4fo N －200r W 不　 定　 形 4．00×3．40
中 外傾

平坦 人為 E IIIb 底部に石 141

116－A B 5fl N －35 0－W 不　 定　 形 3．60 ×3．00 8 0
外傾 桓 凸

人為 E IIIb 土器片744点，石器 9点 底部に石 141

116‥B B 5fl N －90ナ 不整楕円形 1．50×1．00 80 外傾 凹凸 人為 A II b 底部に石 141

116可 B5 f2
円　　　 形

1・40×1・30 巨 0
外傾 凹凸 人為 A II b 底部に石 141

1 16－D B 5fl N －550－E 不　 定　 形 2．30×1．60 80 外傾 凹凸 人為 E IIIb 底部に石 141

117 B 5b l N － 0 0 不整楕円形 1．56 ×1．06 6 0 ゆるやかに
立ち上がる 皿状 自然 A II b 土器片 6 点 SI6 と重複 142

118 A 4j。 円　　　 形 0．84 ×0．77 50 垂直 平坦 自然 B I b 土器片55点言新地） 142

119 A 4j。 円　　　 形 1．33×1．22 30 ゆるやかに
立ち上がる 皿状 人為 A II a 土器片49点言堀之内） 142

12 0 B 5 al N －410－W 不整楕円形 1．02×0．65 74
外傾 桓 凸 ！人為 iA II b 土器片28点言堀之内） i　 i14 2

12 1 A 5 il N …13 0…E 不整楕円形
l
1．78×1．40

l
50

l
外傾

同 人為 l

A H b

l

土器片233点言堀之内）

l i

142

122 B 4a。 不 整 円 形 1．56 ×1．34 66 外傾 凹凸 自然 A H b 土器片49点言称名寺） 142

123 B 4a。 N －830－E 不整楕円形 1．45×1．10 30 外傾 凹凸 自然 A II a （加曽利B ）
土器片178点，石器 4 占 底部に石 142

124 B 4b 9 円　　　 形 1．05×0．98 60 外傾 平坦 自然 A II b
ノIlヽ

土器片 8 点言加曽利 B ） 14 2

125 B 4a。N －500－E 不整楕円形 1．80×1．20 80 外傾 平坦 自然 A II b 土器片19点言称名寺） 142

126 A 5j3 円　　　 形 1．00 ×0．92 30 外傾 凹凸 自然 A II a S I5 と重複
ト42

127 B 4i8 不 整 円 形 0．69×0．60 74
外可 皿状

人為 A I b 土器片 7点 底部に石 142

128 B 5 a2 N －580－E 不整楕円形 1．94×1．27 40 外傾 凹凸 人為 A II a S I4と重複 14 2

129 B 5a 3 N －170－W 不整楕円形 1．95×1．25 50 ゆるやかに
立ち上がる 皿状 人為 A II b 土器片66点，石器 1 点 SI1 7と重複 14 2

130 A 5j3 円　　　 形 1．10 ×0．97 8 0 袋状 平坦 人為 C II b （称名寺）
土器片41点，石器 2 占

SI5と重複
底部に石 143

131 B 5a3 N －170－E 不整楕円形 2．13 ×0．92 34 外傾 皿状 自然 A III a
ノIlヽ

S I17と重複 143

132 A 5jl N － 4 0－E 不　 定　 形 1．40×0．65 70 外傾 皿状 人為 E II b 土器片48点 142

133 B 5b 2 N － 9 。－W 不整楕円形 1．55×1．12 60 外傾 凹凸 人為 A II b 土器片148点 SI4と重複 14 3

134 B 5bユN －270－E
不整楕円形巨 ・62 ×1・00

4 0 外傾 凹凸 自然 A II a 土器片 9 点，石器 2 点 143

135 B 5cl
不 整 円 形恒 ×0・75

58 外傾 皿状 自然 A I b 土器片 6 点 143

136 B 5d 2 不 整 円 形 1．30×1．14 56 ゆるやかに
立ち上がる 皿状 自然 A II b 土器片99点，石器 2 点 143

13 7 B 5b 3 円　　　 形 0．64×0．60 54 外傾 皿状 自然 A I b 土器片20点 SI7と重複 143

138 B 5b 3 N －100－W 不整楕円形 1．00×0．76 30 外傾 凹凸 自然 A II a 土器片17点 SI7と重複
底部に石 143

139 A 5j5 不 整 円 形 1．08 ×1．05 100 袋状 平坦 人為 C II c （称名寺）
土器片296点，石器 2 点 底部に石 143

一175　－－



（5）

土　 坑
番　 号 位 置 長 径 方 向 平 面 形

規　　　　 模 l 壁 面 底 面 覆 土 形 態 出　 土　 遺　 物 備　 考
図 版
番 号長 径 × 短 径 柚 深 さ （cm

S K －1 4 0 B 5 c l （円　　 形 ） （0 ．9 5 × 0 ．9 5 ） 3 5 外 傾 平 坦 人 為 A I a
深 鉢 形 土 器 （加 E 王II）
土 器 片 5 0 点 ，石 器 1 点

埋　　 聾 1 8 0

1 4 1 B 4 C 9 N － 1 7 ぐ－ W 不　 定　 形 1 ．9 4 × 1 ．0 7 5 4 ゆるや か に
立 ち上 が る

皿 状 自 然 E I I b 土 器 片 1 3 1 点 ，石 器 3 点 底 部 に 石 1 4 3

楕　 円　 形 2 ．1 0 × 1 ．5 0 5 0 外 傾 皿 状 自 然 A III b
（堀 之 内 ）

土 器 片 2 2 7 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 4 31 4 2 B 4 C 9 N － 3 7 ナー W

1 4 3 B 4 e 9 N － 1 5 e－ E 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．6 5 1 2 4 外 傾 凹 凸 自 然 A I I c 土 器 片 1 4 3 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 4 4

1 4 4 B 4 e g 円　　　 形 0 ．8 5 × 0 ．6 5 1 0 4 垂 直 平 坦 人 為 B I c 土 器 片 8 1 点 ，（堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 4 4

1 4 5 ←A B 4 e 。 円　　　 形 0 ．5 0 × 0 ．4 8 9 4 垂 直 皿 状 人 為 B I b 土 器 片 4 0 3 点 言 加 曽 利 B ） 底 部 に 石 1 4 4

1 4 5 －B B 4 e 。 円　　　 形 1 ．0 0 × 0 ．9 8 1 4 0 垂 直 凹 凸 人 為 B I I c 底 部 に 石 1 4 4

’1 4 6 B 4 e 9 N － 5 1 J－ E 不 整 楕 円 形 1 ．5 0 × 1 ．0 4 4 0 外 傾 平 坦 自 然 A I I a
（大 洞 C l ）

土 器 片 4 1 点 ， 石 器 2 点
底 部 に 石 1 4 3

1 4 7 －A B 4 e o 不 整 円 形 2 ．0 0 × 1 ．8 0 4 0 外 傾 平 坦 自 然 A III a 土 器 片 3 2 点 言 大 洞 C 2 ） 1 4 4

1 4 7 ←B B 4 e 。 不 整 円 形 0 ．9 0 × 0 ．8 0 5 2 外 傾 皿 状 自 然 A I b 1 4 4

1 4 8 ←A B 5 f2 N － 4 5 J－ E 不 整 楕 円 形 0 ．7 0 × 0 ．6 0 5 0 垂 直 凹 凸 自 然 B I b 土 器 片 3 5 点 底 部 に 石 1 4 4

1 4 8 －B B 5 f2 N － 2 0 e－ E 不 整 楕 円 形 1 ．2 0 × 1 ．0 0 6 6 外 傾 凹 凸 自 然 A I I b 底 部 に 石 1 4 4

1 4 9 B 5 g l N － 3 6 0－ E 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 1 ．1 5 4 0 外 傾 凹 凸 人 為 A I l a
（加 曽 利 B ）

土 器 片 1 0 4 点 ，石 器 1 点
底 部 に 石 1 4 3

1 5 0 B 4 f。 N － 4 4 e－ E 不 整 楕 円 形 1 ．1 0 × 0 ．8 5 6 0 外 傾 凹 凸 人 為 A I l b 土 器 片 3 1 点 ；石 器 1 点 底 部 に 石 1 4 3

1 5 1 B 5 d 2 N － 7 7 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．8 5 × 1 ．2 0 7 0 外 傾 凹 凸 自 然 A H b 土 器 片 1 2 0 点 ， 石 器 2 点 底 部 に 石 1 4 4

1 5 2 B 5 d 2 N － 1 6 e－ W 楕　 円　 形 1 ．5 5 × 0 ．9 5 7 6 外 傾 皿 状 人 為 A I 王b 土 器 片 3 1点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 4 4

1 5 3 B 4 e 9 不 整 円 形 1 ．0 0 × 0 ．9 0 1 1 8 垂 直 皿 状 人 為 B I I c 土 器 片 6 9 点 底 部 に 石 1 4 4

1 5 4 A 5 j2 N － 2 0 J－ E 楕　 円　 形 1 ．0 0 × 0 ．7 9 4 8 外 傾 平 坦 自 然 A I l a 土 器 片 1 3 点 1 4 4

1 5 5 B 5 C 2 不 整 円 形 1 ．5 0 × 1 ．2 5 3 0 外 傾 平 坦 自 然 A I I a 土 器 片 5 0 点 言 称 名 寺 ）
S ‡6 と 重 複
底 部 に 石 1 4 4

1 5 6 B 5 b l N － 2 5 や－ E 不 整 楕 円 形 1 ．0 5 × 0 ．5 6 4 0 外 傾 皿 状 自 然 A H a S 王9 と 重 複 1 4 3

15 7 B 4 e 9 N － 2 8 0－ E 不　 定　 形 1 ．0 7 × 0 ．5 5 7 0 袋 状 凹 凸 人 為 E I I b 土 器 片 7 点 1 4 4

15 8 A 4 jo 不 整 円 形 2 ．2 0 × 2 ．0 0 1 6 0 袋 状 平 坦 人 為 C III c
（阿 玉 台 I B ）

土 器 片 8 0 点 ，石 器 1 点
底 部 に 石 1 4 4

15 9 B 4 e 9 N － 3 2 0－ W 楕　 円　 形 1 ．0 0 × 0 ．8 0

l 　　　　　　　　　　　　　I

3 0 外 傾

l

平 坦

！

人 為

I

A I I a

l

深 鉢 形 土 器 （称 名 寺 ）
土 器 片 2 点

埋 聾

l

1 8 0

16 0 B 5 b 3 N － 4 6 ナー W 不　 定　 形 0 ．7 7 × 0 ．6 5 4 5 外 傾 平 坦 人 為 E I a 深 鉢 形 土 器 （称 名 寺 ） 埋 寮 1 8 0

16 1 B 5 a 2 N － 1 9 J－ W 不 整 楕 円 形 1 ．4 5 × 0 ．8 2 4 5 外 傾 平 坦 人 為 A I l a 深 鉢 形 土 器 （称 名 寺 ） S 王5 と 重 複
埋　　 療 1 7 9

16 2 B 5 e l N － 3 5 0－ E 不 整 楕 円 形 2 ．1 7 × 1 ．4 5 5 0 外 傾 皿 状 人 為 A III b 1 4 5

16 3 B 5 d 3 不 整 円 形 1 ．17 × 0 ．9 2 4 8 外 傾 平 坦 自 然 A I I a
（堀 之 内 ）

土 器 片 1 2 9 点 ，石 器 2 点
S I2 1 と 重 複
底 部 に 石 1 4 5

16 4 B 5 d 3 不 整 円 形 L 4 9 × 1 ．10 6 6 外 傾 平 坦 自 然 A I l b
S I2 1 と 重 複
底 部 に 石 1 4 5

1 6 5 B 4 C 7 N － 1 7 ナー E 不 整 楕 円 形 1 ．8 0 × 1 ．0 0 3 0 外 傾 平 坦 人 為 A I I a 土 器 1 点 S 王2 5 と 重 複 1 4 5

1 6 6 A 4 f6 円　　　 形 0 ．9 1 × 0 ．8 2 2 0 外 傾 平 坦 自 然 A I a
鉢 形 土 器 （加 B 王I ）
土 器 片 8 点

埋　　 婆 1 8 0

1 6 7 Å 4 i6 円　　　 形 0 ．8 8 × 0 ．7 0 2 8 外 傾 平 坦 自 然 A I a 深 鉢 形 土 器 （大 木 8 A ） 埋　　 聾 1 8 0

1 6 8 A 4 g 8 N － 6 7 ナー E 楕　 円　 形 0 ．9 0 × 0 ．8 0 2 5 外 傾 平 坦 人 為 A I a 浅 鉢 形 土 器 （加 B H ） 埋　　 婆 1 8 0

1 6 9 B 4 C 7 N － 3 7 ぐ－ W 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 0 ．9 2 1 2 6 垂 直 平 坦 人 為 B I I c 土 器 片 3 3 点 S I2 5 と 重 複 1 4 5

1 7 0 B 4 C 7 円　　　 形 0 ．8 2 × 0 ．7 7 8 4 外 傾 皿 状 人 為 A I b 土 器 片 3 点 S I2 5 と 重 複
底 部 に 石 1 4 5

1 7 1 B 4 d 7 N … 6 0 0－ W 不 整 楕 円 形 0 ．9 4 × 0 ．6 6 5 6 外 傾 凹 凸 人 為 A I b 土 器 片 9 点 S I2 5 と 重 複 1 4 5
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（6 ）

土　 坑
番　 号 位置 長径方向 平 面 形

規　　　　 模 ！壁面
l 底面 覆土 形態 ！ 出 土 遺 物 備　 考　 図版

。長径×短径毎 深さ（cm）

SK －172 B 4d 7 円　　　 形 1．08 ×0．95 60 外傾 凹凸 自然 A Il b 土器片100点言加曽刹B ） S王25と重複
底部に石 145

173 B 4C7 円　　　 形 1．15×1．07 46 外傾 凹凸 自然 A II a 土器片 4 点 SI25と重複 145

174 B 4C7 不 整 円 形 0 ．87×0．80 40 外傾 凹凸 自然 A I a S I25と重複 145

175 B 4b3 N －710－W 不　 定　 形 1．42×1．17 20 外傾 凹凸 人為 E II a
（称名寺）

土器片64点，石器 1点 埋　　 饗 180

176 Å4j9 N －640－E 楕　 円　 形 1．35×0．80 40 外傾 平坦 自然 A II a 14 5

177 B 4d 4 N －110－W 楕　 円　 形 1．40 ×1．15 8 0 外傾 皿状 自然 A H b 土器片49点， 14 5

178 B 4d 3 不 整 円 形 1．40 ×L 22 116 袋状 平坦 人為 C I王C 土器片399点言堀之内） 底部に石 145

179 B 4C3 N －35。一W 楕　 円　 形 L 72×0．85 48 外傾 凹凸 人為 A II a 土器片22点 145

180 B 4C3 N －368－E 不整楕円形 1．50×1．10 54 外傾 平坦 自然 A II b 土器片50点 底部に石 146

181 B 4C3 不 整 円 形 1．25×1．20 40 外傾 凹凸 自然 A H a 土器片32点，石器 1点 146

182 B 4C3 円　　　 形 1．55×1．45 44 外傾 平坦 自然 A IIla 土器片11点 底部に石 146

18 3 B 4 C3 円　　　 形 1．43×1．30 78 外傾 皿状 人為 A Il b 土器片10点 底部に石 146

18 4 B 4C 4 N －37。－E 不整楕円形 2．02 ×1．30 114 袋状 皿状 人為 C IIIc 土器片51点言加曽利B ） 底部に石 146

185 B 4b 3 円　　　 形 1．15 ×1．06 84 袋状 皿状 人為 C Il b 土器片9 点 底部に石 146

186 B 4C3 円　　　 形 1．20×1．10 80 外傾 平坦 自然 A II b 石器 1 点 底部に石 146

187

l

B 4bヰ

l l

不 整 円 形

l

0．85×0．75

l

60

l

外傾

l

凹凸

l

自然

l

Å 王b L聖 12点
146

188 B 4b4 円　　　 形 1．40×1．34 66 外傾 平坦 人為 iA II b 底部に石 147

18 9 B 4 C5 N －49c－W 楕　 円　 形 1．71×1．37 50 外傾 平坦 自然 A II b 土器片41点 底部に石 147

19 0 B 4d 6 不 整 円 形 2．07×1．90 8 8 外傾 平坦 人為 A IIIb 土器片 9点 底部に石 146

19 1 B 4C7 不 整 円 形 1．47 ×1．42 54 外傾 ゆるい
起　 伏 人為 A II b 土器片17点 14 7

192 B 4b 7 N －610－W 不整楕円形 1．35×1．10 130 垂直 平坦 人為 B II c 土器片234点，（加曽利B ） 底部に石 147

193 B 4a6 不 整 円 形 1．75×1．57 74 袋状 平坦 人為 C II b 土器片17点言安行 I ） 底部に石 147

194 B 4b7 不 整 円 形 ．1．52×1．35 10 0 外傾 平坦 人為 A II c 土器片15点 底部に石 147

19 5 B 4 b5 不 整 円 形 1．25×1．10 108 袋状 平坦 人為 C II c 土器片22点 底部に石 147

19 6 B 4b 6 円　　　 形 1．25 ×1．20 9 0 外傾 平坦 人為 A Il b 土器片22点 底部に石 146

197 B 4b 6 円　　　 形 1．20 ×1．10 6 0 袋状 平坦 人為 C II b 土器片8 点 底部に石 147

198 B 4b 6 N －33 0－E 不整楕円形 1．50×1．00 66 外傾 皿状 自然 A II b 土器片5 点，石器 1 点 148

199 B 4b5 N －20。－W 不　 定　 形 0．90×0．60 60 外傾 凹凸 自然 E I b 土器片254点 SI23と重複 147

200 B 4a6 N －42㌧一W 楕　 円　 形 1．43×1．15 98 袋状 平坦 人為 C II b 土器片 6 点，石器 1点 147

2 01 B 4 a6 円　　　 形 1．15×0．95 8 0 袋状 平坦 人為 C II b
●

148

20 2 B 4 a7 不 整 円 形 1．35 ×1．00 9 6 垂直 平坦 人為 B II b 土器片10点言加曽利E ） 底部に石 155

203 B 4a 7 円　　　 形 1．36 ×1．15 96 外傾 平坦 自然 A II b （称名寺）
土器片 6点，石器 1 点 底部に石 148

204 A 4j6 円　　　 形 1．25×1．12 90 外傾 平坦 人為 A II b 土器片214点，石器 6 点 底部に石 148

205 B 4a6 N －130－E 不整楕円形 1．80×1．40 90 袋状 平坦 人為 C Il b 土器片102点言加曽利B ） 底部に石 148

206 B 5a6 N －318－W 楕　 円　 形 1．62×1．25 60 外傾 平坦 人為 A II b 土器片 4 点 148

一一一111771－－一一



（7）

土　 坑
番　 号 位 置 長 径 方 向 平 面 形

規　　　　 模
壁 面 底 面 覆 土 形 態 出　 土　 遺　 物 備　 考

図 版
番 号長 径 × 短 径血 深 さ （cm ）

S K －2 0 7 A 4 j4 N － 6 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．3 5 × 1 ．0 3 4 4 外 傾
桓 凸

自 然 A II a 土 器 片 2 1 点 底 部 に 石 1 4 8

2 0 8 B 4 j。 N － 1 6 0－ E 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．1 0 1 0 0 袋 状 平 坦 人 為 C II c 土 器 片 1 1 6 点 言 称 名 寺 ） 底 部 に 石 1 4 8

2 0 9 B 4 a 4 N － 3 1 ニー E 不　 定　 形 1 ．0 3 × 0 ．5 5 7 0 外 傾 凹 凸 人 為 E II b 土 器 片 1 点 ，石 器 1 点 S I2 3 と 重 複 14 9

2 1 0 B 4 C 4 N － 6 1 0－ E 不　 定　 形 1 ．6 5 × 1 ．0 5 5 0 外 傾 平 坦 人 為 E II b 土 器 片 1 6 4 点 ，石 器 2 点 底 部 に 石 15 0

2 1 1 A 4 j4 円　　　 形 1 ．4 0 × 1 ．2 5 1 1 0 垂 直 平 坦 人 為 B II c
（加 曽 利 ‾B ）

土 器 片 2 1 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 4 8

2 1 2 A 4 i4 N － 2 6 0－ W 楕　 円　 形 1 ．6 5 × 1 ．2 0 8 0 外 傾 ゆ る い
起　 伏 人 為 A II b 土 器 片 5 2 点 底 部 に 石 1 4 8

2 13 A 4 i4 N － 1 4 0－ E 楕　 円　 形 1 ．9 0 × 0 ．6 5 1 2 0 外 傾 平 坦 自 然 A H c 土 器 片 3 点 底 部 に 石 1 4 9

2 1 4 A 4 j5 N － 6 6 0－ W 楕　 円　 形 1 ．3 5 × 1 ．0 5 7 0 外 傾 平 坦 自 然 A II b 土 器 片 4 2 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 4 9

2 1 5 A 4 j5 円　　　 形 1 ．5 0 × 1 ．3 5 5 6 外 傾 凹 凸 自 然 A I I b 土 器 片 3 4 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 4 9

2 1 6 A 4 j5 不 整 円 形 1 ．8 5 × 1 ．4 5 7 0 外 傾 平 坦 自 然 A I I b 土 器 片 6 1点 言 称 名 寺 ） 底 部 に 石 1 4 9

2 1 7 A 4 j5 円　　　 形 1 ．1 8 × 1 ．0 0 5 0 外 傾 平 坦 自 然 A I I b 1 4 8

2 1 8 B 4 a 3 不 整 円 形 1 ．7 0 × 1 ．3 0 5 0 外 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I b （加 曽 利 B ）

土 器 片 2 4 7 点 ，石 器 2 点 底 部 に 石 1 4 9

2 1 9 A 4 j6 円　　　 形 1 ．1 0 × 1 ．0 0 1 10 垂 直 平 撃 人 為 B I I c 土 器 片 2 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 4 9

2 2 0 A 4 i6 N … 4 6 0… W 楕　 円　 形 1 ．2 0 × 1 ．0 0 8 0 外 傾 平 坦 人 為 A II b 土 器 片 1 点 14 9

2 2 1 A 4 j6 円　　　 形 1 ．4 5 × 1 ．3 0 9 0 袋 状 平 坦 人 為 C II b 土 器 片 2 2 点 底 部 に 石 14 9

2 2 2 A 4j 7 不 整 円 形 1 ．7 0 × 1 ．5 0 9 0 袋 状 平 坦 人 為 C II b
（称 名 寺 ）

土 器 片 8 5 点 ，石 器 1 点
底 部 に 石 1 5 0

2 2 3 A 4 j 7 N － 9 0－ W 不 整 楕 円 形 1 ．6 0 × 1 ．2 5 4 0 外 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A H a 土 器 片 1 7 点 言 堀 之 内 ） 1 4 9

2 2 4 A 4 j8 円　　　 形 1 ．6 0 × 1 ．3 5 8 0 袋 状 平 坦 自 然 C II b
（称 名 寺 ）

土 器 片 2 3 6 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 5 0

2 2 5 A 4 i7 円　　　 形 1 ．3 6 × 1 ．3 0 7 0 外 傾 平 坦 自 然 A II b 土 器 片 8 6 点 1 4 9

2 2 6 A 4 i7 円　　　 形 0 ．7 6 × 0 ．7 2 4 4 外 傾 平 坦 自 然 A I a 土 器 片 8 点 ，（加 曽 利 B ） 1 4 9

2 2 7 A 4 i7 不 整 円 形 1 ．6 5 × 1 ．3 0 6 6 外 傾 平 坦 自 然 A Il b 土 器 片 2 8 点 言 称 名 寺 ） 1 5 0

2 2 8 A 4 i6 円　　　 形 1 ．7 6 × 1 ．4 5 1 1 0 外 傾 平 坦 人 為 A I I c （加 曽 利 B ）
土 器 片 9 2 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 5 0

2 2 9 A 4 i6 円　　　 形 1 ．6 0 × 1 ．5 5 9 0 袋 状 平 坦 人 為 C I I b 土 器 片 3 1 点 底 部 に 石 1 5 0

√111′1 ∧ J： n l 　　　　　　　　刀：イ 1 　r ／ヽ＼／1 　こ11 こ／1 ！訂 ル石 Tr7 ＋臼 ピコ搬 ∧　T l ．L 」一旦旦 ト」つり上 1 C n∠‖）U √1 4 1 6 l 」　　　　　　 月二／ ⊥．J U ／＼ ⊥．J U J U ノ 「i㌣只 T tヒま H 7 1、1 n l l　U ⊥J U

2 3 1 A 4 h 6 円　　　 形 0 ．7 8 × 0 ．6 3 5 0 外 傾 平 坦 人 為 A I b 土 器 片 3 7 点 言 加 曽 利 B ） 1 5 1

2 3 2 A 4 h 6 円　　　 形 1 ．7 5 × 1 ．7 0 9 6 垂 直 平 坦 人 為 B H b 土 器 片 3 7 点 底 部 に 石 1 5 1

2 3 3 A 4 i 7 円　　　 形 2 ．0 5 X 2 ．0 2 1 2 0 垂 直 平 坦

l

自 然 B I I I c 土 器 片 3 5 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 5 1

2 3 4 B 4 h 6 N － 4 2 ㌦ －W 楕　 円　 形 1 ．3 7 × 1 ．2 5 9 0 外 傾 平 坦 自 然 A II b 土 器 片 2 1 6 ．も 石 器 2 点 底 部 に 石 1 5 1

2 3 5 B 4 b 6 不 整 円 形 1 ．1 5 × 1 ．0 0 3 0 外 傾 平 坦 人 為 A II a 1 4 7

2 3 6 B 4 b 6 N － 2 1 0－ W 不 整 楕 円 形 1 ．5 5 × 1 ．3 4 4 0 外 傾 平 坦 人 為 A II a 土 器 片 7 点 底 部 に 石 1 4 6

2 3 7 B 4 C 5 N － 3 0 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．6 0 × 1 ．4 5 4 8 外 傾 凹 凸 自 然 A II a 土 器 片 4 点 底 部 に 石 1 4 7

2 3 8 A 4 j 7 円　　　 形 1 ．6 5 × 1 ．3 0 1 1 0 袋 状 皿 状 人 為 C H c 土 器 片 15 点 底 部 に 石 1 5 1

2 3 9 B 4 d 3 不 整 円 形 1 ．2 2 × 0 ．8 2 6 0 外 傾 平 坦 人 為 A I I b 1 4 5

2 4 0 B 4 C 4 円　　　 形 1 ．7 0 × 1 ．2 0 9 0 垂 直 平 坦 人 為 B I I b 土 器 片 4 4 点 言 加 曽 利 B ） 底 部 に 石

】
1 5 0

2 4 1 A 4 j 7 円　　　 形 1 ．1 4 × 0 ．9 5 8 0 外 傾 皿 状 人 為 A I l b 土 器 片 1 点 1 5 1
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（8）

土　 坑
番　 号

位 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模 ！ 壁 面

底 面 覆 土 形 態 出　 土　 遺　 物 備　 考 図 版
番 号長 径 × 短 径 毎 深 さ （cm ）

S K …2 4 2 B 4 b 4 不 整 円 形 2 ．3 0 × 1 ．9 0 7 6 外 傾 皿 状 自 然 A IIl b 土 器 片 2 7 8 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 5 2

2 4 3 B 4 C 4 N － 5 7 ナー E 不 整 楕 円 形 1 ．9 0 × 1 ．7 0 7 0 外 傾 皿 状 自 然 A II b 土 器 片 1 4 1 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 15 0

2 4 4 B 4 C 5 N － 10 0－ E 楕　 円　 形 2 ．4 5 × 2 ．0 0 6 6 外 傾 平 坦 人 為 A IH b 土 器 片 2 4 3 点 言 称 名 寺 ） 底 部 に 石 1 5 1

2 4 5 B 4 e 5 N … 6 8 0… E 楕　 円　 形 1 ．3 0 × 1 ．1 0 2 8 外 傾 凹 凸 人 為 A Il a 土 器 片 1 1 4 点 底 部 に 石 1 5 1

2 4 6 B 4 a 4 不 整 円 形 L 4 0 × 1 ．3 0 4 0 外 傾 凹 凸 自 然 A II a 土 器 片 1 1 2 点 言 加 曽 利 B ） 1 5 1

2 4 7 B 4 b 5 不 整 円 形 1 ．5 2 × 1 ．1 5 4 4 外 傾 皿 状 自 然 A I I a 土 器 片 9 1 点 言 加 曽 利 B ） 1 5 2

2 4 8 B 4 b 3 円　　　 形 1 ．4 7 × 1 ．4 0 8 0 袋 状 皿 状 人 為 C I I b 土 器 片 6 5 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 5 2

2 4 9 B 4 a 3 円　　　 形 1 ．7 3 × 1 ．5 0 1 0 6 袋 状 皿 状 人 為 C I I c 土 器 片 1 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 5 2

2 5 0 Å 4 j3 N － 1 4 0－ E 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．2 0 8 4 外 傾 皿 状 自 然 A H b 土 器 片 1 9 3 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 15 2

2 5 1 B 4 C 5 N － 3 4 0－ W 楕　 円　 形 0 ．7 0 × 0 ．4 5 L 7 4 垂 直 皿 状 自 然 B I b 土 器 片 5 6 点 言 加 曽 利 E ） 1 5 1

2 5 2 A 4 j5 円　　　 形 1 ．4 5 × 1 ．3 0 8 0 垂 直 平 坦 人 為 B II b 土 器 片 1 7 点 言 加 曽 利 B ） 1 5 2

2 5 3 A 4 g 5 円　　　 形 1 ．0 5 × 0 ．9 5 8 0 袋 状 平 坦 人 為 C II b 土 器 片 5 5 6 点 言 加 曽 利 B ） 底 部 に 石 1 5 2

2 5 4 A 4 g 7 N － 8 0 0－ W 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 0 ．7 2 8 0 外 傾 皿 状 自 然 A II b 土 器 片 1 5 7 点 ，（堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 5 2

2 5 5 A 4 h 7 円　　　 形 1 ．0 5 × 1 ．0 5 1 0 6 垂 直 平 坦 人 為 B H c 土 器 片 18 0 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 5 3

2 5 6 A 4 h 7 円　　　 形 1 ．1 2 × 1 ．1 0 5 8 外 傾 ゆ る い
起　 伏 自 然 A I I b （称 名 寺 ）

土 器 片 5 4 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 5 3

2 5 7

l

A 4 i。

t

円　　　 形

l

1 ．5 5 × 1 ．4 0

1

1 6 0 袋 状 皿 状 人 為 C I I c
（阿 玉 台 I B ）

土 器 片 1 2 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 5 3

2 5 8 A 4 i。 不 整 円 形 1 ．3 5 × 1 ご1 5 6 8 垂 直 平 坦 人 為 B H b 土 器 片 1 8 点 底 部 に 石 15 2

2 5 9 A 4 g 9 円　　　 形 1 ．4 9 × 1 ．3 0 8 0 垂 直 平 坦 自 然 B Il b 土 器 片 4 6 点 言 加 曽 刹 B ） 底 部 に 石 1 5 3

2 6 0 A 4 g 9 N － 6 1し－ W 楕　 円　 形 1 ．3 0 × 1 ．0 3 8 6 外 傾 皿 状 自 然 A II b 土 器 片 2 5 2 点 言 称 名 寺 ） 底 部 に 石 1 5 3

2 6 1 A 4 f9 N … 2 6 0… W 楕　 円　 形 1 ．6 0 × 1 ．3 2 9 0 袋 状 皿 状 人 為 C Il b 土 器 片 1 2 5 点 言 加 曽 利 B ） 底 部 に 石 1 5 3

2 6 2 A 4 g 7 円　　　 形 1 ．6 0 × 1 ．5 5 1 0 0 垂 直 平 坦 自 然 B II c 土 器 片 6 3 点 言 加 曽 利 B ） 1 5 3

2 6 3 A 4 h 4 N － 6 1 0－ E 不　 定　 形 1 ．6 5 × 0 ．7 0 1 0 0 外 傾 平 坦 人 為 E I I c （加 曽 利 B ）
土 器 片 6 2 点 ，石 器 1 点 1 5 3

2 6 4 A 4 g 8 半　 円　 形 0 ．8 0 × 0 ．7 0 5 0 外 傾 皿 状 自 然 A I b 土 器 片 4 0 点 言 堀 之 内 ） S I2 4 と 重 複
底 部 に 石 1 5 4

2 6 5 A 4 g 8 円　　　 形 1 ．2 0 × 1 ．1 5 5 0 外 傾 平 坦 人 為 A l I b 土 器 片 8 9 点 言 称 名 寺 ） S I2 4 と 重 複
底 部 に 石 1 5 4

2 6 6 A 4 h 8 N － 3 6 0－ W 不 整 楕 円 形 1 ．3 7 × 1 ．3 2 6 0 外 傾 平 坦 人 為 A II b 土 器 片 7 点 S I2 4 と 重 複
底 部 に 石 1 5 4

2 6 7 B 4 C 4 N － 4 3 0… W 不 整 楕 円 形 1 ．7 0 × 1 ．1 0 1 3 0 垂 直 ゆ る い
起　 伏 自 然 B II c

（加 曽 利 E ）
土 器 片 1 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 15 0

2 6 8 B 4 b 5 N … 13 0－ E 不　 定　 形 0 ．9 0 × 0 ．4 0 6 0 垂 直 ゆ る い
起　 伏 人 為 E I b 土 器 片 1 4 0 点 ，石 器 1 点 S I2 3 と 重 複

底 部 に 石 15 3

2 6 9 A 4j8 不 整 円 形 1 ．4 5 × 1 ．2 0 7 0 垂 直 平 坦 人 為 B II b 土 器 片 9 4 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 5 3

2 7 0 A 4 i8 不 整 円 形 1 ．5 5 × 1 ．3 0 7 0 垂 直 平 坦 自 然 B Il b 土 器 片 1 点 言 堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 5 4

2 7 1 A 4 i7 N … 8 0 0－ W 楕　 円　 形 1 ．5 2 × 1 ．1 5 1 0 0 外 傾 平 坦 人 為 A I I c （称 名 寺 ）
土 器 片 3 8 6 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 5 4

2 7 2 B 4 a 9 N － 5 6 。… E 不 整 楕 円 形 1 ．5 5 × 1 ．3 0 5 4 外 傾 平 坦 自 然
l
A I l b

（称 名 寺 ）
土 器 片 1 4 点 ，石 器 1 点 1 5 4

2 7 3 B 4 a 9 円　　　 形 1 ．4 2 × 1 ．1 7 2 4 外 傾 皿 状 自 然 A I I a 土 器 片 3 点 言 称 名 寺 ） 1 5 4

2 7 4 B 4 a 8 N － 5 6 。－ W 楕　 円　 形 2 ．4 0 × 1 ．4 5 3 4 外 傾 平 坦 自 然 A III a
（称 名 寺 ）

土 器 片 1 1 9 点 ，石 器 2 点 1 5 4

2 7 5 B 4 a 9 N － 2 1 。… E 楕　 円　 形 1 ．4 8 × 0 ．7 5 7 4 外 傾 皿 状 人 為 A II b 15 4

2 7 6 A 4 j8 不 整 円 形 3 ．4 5 × 3 ．0 3 1 0 6 外 傾 平 坦 自 然 A III c 土 器 片 1 0 5 6 点 ，石 器 8 点 底 部 に 石 1 5 4
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（9）

土　 坑
番　 号

位 置 長 径 方 向 平 面 形
規　　　　 模 l 壁 面

i 底 面 覆 土 形 態 出　 土　 遺　 物 備　 考 図 版
番 号長 径 × 短 径 柚 深 さ （cm

S K －2 7 7 A 4 f 9 円　　　 形 1 ．2 5 × L 1 5 8 8 外 傾 平 坦 自 然 A II b 底 部 に 石 1 5 4

2 7 8 B 4 b 3 円　　　 形 1 ．4 5 × 1 ．3 0 7 0 袋 状 凹 凸 人 為 C II b 1 5 2

2 7 9 B 4 b 3 N － 9 。－ E 楕　 円　 形 2 ．1 4 × 1 ．4 0 7 0 外 傾 平 坦 人 為 A IH b 1 5 2

2 8 0 B 4 b 2 N － 16 。－ W 楕　 円　 形 1 ．8 5 × 1 ．4 5 7 0 外 傾 平 坦 人 為 A I I b 土 器 片 9 点
S 王2 2 と 重 複
底 部 に 石 1 5 5

2 8 1 B 4 b 2 半　 円　 形 1 ．8 5 × 0 ．5 7 8 0 外 傾 凹 凸 人 為 A I I b 土 器 片 7 1 点 言 安 行 I ） S 王2 2 と 重 複 1 5 5

2 8 2 B 4 C 2 半　 円　 形 1 ．6 2 × 1 ．4 5 5 0 外 傾 皿 状 人 為 A I 亙 b 土 器 片 15 点
S 王2 2 と 重 複
底 部 に 石 1 5 5

2 8 3 B 4 b 3 不 整 円 形 0 ．9 0 × 0 ．6 5 6 6 外 傾 平 坦 人 為 A I b 土 器 片 4 点 S I2 2 と 重 複 1 5 5

2 8 4 B 4 C 3 円　　　 形 1 ．2 0 × 1 ．0 5 6 0 外 傾 平 坦 人 為 A II b 土 器 片 9 点 S I2 2 と 重 複 1 5 5

2 8 5 A 4 j 9 N － 2 2 。－ E 不　 定　 形 1 ．6 2 × 1 ．0 0 4 0 外 傾 平 坦 自 然 E I王 a 土 器 片 1 0 点 14 5

2 8 6 A 4 i 8 円　　　 形 1 ．10 × 1 ．0 0 6 0 垂 直 平 坦 自 然 B H b 土 器 片 2 点 ，石 器 1 点 底 部 に 石 1 5 4

2 8 7 B 4 a S N － 6 5 ぐ－ E 不 整 楕 円 形 1 ．2 5 × 0 ．9 5 1 0 0 垂 直 凹 凸 人 為 B H c
（安 行 王 ）

土 器 片 1 3 7 点 ，石 器 1 点
S 王2 3 と 重 複

底 部 に 石 1 5 5

2 8 8 B 4 b 5 不 整 円 形 0 ．9 0 × 0 ．8 0 8 0 外 傾 皿 状 人 為 A I b 底 部 に 石 1 5 3

2 8 9 B 4 e 6 N － 8 0－ E 不　 定　 形 2 ．1 5 × 1 ．5 0 3 0 外 傾 皿 状 自 然 E III a 土 器 片 4 5 0 点 言 加 曽 利 B ） 1 5 5

2 9 0 A 4 e 6 N ニー 16 0－ W 楕　 円　 形 1 ．4 0 × 1 ．1 0 7 0 外 傾 平 坦 人 為 A II b 土 器 片 8 点 底 部 に 石 1 5 5

2 9 1 A 4 h 7 N － 1 10 － E 不 整 楕 円 形 1 ．0 5 × 0 ．5 5 6 6 外 傾 皿 状 自 然 A I I b
（堀 之 内 ）

土 器 片 8 7 2 点 ，石 器 3 点 1 5 5

2 9 2 B 4 C 2 円　　　 形 0 ．6 5 × 0 ．6 0 10 0 外 傾 皿 状 人 為 A I c S I 2 2 と 重 複 1 5 5

2 9 3 B 4 a 4 N － 5 7 0－ E 不 整 楕 円 形 1 ．0 7 × 0 ．5 5 12 0 垂 直 凹 凸 人 為 B I I c 土 器 片 3 0 点 言 安 行 王 ）
S I2 3 と 重 複
底 部 に 石 1 5 5

2 9 4 B 4 b 7 N － 2 8 0－ E 楕　 円　 形 1 ．2 5 × 0 ．8 5 4 0 外 傾 平 坦 人 為 A H a 土 器 片 5 点 1 5 5

2 9 5 A 4 i 7 不 整 円 形 1 ．5 7 × 1 ．2 5 9 0 外 傾 平 坦 人 為 A H b 土 器 片 6 点 底 部 に 石 1 5 5

2 9 6 B 4 b 2 N － 3 4 0－ E 不　 定　 形 1 ．3 0 × 0 ．7 0 7 4 垂 直 平 坦 人 為 E II b S 王2 2 と 重 複 15 5

2 9 7 A 4 h 7 N 1 2 9 。－ W 不 整 楕 円 形 1 ．6 0 × 1 ．2 5 7 0 外 傾 ゆ る い
起　 伏 人 為 A II b （加 曽 利 B ）

土 器 片 1 13 7 点 ，石 器 4 点 底 部 に 石 15 6

2 9 8 A 4 h 6 N － 4 6 。－ W 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．15 7 4 外 傾 皿 状 自 然 A II b 土 器 片 1 6 点 底 部 に 石 1 5 1

2 9 9

′ヽ ′ヽ′ヽ

A 4 g 8

… つ

N － 1 5 0－ E 楕　 円　 形 1 ．1 0 × 0 ．8 5

∩ ハハ 、日 。言

6 0

ハ ハ I

外 傾 平 坦 自 然 A II b

日 ，， L i

土 器 片 1 2 点 S I 2 4 と 重 複 1 5 6

1 r ′　†　　菌舟　n「　Trく んl JL；ぢ て‾「アふ【コ r－LI船 上 n口 【」＿11 ハ 」て S I 2 4 と 重 複
J U U 上1 年1 18 ／l 　ヽ登　 「コ　7 1フ ∠ ．U U ／＼ ⊥ ．J J U U ア ドlkR 1 － ゼま A l l L 　U 」一石庁 ／1 乙U ノ早 、 底 部 に 石 ⊥J U

3 0 1 Å 4 h 9 不 整 円 形 1 ．4 0 × 1 ．1 0 4 8 外 傾 凹 凸 人 為 A I I a 土 器 片 4 2 点 S I 2 4 と 重 複 1 5 6

3 0 2 B 4 h 9 N － 5 2 0－ E 楕　 円　 形 1 ．3 0 × 1 ．1 5 8 0 袋 状 平 坦 人 為 C I I b
S I l l と 重 複

底 部 に 石
1 5 6

3 0 3 A 4 g 9 N － 3 2 0 － E 楕　 円　 形 1 ．6 5 × 1 ．2 5 6 0 外 傾 皿 状 自 然 A I I b 土 器 片 5 0 点 言 加 曽 利 E ） 1 5 6

3 0 4 A 4 g 9 不 整 円 形 2 ．2 5 × 1 ．9 5 9 0 外 傾
ゆ る い
起　 伏

自 然 A I H b
（称 名 寺 ）

土 器 片 1 4 点 ，石 器 1 点
底 部 に 石 1 5 6

3 0 5 A 4 王1 。 円　　　 形 1 ．1 5 × 1 ．0 5 6 2 垂 直 平 坦 自 然 B I l b 土 器 片 3 5 点 1 5 7

3 0 6 A 4 i 6 円　　　 形 1 ．1 0 × 0 ．9 2 1 1 0 袋 状 平 坦 人 為 C I I c 1 5 0

3 0 7 A 4 g 6 N － 1 9 0 － W 楕　 円　 形 1 ．3 7 × 1 ．2 3 5 0 垂 直
ゆ る い
起　 伏

人 為 B I I b 土 器 片 1 3 点 言 堀 之 内 ）
S 王2 6 と 重 複

底 部 に 石
1 5 6

3 0 8 A 4 f 6 N － 9 ．－ E 楕　 円　 形 （1 ．9 5 × 0 ．9 5 ） 1 0 0 垂 直 平 坦 人 為 B I I c 土 器 片 1 0 7 点 言 加 曽 利 B ）
S I 2 7 と 重 複

底 部 に 石 1 5 6

3 0 9 A 4 h 7 N － 2 5 0 － E 不　 定　 形 0 ．9 5 × 0 ．6 5 6 0 外 傾 凹 凸 人 為 E I b 土 器 片 4 8 点 ， （堀 之 内 ） 底 部 に 石 1 5 6

3 1 0 A 4 h 7 N － 4 0 8 － W 楕　 円　 形 1 ．5 0 × 1 ．1 5 6 6 外 傾 平 坦 自 然 A I I b 土 器 片 3 0 点 言 堀 之 内 ） 1 5 5

3 1 1 A 4 h 。 円　　　 形 1 ．3 7 × 1 ．3 0 7 4 垂 直 平 坦 自 然 B I I b 土 器 片 1 点 1 5 7

一一r180一一・一一一一



（鼠の

墓 勘 位置
長径方向 平 面 形

規　　　　 模 i 壁面 極 面
覆土 形態

出 土 遺 物 i 備 考 図版
番号長径×短径毎 深さ（cm）

SK －312 Å4i8 不 整 円 形 1．40×1．05 74 外傾 平坦 自然 A H b 15 7

313 Å4f8 不 整 円 形 1．40×1．20 56 外傾 ゆるい
起　 伏 自然 A II b 157

314 A 4 f6 N － 10－W 楕　 円　 形 （1．50×1．02） 60 垂直 平坦 自然 B II b （加曽利B ）
土器片77点，石器 1点

SI27と重複
底部に石 157

3 15 B 4a 5 N －590－W 不　 定　 形 1．05×0．55 112 垂直 凹凸 自然 E II c 土器片35点 SI2 3と重複 157

3 16 B 4b5 N －750－E 不　 定　 形 1．13 ×0．70 50 外傾 ゆるい
起　 伏

自然 E II b 石器 1点 底部に石 151

3 17 A 4f6 N －700－W 楕　 円　 形 1．65 ×1．15 86 垂直 平坦 自然 B II b （称名寺）
土器片59点，石器 1 点

SI28 と重複
底部に石 157

318 Å4e7 N －260－W 楕　 円　 形 1．30×0．95 100 垂直 皿状 自然 B II c 土器片69点 SI28 と重複
底部に石 157

319 Å4e7 円　　　 形 0．75×0．70 34 外傾 凹凸 人為 A 王　a 土器片13点，石器 1 点 S王28と重複
底部に石 158

320 Å4e 7 N －790－W 不整楕円形 2．06×1．30 100 垂直 ゆるい
起　 伏 自然 B III c 土器片66点 底部に石 157

3 21 A 4f7 不 整 円 形 1．82×1．45 96 袋状 平坦 人為 C II b 土器片72点，石器 2 点 SI28と重複
底部に石 158

32 2 A 4i8 N －64e－W 楕　 円　 形 1．85 ×1．65 60 外傾 ゆるい
起　 伏 自然 A II b 土器片65点言堀之内） 157

32 3 Å4j8 （半 円 形） 1．09 ×0．80 52 垂直 皿状 人為 B II b 15 8

324 Å4g7 円　　　 形 0．56×0．45 5 0 外傾 皿状 人為 A I b 土器片14点 15 3

325 A 4g 8 N －49。－ E 不整楕円形 1．92×1．27 60 外傾 平坦 人為 A II b 土器片16点 S 王24と重複
底部に石 156

326 A 佃7 N －410－E 不　 定　 形 1．95×1．35 66 外傾 平坦 自然 E II b 土器片33点言称名寺） 底部に石 158

3 27 iA 4b 8 1

l

不 整 円 形

l

1・65×1・15 巨 0
外傾 平坦 人為 A II a 土器片10点言称名寺） SI24と重複

底部に石 156

32 8 B 4 b2 N －840－W 不　 定　 形 1．05×0．95 66 外傾 凹凸 自然 E H b 土器片23点 SI2 2と重複 158

329 B 4C 2 N －610－W 不　 定　 形 2．35 ×1．35 74 垂直 平坦 人為 E III b （安行 王）
土器片39点ウ石器 2 点 SI22 と重複 15 8

330 B 4b 7 不 整 円 形 1．95×1．45 65 垂直 平坦 人為 B II b 底部に石 158

331 A 4 f8 N －50 0－E 不整楕円形 1．36×1．00 34 外傾 平坦 自然 A II a 土器片 9 点 157

332 A 4f8 N －590－W 楕　 円　 形 1．53×1．15 30 外傾 皿状 自然 A I王a 土器片66点言加曽利B ） 158

3 33 A 4f8 円　　　 形 1．23×1．10 50 垂直 平坦 自然 B II b 158

334 A 4f7 不 整 円 形 1．00 ×0．80 50 外傾 ゆるい
起　 伏

自然 A I王b 158

335 A 4 g。 円　　　 形 1．42 ×1．34 100 垂直 平坦 自然 B II c 15 8

336 A 4 i5 円　　　 形 0．50×0．50 84 袋状 平坦 人為 C 王b 底部に石 158

337 B 5b 4 円　　　 形 0．70×0 ．70 50 外傾 皿状 人為 A I b 深鉢形土器（堀之内 I ） 埋　　 聾 180

3 38 B 5b3 不 整 円形 0．83×0．75 45 外傾 皿状 人為 A 王　a 深鉢形土器（大網B ） S 王7 と重複
埋　　 賓 180

33 9 A 4f8 円　　　 形 1．00×1．00 50 外傾 血状 自然 A II b 157

340 A 4f8 不 整 円 形 0．80 ×0．70 25 外傾 平坦 自然 A I a 15 7

l一一l－1181－－
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